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⑧ J レ ー 7 - 1 ング・フェルト公定債格 昭和15年10月15日

瓦ャl i t
重 量 商

卸 質 業 者 小 型 電 業 者

型車債 格 飯 . . 債 格 阪 E耳 慣 格

国
国 園

20庖 21 lF- 方米 4  .  7  0  5  .  2  0  5  .  7  0  

アスフアノV ト 、

25庖 // 5  .  8  5  6  .  4  5  7  .  1  0  

ノV ーヒングタ

30庖
/ /  7  .  0  5  7  .  7  5  8  .  5  0  

アスアアノV ト

10庖

フ エ ノV ト

グ 3  .  1  5  3  .  4  7  3  .  8  0  

タ

一
ノV

10庖 42卒方 米 2  .  8  5  3  .  1  4  3  .  4  5  フ エ ノV ト

ィ、木表慣侍ハ、 ス トレ{ トア スフ アルト叉ハ コールタールノ浸透量原紙重量 ノ80，%以上 ノ

モノノ{ 買格トス

ロ、製造業者及卸買業者販寅債栴ハ買主! 苫先渡債格トス

但 シ樺太、朝鮮、 基潤、南洋群島、tul 東洲、，満洲叉ハ支那向ノ場合ニ於テハ買主最寄港

船積渡償絡トス

ハ、包装費及荷造費ハ買主負措トス

三 盟 関

( 砂付便利克及特許ギノV ソイド共従来週り)

三 星 印 砂 付 便 利 克 ・三 星印ノV ー フ イ ン グ 及 フ エ ノV ト

専責特許ギノV ソイ 1" j!j j 水 工 事 責 任 施 工 ( 陸 屋 根地 下 室〕

アスフアノV ト階、用各種加工品 ・床 備 工 事 三 星 サ イ ド ? ユ ーム

耐火・ 耐 熱 ・防音 ・保 温 ・ 一 石 綿代用 品一 三 星 岩締 各製 品

大阪田島磨、用化ヱ株式舎鮭

管 業 所 大 阪 市 北区 中 之島吋 三O 電話土吋;;;;

岡 島 礁 周 化 工 株 式 曾量士

三 星 産 業 株 式 合 枇

日本 岩 綿 工 業 株 式 舎 枇

三星 セメント工業株式舎祉

日 本 木 材 化 修 工 業 縁 式 含 量 士

合費含量士宮城アスフアルト研究所



重要都市ニ於ケノレ建築物ノ

防火方策急施ニ開スノν 建議ノ件

標記ノ件ニ闘シ内閣綿理、陸軍、海軍、内務、商工、大競ノ各大匝及企書院組、裁宛令

長名ヲ以テ建議、 筒共ノ : 沼ヲ東部、 中部雨 軍司令官 Ｎ六大都 ｉ市市 ｪｩ打 ｪ リ ｬ汐所り財＿ 在在 Ｍ土地也 ｉｴ刷付丙削ｾＺＩ牒Ａ

I市i行j 市長ニ透付付. シ、共ノ緊急性ヲ申達セリ

重要都市 ニ於ケル建築物 ノ防火方策念施ニ閥スル建議

刻下ノ急迫セル図際情勢ニ鑑ミ、防空上ノ見地ヨ リ我図重要都市 ニ於

ケル建築物 ノ防火方策就中左記事項ハ焦眉 ノ; 急務ナ リト 確信ス 、依 ツ

テ遠ニ之ガ賓施ニ闘スル方途ヲ講ゼラレンコトブ切望ス

右建議候也

記

入 重 要 都 市 ニ於ケル既存木造家屋ノ防火改修事業ハ都市重要部 ノ全 般

二豆リ念速ニ之ヲ完成セシムルノ必要アルモ向特ニ防火地区内 ニ於

テハ木造建築物ヲ撤去叉ハ改築セシメ諸統制法令ノ取扱 ニ特例ヲ設

ケ所要物資ヲ優先的ニ配給シ、以テ積極的ニ建築物ノ耐火構造化ヲ

促進スルゴト 以 上

昭 和 十 五 年 十 月 一 日

I f d: 図法人 日本建築協合々長工墜1専士

片 岡 安

東部、中部雨軍司令官、六大都市所在地府l探知事及六大都市市長宛

粛 啓 愈 御 清 穆奉賀上候陳者現下ノ非常時局ニ鑑ミ我図重要都市ノ防

火方策、就中防火地区内ノ建築物ノ耐火構造化 ノ念施ニ付 キ此度内閣

総理、陸軍、海軍、内務、商工、大 蔵 ノ各大臣並ニ企差院総裁ニ釣シ別

紙ノ 遁 リ建議書提出仕候ニ就テハ一日モ逮ニ右目的達成 ノ篤メ 何分 ノ

御高配相煩シ度此段御依頼申上候 敬 具

昭 和 十 五 年 十 月 五 日

祉国法人 日本建築協合々長工製博士

片 |司 安



曾 告

本月拾五日限リ 集金郵便の取扱ひが暫く停止される 事 となりましたの

て将来舎費其の他集金郵便て仰請求申上げる 事が不可能となりました。

就きましては今後は 、誠に御面倒御手数ですが、娠替大阪三九九七五

番御利用の上、適宜御梯込み下さいます様御願ひ致します。現在迄の御

梯込扶態に付いては迫て御知らせ致しますが、取敢ず右御案内迄申し J 二

げます。

昭 和 拾 五 年 拾 一 月 廿 日

j位 同 法 人

日 本 建 築 協 曾 強 行

日 本 建 築 協 曾 主 計

昭 和 15 年 8 月 穀 行

菊 裁判 ・ 6 0 0 飴頁

建 築 関 係 法 規 抄 纂 (大阪府)

そ の 他 時 局 建 築 関 係 法 規 の 殆 ど 全 部 を 掲 搬 す

肯 定慣・金武園東拾銭・ 塗料拾武銭 カ

但協合員一 冊 ニ 限 ? 特 債 金 武 園

日 本 建 築 協 曾

大阪市北区朝日ピJ レ4階

線替 口座 大 阪 39 9 75

丸善本支庇

貰捌

柳今 堂書底
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閣家の繁柴、民族の殻展は人的資源の確保に倹つものが誠に多い。今や吾閣は東亜の盟

主として、 八紘一字の大理想、を揚し、新秩序の建設に迦迩を続げてゐる。この一大聖業の

完迭には、各人が鋼7 ) 如き強靭なる肉睡し巌の如き不動の精話Ij l を持つ事が必要である。

厚生運動が戦時下、多事: 多端の中に聾を大にして叫ばれる のは、全〈この理由からに外な

らぬ。

厚生施設の建物にあっ ては勿論の事、そう でないも のでも、建築物が岡氏保健の上に演

すもる役割は極めて大である。

今試に住宅建築を取り上げて見ゃう。 ｲ 住宅は吾入 力 ［ｾｦ ｉＺＭ ｴ ｲ に活動する安息所でありまに

子孫毅養の大任を全うする道場で あるJ e故武田博士は述べてゐる。即ちを1:: 宅は厚生の本

擦であり子孫繁築の本源である。翻って現存の住宅建築 を見る時、果してその何割がこの

様な大事な目的を果してゐる事であらうか。否、大多数，η 住家、特に都市住宅は寧ろ知ら

す、知らすもの聞に反って貨ぃ! 人間を直接消耗へと導いてゐると云つでも過言でない。斯る事

は単に住宅建築に限ら今、工場に、集令所に 、訓練所に、凡ゆる建物 lこついて同様な事が

考へられるのである b 厚生施設が如何に多〈施され、 その運用が如何に完全tこ行はれでも

その教と純園 lこは自ら或る限度があるものであってこれのみによって、その目的は建せら

る可きものではなく、諸般の建物をその h方向に向 は しめる事と相侠って始めて完全なる厚

生目的が達成せられ、人 的資源は確保されるのである。

斯〈視じ長t<: る時、我々建築家の責務は更に一層重且大を加へるのである。衛生的な、安

全な市も' [ ，育操味塑かな位宅を、工場を、準校を建設 する事は、取りも直さす・人の力を、人

の心を最高度に培ょ、所以であって、斯る事は全〈造物者の創意に j薗つに、而も我々建築家

に課せられに最高の貴い天l践でーめ ん

厚生運動を通じて人的資源の確保が叫ばれる今日 、我等も亦一介の技術者として ‘ の職

分を全うし、以て寸大偉業の完成に最大の努力を致すことこそ新睦制の理念でなければな

らぬ。



都 市と

厚生は努働の後に来るべきもので、持働と 厚生

とは 人類の生活の リズムである。労働と厚生 とは

互にヰn闘閥係を有するので、健全なる厚生を興へ

ゃうとするに は、労働を健全なJ l k 態に しなりれば

ならぬ、例へば機械均なそして過激な努働のあ と

には、や〉もすれば酒とか女とかといつにや うな

不健全な厚生が続き易い。叉近代的商工都市の如

き不健杢な環境に於て生活するものに封しては、

民 に健全なる 厚生を望むこと は不可能であるとい

ふことが出米るかも会uれない。従って単に厚生問

題Tごりをとり出して、健全なもの lこ導か うとして

も、 それは仲々に困難である。先つ剖l市そのもの

の環境を健全な 働き場所に改造することが先決問

題であ る。都市の職場 そのものの改苔は更 に一層

有効であり 、叉居住の場所に就いても同時に検討

せられなくてはならぬ。在jliji 、職場、住宅等の空

気、採光、泊風、普響、色彩等を健康均な慰安的

なものにして 、 愉快に労働し休 ｾｉｌｉ 米るような環

境 と す る こ し 例 へ ば 都i ! i を疎開せしめ紘化す. る

ようなこと は、都市の出生111 ] 題に闘しては根本的

な僚件といふことが出来る。向 lま叉者11市の厚生施

設はこれを利 t l J し易くする? こめに、各施設の種類

につき 合珂的な配分計512に基いて設置することが

必要とせられるのであるが、 その配置の絡度は交

通機闘により著るしく1 r : : 1iせられるのは'ι 然であ

る。従って例へば路間交辺;蹴M討によるの でな く地。

下餓の如き高速度の ものがこれに代はるやうな場

合には、利用率も高まり 、 その厚生施設の規模は

大きなも のになるりれども、箇庭教は少〈て よい

ことになり 、結局は綜合的なデパ ー ト式の施設 に

褒展するといっ7こように、施設の粧告にまで影響

するように な名 。か うしに所にち都市厚生施設の

特異射が設見せられる のである。 即ち都r[i の厚生

施設は、一般交通機闘によっても影響せられるの

で、か うしに事情をも者慮に入れて、厚生施設の

計主 ＱｾＱ こでなくてはならぬことになる。

さて都市の厚生施設は各市民の家庭で行はれる

楽祭者は内u 省衛生局技師

厚 施

三ｾ
H又生

田
村 問1

ものはここでは栂れな いこととして、大別 すれば

公共闘閣として施設するもの、各職場毎に施設す

るもの、青年圏、鹿女合其他特殊な運動挟紫を中

心とするクラ ブ等で施設 するも の、劇場、映司i館

遊園地等の如〈営利を目的として施設 するも の等

とすることが出来る。こ の中で、最後のものは今

日では仲 々に利用者が多 〈て、都市の厚坐施設と

しては陥る重要なも の となっ てゐ るが、将来は或

はこれを公営とするような傾向が強くなって行

かも知れない。

現 iこ滴伊等では国家の有方な }!共生面謹の手でこ

れを経営' する傾向となってゐる。少〈も公共圏髄

と共他の各種園I嘘の粧替する公共的厚生施設は、

、本邦 lこ於ても、漸次その範囲を蛾張 しつつあるの

である。而してこのことは、特に都市の厚生施設

lこ就いて は、ff 行が容易であるといふことが言は

れる。

次に都市の厚生施設は今 日iでもその部類はl嵐る

多〈 、特に新規のものを移入する必要はないよう

であるが、然しその利用紙況が果して健全なもの

になって ゐるか どう か に就い ては、十分検討 を要

するも のがあるや うで ある。それは先にも 述べ? こ

や うに都市の環境が不健全であり労働その ものが

好ましい献態 lこない のにも起因 してゐ るが、最も

重大なる献陥は、都市の厚生純設が不完全な欣態

にあるからで ある。 例へば戸外殊に型f外の運動慰

柴の施設に乏しいこと 、男性大人本位のものが主

となって ゐて、子供綜 人に到する 施設が閑却せら

れてゐること 、集国的厚生施設が十分登遣 してゐ

ない事等教へあげて行りば、際限がない位である

けれども 、都市厚生施設の中で如何なる和類の も

の に韮鈷を置〈べきかは、1武重なる 研究を要する

問題である。時局 は都市と ii i民生抗力現献を詳細i

iこ調斉して、 1聖地に根し?こる 根蝶 7) ゐる主J策が確

立せられるやうでなくてはならぬ。市民に就いて

は、職業別、性別、年齢別、居住地域別等により

叉季節目Jj、 時間別に肱じて、凡ゆる健全なる厚生
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が享受出来るやうに、必要にして十分なる数量の

厚生施設を配置しなりればならねのである。それ

は合理的に割り出されるべき筈のものである。 .例

へば昔利を目的として設置せられる映苗館のやう

なものに就いては、経皆者側に於ては大略ー映茜I

舘の誘致距維といつにやうなものとか或は人口封

映詔館の勤とが大盟主返ってゐるのでは Tよいかと思

』、。慨に人 口 ＱＰ 高の都市に釘して常設館 Ｔ 箇 ｾ￨

いふ数字が出るとすれば、それは一つの標準であ

って、今若し人口 !&if交を 1陪首り 50人とすれば、

10蔦の都市が占める標準面積は 2. 000 阿となり、

ー映苗館の誘致I i e 荷量は l乃至 1. 5粁といつにやうな

数字となるわりであって、それは偶然にもこれま

で各国で唱へられてゐる近隣運動場、 それは面積

400間程度とすれば誘致距織は 1. 5粁位となるとい

よ、のであるが恰度この青少年用の近隣運動場とー

ブ - n  

設するのである。叉水泳池 (25米程度のもの〉の

設定標準も大趨同じ b のと考へてよいやうであ

る。かくしてこ〉に常設映菌館、近隣運動場、プ

ールといつにやうなものに闘して合理的な根擦の

ある配分の標準といつにやうなものが出て来るこ

とになる。かうし7こ標準は凡て人口容; 皮と利用者

眉と利用時間と、厚生施設の牧容力とから害IJ 91:{1 

される筈であるから 、凡ゆる施設に闘して大韓の

標準を想定して、 その配分計霊を尉て、これが貰

現に努むべきである。もとよりプ ールのやうなも

のは、準伎とか工場とか共他特殊な圏盟により設

置せられるも、のもあり 、叉河川や海岸等の自然の

水面を利用し得る場合もあって、その必要量の算

出なり、配置に闘しては貰地に即して修正する

を要するは勿論である。 f古i ] ! ま最後に都市の厚生施

設として最も緊要なる種類の一つは自然厚生施設

であって、強歩、登山、! J . - I ' 皆、舶遊、釣魚、水泳

湯治、スケ ー ト、スキ ー等の如きの自然厚生は、

都合生活の始まらなかっ? 二時代には白山に享有す

ることが出来Tこものであるが、都合といふ物質的

な民大な地域が設定せられて、 これに密集生活「ヤ

徐能なくせらる市民にとって、最も紙〈る所のも

のはかうしに自然的厚生でゐる。而してこれ等の

? こめに必要なる林野山岳、湖海等 lま多く都? ? の行

政匡域外に 4うるので、都市の施設としては望むこ

とが困難な場合も少〈ない のである。そしてそれ

は園とか府! 院とかの自然公園や固有林や公有林や

公有水面やで干r t J はれる場合も多いのであるが、特

定の都市がこれを占丹j する諜には行かぬので、都

市としては必要に雌じて行政区域外に於ても遁地

を物色して、かうしに自然厚生施設の賞現 lこ努め

る責任があると思はれる。先年東京市が府下大島

に設置し? こ動物園並に附属の! 町外厚生施設や近〈

富士山麓山中湖畔に設置しゃうとしてゐる市民宿

舎並に厚生施設の如きは、 その遁例であるといっ

てよし、。

卜------
-----ぺ

日 本 建 築 ・ 協 合 蛮 行
昭 和 15 年 8 月五霊行

菊 裁 卵j ・600 倹 頁

建 関 係 法 規 抄 纂 〈大阪府〉築

そ の 他 時 周 建 築 関 係 法 規 の 殆 ど 全 部 を 掲 載 す

Ｑ 公 定慣・金画ｾｬｉｬ ｬｴ 捻 銭・主室料拾買 Ｇ｜Ｑ 査会
但協舎員一冊= 限リ ヰ 守 償 金 武 回

日本建築協曾| 主主セ官民明 |頁捌訳Z喜信
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大 阪 市煤の

I  はしがき

自分の住んでゐる環境を 、出 来る ｴ ｾ ｖＱ 住み よし

居心地よくし? こいと云ふのは、凡ての動物の本能

である。従って都合に住u ' 者は、 その都合を清潔

に、気持の好・いものにしゃうとする本能を持つ。

この本能あるが放 に、都合の健全な登達が期待さ

れるの である。

然し、不徹底な文化生活は、あらゆる他の本能

と共に環境浮化の本能をも抑墜する。都市生活の

各相が困満に琵達し得ない現在では、都市は益々

汚〈 、主主ノ宇佐み心地悪くなって行〈。かうして大

阪市も保健上‘ 都市美視上位査なる瑳達からは遥

かに速い、煙の都、汚水の都と化しつ〉ある。

この趨勢に抗して、大阪市を清潔に保 fこうとす

る努力が、先輩識者によってついげられて氷7こ。

以下述べゃうとする煤煙防止運動は、そのうち で

も最も長い歴史を持仏ある程度の成果を懇げに

ものである。

2.  煤煙防止運動小史

大阪市に於りる煤煙防止運動は凡そこれを次の

3  J明に分げることが出来る。

イ、煤煙防止: 調脊委付令の生れるまで( 昭和 2

年まで)

ロ、煤煙防止規則公布まで( 昭和 7 年までJ

ハ ‘ 地域的煤t段防止令の結成と燃焼巡回指導

イ、煤煙防止調査委 員曾の生れるまで

我大阪に於て、煤煙防止問題の起つにのは、明

治 16・7 年頃で、此頃、竹枇工場の銭円 lによって初

めで煙害になやまされに市民の fi Uに‘ 極々の喧ま

'しい議論ヵ ;ji!f 1) ¥需に Itf 官; 局も坐視するに忍び今、

英取締の? こめに稲々の達しが公平ri され? こ。爾来年

と共に産主主力Z護達し工場が市内子Ij る慮に t-P，司4. 煙

突の慢が Ｕｾ ＺＺｴＧ 掩ょ、の 、 ｴｕｾ 態が主主々Ｑｦｦｩ ｲ ごし〈なつ＿こ

ので、明治35年 、時の j伝子? 議長山下車戚氏が11王子?

の決議として煤煙防止問題に闘し知事に建議する

事になり之が此問題の輿論とな.つに最初の出来事

苦毛筆者は大医市:!rj'Oj主ait哉所 長

煙 防 動止 運

下
士

口

楽

人田

である。超え て44年には、知事高崎親章氏 を合長

とする煤壇防止研究合が出来、. 市内の有力な質業

家や、皐者: : t ' 合員として煤煙防止に閲する調奈研

究をし、或は合報によっ て、散米の事情を紹介 す

る等有意義な活動をし?こが、数年を 出です・して、

それが立消となっ? このは惜 u' べ きこ とであ っ?こ。

しかし煤壇は、年と共に場加 して行き、共の被害

も相首顕著になって来? この で、大正 2 年大阪府に

於いて、いよいよ煤煙防止令の立案をし、之を煤

煙防止研究合並に、商工符議所に諮問 し?こが、異

議を唱へるものがあって、不幸にして成立を見る

に至らなかっ? こ。しかし、大阪市は此問題に多大

の閥心をもち 、大正 9年に鏑木博士に嘱して、 欧

洲に於げる煤壇防止:問題の調読をさせ?このを初 め

として、 II 年以降は、大阪市立衛生試験所に於い

て、煤塑被害の研究調夜ぞさせて居る 。

煤壇防止の問題はかやうな道程をにどっ て、長

い年丹念経過し? こが只議論が喧しかつに丈で、 之

に釘! 臨すべき何物ト賢らすことが出来なかっ

? こ。此時に宮り 、此問題に苦慮すべき 、使命を以

て生れにのが大阪都市協合の矧J 煙防止調有委員合

である。同合は煤埋防止問題の各方面の研究家，の

連絡協力の機閥、叉此問題の調主主研究及賀行、普

及の機関として大阪都市協合内に在り 、府市開係

者及市内の有力な工業家、燃焼界の樺戚等 19名 を

委員として居る。昭和 2年 7月第 l 回の委員組合を

開いて、 li . . 記研究調脊の 5 綱自主? 決定、活動を開

始し? 二。

1 . 保理の被害調脊に閲する件

2. 無煙燃料の使用並に電化に闘する件

3. 完杢燃焼に関する件

4. 燃焼方訟に闘する件

5. 煤暫防止取締に閲する件

口、煤煙防止規則公布まで

煤塑防止. 調在委員令も 、既に齢 10を越え? こが、

其問委員の携なことなき努力によ b、防止運動に
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幾多の貢献をなしに。本年までの重な事業は充の

泊りである。

昭和3年9月及同 6 年 10月に大阪都市協合主催の

下 に 大 阪 府 大 阪 市、大朝、大毎7 ) 後援金得て空

中浮化運動を起 し、展覧合、論演合、ラヂオ放送

パンフレツト蛮行等を行つに。

昭和 6 年 10月の委員令綿子? では、煤煙防止規則

制 定 方 に 闘 し、建議書を決議し 、共 筋 へ 提 出 し

に。 これが大阪府の煤煙防止規則の公布を促進す

るlこ重要な意義をもつにことは申すまでもない。

か〈して煤埋防止規則は昭和 7年 6月9 日を以て、

大阪府から公布 され、同年 10月 1 日から宜施せら

れるi ことにな っ1:。

然し この委員合の仕事は取締規則の公布で消

ん Ｑｾ わけでなく、共後も引きつ ｙ き活動をつ ｙ げ

てゐる。即ち 、昭和 11年9月の、第9回委員合組合

では、近年空気汚染紋況が主主々悪化して行〈の lこ

鑑み、煤原防止の徹底を期するにめ 、煤 型被害調

夜、燃焼方法の研究指導、煤煙取締智正闘して、

3 分科手? を設置し特別委員をl属託し、各分婚を定

め て 調芥研究を遂げ、具韓策ｾ樹立す る ことにし

?こ。

叉 、 昭 和 ｾ ＱＲ 年 Ｕ 月 の委員令組合では煤 ｡ 国防止方

法の内、 自動投茨機による操業が最も有効趨切な

りと して、決議により 、該機の設置に闘して、話

局に建議しfこ。

ハ ，地域的競連防止骨の結成と燃焼迦目指導

昭和 12年 7 丹市内各瞥祭署管轄区をー単位とす

る煤煙防止命を、市内30警察署管内に設置する事

になっ? こ。各防止令は首該瞥祭器 、管内衛生組合.

工業家. 湯屋識者等を? 合員として地域}jl j に、煤煙

防止 lこ努める。 11年 8 月の天満臨煙防止令の蛮千?

を始めとして 、 現在 Ｒ Ｑ 防 止令合員数 ＵＰＰＰ ｾ 起えて

居る。大阪市は各防止令に助成金を交付して、 円

的の達成に努め て居る。

宅島防止千? の行つfこ重な仕事 l主計弘前合、脚' . f 3! l防止

標 新、懸1 ¥募集、47報護行、焚き方研究合、防止

設備見率 優良工場浴場の表彩、門縦士及火夫の

表彰、投炭競技令、煤昨; 防止組1mへの協力等であ

る。此外、府iii 警告誌7Z局持、煤陸防止ヂ? の連絡を

保 弘 煤宮! 防止の一層の徹底を悶る? こめに、協議

合を第 l 回昭和 11年 12月、第 2回 12年 9月に開いて

淵 1 4

居る。第 2 回協議内J l ?i上 tこ於ては、大阪府の煤煙

防止i : t 策が示されに。

昭和 14年 1ごは、大阪市保健部に煤煙防止巡回指

導班を常設し、rl-i 内各瞥袋署管轄をー単位と して

設立しに煤鹿防止千? と協力 の下に各柿工場、浴場

に ￮ Ｚｴし、燃焼 設 備 Ｎ 投炭抹作 、 燃 料 の 力 ｉ ｾ 工改苦並

tこ作業の統制に就き 合理的調脊. 研究と武地指導に

首るこ とになっ? こ。

本事業の従業員は専任技師 1名、指導員 3 名、

蝿託 15名で嘱託には、燃料界の構成者及び永年本

市 の煤塑防止運動に蛮力し理論と貰地に経験の深

い専門家に依頼して指導班を編成しに。

3.  媒盟の読書に閲する研究

煤型炉都i lj の環境を陰箆= にし都i j-j を侮げること

は周知力事貨であるが、煤型防止運動を付」、に '詰

つ ては、煤 盟J) 有害性を科接的に批判し 、共の被

害えた況を明かにする事が必要である。大阪ilj 立衛

生試験所に於て は大正 13年より之に闘聯しに研究

を行って居る。

共 の主な項目は: ; 7( の泊り である。

1. 大阪市大気中の亜硫酸瓦斯琵;

2. 有符五j析による衣服繊維、金属の投損

3.降下煤甚にB討する調脊

4. 大阪市内の画!突 J ) plt開株 j兄

Ｕ Ｎ 室内 μ 入ｾＧＱＣＮ

6. 煤望空〉化皐成分

7. 煤 型による衣服材料の汚染

8. 煤誇による航物 の被' 芹

9. 空気中浮遊煤宅数

此の 中降下煤砲に就て述べると次の棋である。

煙突かい ＱＺ きＯＱ ｜ されに がｾ ＧｾＡＧｴ ｬ は風の 力で述〈へ ｬｬ￟

ばれ 、煙幕: 訂j-j ｲＮ Ｑｾ の主主＿限なく 夜ふが 、 煤煙 の大

きな粒子は煙突の比較拘近所に落ちる。このささ訊

中から地表面に落ちて保る 煤忠盛挨を測ると 、 そ

の場所の安気の汚染AA況が分る。大| 双山ー立衛生試

験所で は大正 11年以降大l坂iii 内の降下煤E足立 を測

定し、現ずf: では市内28ヶj好に; 煤煙.討を設世し て、

［ｲ［ｾ＠ tこ大11反の包括の汚染W，況を 'a.'d有してゐる。

現在 大阪 ､ ｪ 全躍の Ｑ ヶ年 の 降 下煤 援 ｾ Ｚｉｦ ，立、7]¥に

溶けない同形物丈でも ＲｾＵ 千題、これに Ｗ｝｜ に博け

るも のを加lへ ると約 5 m; 胞である。貨に 1，分間125

貫( 不溶解性問形物 12貰〉である ρ 石茨不完全燃焼



の結果である真黒い 茨ー素分丈で も全市では 1 ヶ

年、6400聴に及 ぶ。地域 別 に 見 る し 木 津川、 大

関町、 島屋町、梅田、大和国、津守等が降下煤 塵

量が多 〈、 島 ノ内、 柴島、田 溢 等 が 少 し 工 場地

は住宅地の 4 倍も あ る。

大阪の室恭汚染は ロンド ン等 と比較しでも遥か

に悪 〈、住宅地等で も決して よい とはいへぬ。同

色近年軍需工業、重工業の飛躍的護展の? こめに2E

策は悪化の傾向があるので、煤煙防止は決して忽

せに出来ない。

替市地域58平方粁、場市地域 129 平方粁、全市

187平方粁に1ヶ年降下中不溶解怯;煤聖堂の年鑓化

は次の通り である 。

1ヶ年降下物量

4. 煤理防止運動の組織 と事業

昭和 磁

煤煙防止の問題は、 これを裏

3年 18.000 

面より見れば燃料の合理的使用

4  22.000  

の問題であり、燃焼皐上の問題

5  18.000  
である。有煙炭燃焼方法の研究

6  16. 000 
の結果幸に結論として煤煙防止

7  12. 000 は貰際的に可能でゐることを得

B  13. 000 ?こ。煤盟主? 登生する焚き方は非

9  20.000 科事的である。

10 16.000 
煤煙を防止し 、共の徹底を期

11 20. 000 

するに は次の 4 つの方法を賞行

12  24. 000  

せ: t f ばならぬ。即ち

13  22. 000 

1. 燃料の加工改汗と燃料の選

14  23. 000 

揮

2.焚火技術の改善

3. 燃焼設備の改善

ＴＮ 噴煙取締 の附 ｾ Ｑｩ

これに劃しては、煤煙防止規JVIの賀施と燃焼指

導のこ方法に依らねばならぬが 、現ず1: 大l涯に於げ

る其の概況はダくの辺りでゐる。

イ、煤軍防止規則と其の徹底

内外諸都市の煤煙防止運動の歴史を 見る lこ f互

に叡育、宜博 によって世人のi主義心 lこ訴へるも共

成果を充分期待し得ない。即ち限切張生が多分に

煙突を持つものの不注意、無凶心から来る以九

之に謝して法の制 裁を加へる手段を採用せねばな

らぬ。吾閣に於ては大阪IfJ t; 昭和17年6月に規則j を

公布し 10月より貰施してゐる。共の主な依項は

煙突より吐出する煙の濃度に l!iiJ棋 をかlへる黙にあ

る。 即 ち リ ングルマン煤煙 ｩ 品位 Ｚｾｩ によって測定し

?こ場合、三度以上の黒煙を通算 して 1時間に付 6分

以上吐出するこ とを禁止 して居る。叉京都は昭和

8 年、兵庫燃は昭和 10年 tこ之と殆んど同様の 内容

を持つ煤煙防止規則を制 定、賞施 して ゐる 。

次に共取締規則の賞施欣況、を一瞥するに大阪

附に於て は煙突よ りの噴煙濃度を 日夜監親し、規

則違犯者に劃しては指導を主とし庭罰を従と して

之が取締を行つ?こ結果、工場噴煙ilk況に著しい改

善を見7こ。叉此の事賞は、大阪市に於て行 i 、降 下

煤墜ml] A 成績にも明らかに表はれ、規則制定の 昭

和 7 年には降下煤塵量は最低にある。

口、燃撞指導

取締に並行 して必要 な事は指導 である。煤煙防

止の徹底は、燃料の合理的使用 に倹fこね ば な ら

ぬ。これには、石茨を焚 〈者が、燃料燃焼J ) 智識

が貧弱ではいげない。企業家も燃料、燃焼の智識

が紙げて居り 、火夫をー雑役夫 を同一闘し、燃 料

は火室へ投げ込めば濁 b燃焼する位に考へて居る

のでは、煤煙防止は到底貰現出来ぬ。 ' この fこめに

は、燃料燃焼の指導力f 必要である。

昭和 4 年来大阪府立産業能率研究所燃焼指導部

は、燃料燃焼に闘する改善指導をやっ てゐ る。

指導要項

燃料の適否，燃焼設備の改善燃焼方法の合理化

標準作業方法の指示‘ 燃料及燃焼管理方法の指導

汽機及胞の能率調茶、燃焼設備の設計、燃料の 品

質検定、汽健用水の検定、煤煙防止の指導。同所

では、府下工場従業員の毅育と訓練のTこめ仁、昭

和 6 年以来汽躍士養成講座を開設してゐる。向大

阪府は昭和7年7月全閣に率先 して汽健取扱者の資

格 制1，11定し? こので、菟許者でなげれば汽躍の取扱 J

lこ従事することが出来なくなっ? こ。昭和 10年 5 月

には内務省、令の護令によって、全図的に汽雄取扱

者資絡が制定苫れ fこo

昭和6年4月より 13年 10月に養成されに汽健ゴては

左の辺りで、合計 5000名を越えてゐる。

l  大阪府令に よるゼの

自昭和6年皮 1

王 11 ヲ年度 j

品( ' } 習回数 人員

2 級汽健士 10、 1632名

( 内務行令による l 扱汽健士〉

; ペ擁士 21、 2591名

( 内務省令による 2 級汽樺士〉
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2.  内務省令によるもの

自昭和 12年度 )  

至 1/ 13年 10月 J

l 紐汽健土 6、

( 内務省令によるもの〉

2 級汽健士 7、

)  

A 、三 1

0 1 1 1  l 級汽健士 1978名

2 級汽健士 3349名

計 5327名

346名

758名

大阪府工場課は、煤煙防止の第一線に立って取

締 りをしてゐるが 、これも規則づ〈めで企業家や

火夫を苦しめるの でなく 、質地に就て燃焼方法、

燃料の選擦に就て親切な指導を積りてゐる。

大阪市立衛生試験所 は大正 11年以来、煤 煙の被

害も大阪市大気の汚染欣況の調茶研究と共に家庭

燃料の使用方法 燃焼器戸ごの改善の研究指導に輩

してゐる。叉昭和 11年よ り大阪市保健部が助成 金

を支出して結成されに、各警祭署管轄匿を皐位と

する各煤煙防止令が、管内の企業家、湯屋業者を

集め燃焼の指導、煤煙防止に詰ってゐる。

昭和 14年より大阪市保健部が燃焼巡回指導を開

始してゐる事は先に述べ? こ通 りである。

8.  英他の主なる事業

前述の組織によって常時行五、事業以外に大阪

府、市 、大阪都市協合 lこよって毎年 11 月に煤煙防止

週間を行ひ、昭和3年以来、既 lこ9国主? 重ねてゐる。

共の主な行事は次の通り Fめる。

l 汽碓祭

2. 煤煙防止優良工場表彰

3. 講演合、映茜令

4. 噴煙濃度調脊.

5 工場巡回指導

6. 大阪府下投茨競技令

都 市 (大阪〉 ミ煤煙・汚水・不良住宅

を摘きとの図周上を全部緑地 で掩 ひ都市

美化と市民厚 生 と防空の 3 目的を充たす

環完走緑地 計鐙も遜めら れつ L あるが ζ の

350蔦の市民を有する大阪市は如何なる 厚生の遣を

主!!り つ L あるか。明治24年中之島公闘が関関 されて以

来大阪市内の公園はスポ ーツに散歩に運動舎に音祭舎

に厚生生活のあらゆる部門において唯一 の市良の休去を

慰 安、情操教育の道場となってきた

「公園その他自由 空地の多少はその都市の結核死亡数

の多少と反比例する」と いは れてゐるが現在大阪の公

園面積は市営公関61ヶ所と府管公関 2 ケ所を合せてお

寓3千坪、大阪市の全面積に対 してわづか0. 7% しかな

い、ロ ンドンの !O%、 ニユ{ ヨ ーク、 ペルリンの 5 %

に比するとき大 阪市公 図面積 の飛躍的な括質充が厚生、

防空雨方面から l 日も早〈貧現せられねばならない 、

大阪市では昭和 14年度か ら21年度まで 8 ヶ年計拾でさ

らに全市に 85ケ所合計42荷7450坪の公園増設に着手 し

た。住吉区東長居町を 中心とす る202373坪の長居公闘

をはじめ l 蔦坪以上の大公開6、4千坪以上の公閑 8 ヶ

所千坪以上の小公関71ケ所が緑の粧ひ も新たに続々 デ

ピュ ー して燦 の都 を飾る日も主き くな い、 とれと同時に

大阪の中心地本町を中心に竿径 10キロ から 15キロ の回

XII 6  

方面から見た都市環境懇備は ー菌防空都市建設 計 鐙 と

楯の表裂をな してゐる から賃現の可能性も大きい わけ

だ。

市内のある洗浪屋 さんに聞くと 大阪市では l ヶ月 3

図80銭の洗詩型 1- 1 : がか与るのに奈良市では僅か 1 [図 29銭

ですむとい」、認だ、世界有数の煤煙都市大阪市民は無

煙者i市の奈良市民よ り l 年に30図 12銭だけ多 くの洗源

1-1: を街A 日空からふりか与る煙のため携は されてゐ る、

空を担任ふ煤煙は市民から紫外光線を奪ひ、植 物 を枯渇

させ建物の金l蕊材料や石材をボロボロに腐蝕させる 、

大阪市民は ! 日12.6lffi の煤煙を吸ってゐる 、最近は軍

需工業の肢虚と石炭の品質低下 のため降煤涯はま すま

す増加したといふことだ、都市厚生の敵煤煙は官民一

致して防止せねばならない 、完全燃焼燈の設置給茨方

法の改善、噴煙取締の励行、監調制度の確立など自ぎ

ましいまでの活躍を績 けてきた大阪都市協合煤煙防止

調査委員舎や市内各事事祭器管内の煤煙防止舎は厚生大

舎を機舎と して無煙都大阪をめざ しさらに力強い 活動

の態勢を撃へつ ).， qうる。



工 場 厚 生 施 設

〈ー)

人叩( ま聴ii J j によって共 Iわ生前を「必少〈して効

多からしめる」といふ方向に導力、代つつある。様

械乃護l珂はその一結果7ご。人 i1i j は各人に麗し 7こ全

ての杭教と技術がその人の死亡と共 l こ消えて行く

ことを' 惜しなの徐り、こ，1 1 - を永久に] 脅して置くこ

とを考へ? こ。それが利場と議械設明である。科肇

;厳械共に遁去 み全 ての人々 の粧験と技術とをシジ

ボライズし fこものである。ほ械と科率三〉護J l J j によ

って人I l ¥jは持せす' して過去の人の持ってゐ fこ経験

をその憧利用し、過去の人の持ってゐ? こ技術を共

の俊生かすことが出来ることになっ七。即ち人間

は永い年月ｾ要せ守して過去に於て大天才のみが

よくしにといふ加工を、殆んど 全 ての人に出来る

といふことになっ fこのである。 ;吾今はこの意味に

於て科皐と機械の前 lこ如何なる尊敬を捧げても過

賞で‘ はないに遣いない。従って議械はそ の事に闘

する過去に於げる幾多の経験と多数の人々の聴l切

とが線、動員されてゐるわげであるから 、こ ω; 議械

が人I 1nを奴隷化す、機械 わ呑人とするとし、ふこと

は首然のことであるが. 人聞はやがてこれを不満

に思ふやうになっ ＱＺ 。機械は人 ｉｾ ｜ ｉ が護 ｩｩ ｽｪし ｦ こもの

であるから、人聞がこの波悼に{更はれる ι 、は本来

持倒であると考へるのもＭｾＺｾＺｴでゐるが 、 この

場 合 lま;波誠といふものは人間の聴 l仰と過去の経 験

のシンホソレされ? こものでゐるといふことは考への

グトに置かれてゐる。説械に言はせにらこれは以っ

てグトのことであるが、然しこの禄械ド人Ij 日生活設

展の話 J ) 存在物である限り 、こ の縫械に依る力11工

生産1乍誌が、 この人1mの生出張畏を阻害するとい

よ 、 やうなことになっ ｦ ごとすれば 、 人ｬ￭｜ ｩ の ｾｴＱ Ｑ リ Ｑ は再

び日醒めなげればならなくなる。

第二産業革命といふ事;貨は貨に人nn:J) ll .忠l仰の、

人間乃横着陸 ＩＩ 会Ｂらしめ ｦ こ鼠械 ｾ ｾ ＢＩ ＡｉｊＮ Ｚ ｍｾ＠ iとに封寸る

反省である。曾て人n¥lll ;Jf li 'Jl 奴弓: となってゐ fここ

とがあっ? こがル ーテル によってその迷霊長を問レて

手持筆者は川崎重工笈主主よ合批 ・信手IJ謀足

と 厚 生 運 動

大 塚

山

市

?

丁

'

肯

%

'

] 生つ fごと歴史 は穀へてゐるが、同様の ことを機械

によって繰返すことになっ fこのである。人間の生

活琵畏 J)::P.i に護明しTこ筈の議械の需 lこ、 その目的

を阻害するといふ現象さへ現はれかり で凍 fこので

ある。

人間の聴明はこれに i!-I し除に共の訂正の駕に働

き出しに。その一つが工場に於げる厚生的施設の

普及といふこと である。勿論この形態は、これを

施設せぎるを得ないやうな種々の保件によっ て促

進されるとし、ふことになって表はされTこ。

アメリカに於げる工場厚生政設の先駆者と言は

れるナショナル・キヤシユ ・ レヂスタ ，Ｍ Ｎ ｾＮＮＢｪ 祉の創

立者パツタ ーソン氏: ま常に、認働者の立場に立っ

て、どうしにならば気持ちょ〈働くか、どうされ

1: ならば自分の生活を明朗化すやうになるかと言

つfこやうな道徳的な動説から工場生活 のl珂J沼化、

人間力 ;7) 浪費乃防止 、ii 主んで人間力を維持増迭さ

せゃうとする采持ちを起させるやうに周到及訂制

を立てこれを工場内は勿論各人の家庭に、持の地

万 tこ普及させることに関心し仁。

産業に人口nの{ 賃値を認めさせる 、人151能力ぞ出

来る ｔ ごげなＯｪ ＪｾＨＮｊ に仕事の上に委主 ｊｚ させると言ふや

うな形で工場生存11 に於てこ の人1;¥1カの寄はれる事

を防止しようとし? このはテ ーラー氏で ゐる。 テー

ラー氏 :7)生: J -t 1: 時代{ 立米 lヌiに於げる工場労働ω砲ー

めて原始的な膨脹時代で、玲ん ど工場生活に於げ

る人nn ＮＩ ｾｉ イ立立といふ ｢ のは毛ほども考へられなか

っ fこといふ時代でゐつに。人間性豊かなテ { ラー

氏が、 その人1m]) 聴引を一主主に只・1見して最も巧妙

なる方法、却も人1mを重視せよと言ふ言葉を用ひ

す¥事楽家、!) 飛びついて来さうな科桜町管m. 法な

る言葉 ' e用ひて登場し fこのほ孟に時宜を得fこもの

であっ Tこ。こ らっ主張は兎もすると事業主に悪用さ

れ、人! 日i力: 5_?出産:こ搾取するといふ結呆に rf. るの

で 、 氏はれ前非難ｾ交けにものであるが、然し氏

がこれを悪用すれば共慮には手i桜山菅忍法 はな い
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といよ、こ k を言っ て居? こ様 lこ、叉 これ を理解すれ

ばすぐわ かる桜に、 それは決 して狩働搾取が 円F"' J

ではな かっ? この である。

フォ ー ド・モ ータ{ ・ 令枇の創立者フォ ード氏

はこの雨者のmJ を行つ fこものとでも言はよ、か。氏

は人間は喜んで楽しんで働かなりれば能祭ｾｴｬＧ ｬ げ

ること は111併ないも の と考へ、第一次蹴洲大戦 ま

では徹底的に共の厚生施設に訟を注いにもの であ

る。 然るに作業生活から苦痛 とな るべき部分、労

働力を浪費する部分を除いにならば、工場生活そ

の他が疲労のな い生活になるので所謂厚生施設と

稀するも のは必要ない のではないかと考へる程に

なっ Tこ。 5 うして最高の賃金を輿へる 、工場から

労働力を浪費させる一切の事情を除くといふこと

に努力しに。丁度技械の操作に於て一切 のf l皐必J

4条件が完全でなりれば、必今故障が生十る といふ

ことを人間の働きにも 考へ? このである。通風、採

光保温、重いものを運ぶこと共の他働〈人々の怨

うして1主ひ度い と望なあらゆる黙に留意して工場

の施設を完備させに。 i フォ ー r 工場に於て働〈

ことは眠ってゐると同しに」 と言って非難しに人

があっTこが、兎 tこ角人l Uiカヲ 与の創立を働かせるこ

との必要のない程行届いに労働僚件を整備するこ

とにしにので ある。 この結果 として フォ ード 工場

に於ては人間を最高のものとして取扱つに結果、

人nnの設高度の機械化 といふ ことになってしまつ

にのである 。

労働の本質から言つでもフォ ード 工場に於げる

この労働の苦痛的要素を除去するといふことは、

人間生活の最高の理想が貨 現 されにといふこ とlこ

なる。従って共ｾには工場生前が生む厚生的施設

を必要とするX l l l III はな 〈なるわ りである。フォ ー

r 工場が稲利部を解消して祉令皐部を設置し? この

はこの事責に封臆しての廃置であっ? こが、然し問

題は去らなかっ? こ。人nnは完全に統制され、共庭

に何等の創意さへも働かさなくても 1cいや うな世

界、即 ちこれを自 111のない世界と栴し、機械化さ

れにものとしこれを? 人11日の倒立を殺すものとして

反封 する ものが現れる。

フォ ード 工場 lこ於て は職場で働 〈人 は駅つτ 働

(tご け、 ぞれは恰も文句を言 は十に乎は物 を持つ

こと 、足は歩く事をすれば宜いと 言つに態度を? と

り、、一方枇合がもてくれる 一切 の経験を整理し 、

8  X l) 

工夫し殻! 列する と言つにやうに、創立 を働かせる

も の は 、 そ の 制定 ￬ｾｾ 働かす仕事を受持つ といふや

うに、わもこれは)j 尚はJ i i ai として考へることをする

と言つTこ宜に工場全能を議能的に組織してしまっ

?このである。 IIH: 千? のF11. 想は このや うに枇合が完全

に組織化されることにあわ宜肩上令は不完全なが

ら、 それが協同枇ヂ? で あ る限りこ の形態を? とって

居1) ， ｾｾＨ然とはしてゐるが共庇にあらゆる附級が

存夜し、器 ｒ 々としてｦｴｊ ｊｾ 、て屑れさうして死んで

ゆ 〈のであるが、 一工事が夫れと同じ形を整へる

tこ至る し こ れ に 不平を言ふこ とに なる。

(二〉

フオ { ド工場の如 く完全を期して整備 されでも

人|羽生活 はこの工場生活か ら解放されに厚生的活

動を必要とすることは、フォ ー ド工場が詮lリ1して

くれてゐるが. これは結局努働? ごけでは人間の生

活護展の純に添はない i いふこと lこなる。従って

この生前護展の紘に添はせる主主の活動力: 必要 tこな

って依るわりである。 人間生前登展の力は自ら共

庭 に工場生前 iこ追はれる 人々に封しでは、特に厚

生施設の 必要 とい ふこ とを、工場生活者ーをし て自

ら考へしめるといふことになる。ぞれは丁度人11¥1

に疲労を感す・る能力を興へて、自然に休息せぎる

を得な いやうな形をとる と杢〈同じこ とに なる。

これが例人の趣 味、道徳性、到! 性を泊じていろい

ろな形でー杭の枇合運動 lこまで展開して来る。こ

の事貨は工場生前に人11¥11J を守ふと いよ、ー商と人

nn1J を維持・柿養せんとする努力が同時に 内在する

即 ち守はれれば自ら 起 も !てるといふ力が存在して

ゐるといふことを現はして昂ること iこなる。

労働の強化と l L-: の厚生施設 の完備といふことが

並好するといよ、形態は 全 〈人間l生析が描いて米

?こ般然? こる事賞であるといふことが; 1 11米る。 勿 論

工場生1 v i のなかっ 1こ! 時代から、こ の人11¥1生活に 内

在する厚生的爪動はあつに のであるが、 それはあ

らゆる和類 の 人々 の 共通 ｲ ｬＧｾな活動となって居り、

共 の 耐 Ｚ 令生前 の 生む人ｉｬ｜ ｩ の 生出張 畏 を存」、 Ｚｴ ｽｾ宜

は 、 工 場 生前 カ ［ ｾ ｴ むほど は 顕著なも の でなかっ＿こ

ので、共 立) ::p，:笠 lま工場2生活によって生み/ 1-' 1 され? こ

厚生施設と比すると法に原始的なもの とい ふこと

カ; /-111※る。

工場厚生施設は、主際工場 iこ於げる 人間力 の破

猿が大きいにげ 、 それTごり共 J ) 厚生的所勤を 必要



とする。共れは恰も疲努が大なれば大なる程休息、

の必要が強化されると同様である。ゑj論工場生方11

i誕生以前j にも工場生活の生むが如き人間力の破壊

ｉ Ｇｉｉｾ 努働もあっ＿こには泣いないが、共れは夫々各個

人の j '，t1壬 に於て考慮されなりればならなかっ? この

で、縦令 ‘ 個人的にはｾ Ｍ ｾの必要があっ＿こかも知れな

いが、 夫れは 制 度 ￭Ａｾｊ には現はれなかっ ｦ こ。然るに

工場には多数の 人々 が働事、共の多数の 人々 の要

求として現はれる厚生的要求 l立、必1 " ' ゃ共め枇令

の反日症を呼ぴ起きなければならな〈なる。殊に共

鹿にこれを統11il Jする事業主 主 い ふ ものがあるの

で、 これを制度化せき' るを得ないといふこと lこな

り、 一般ntt 令人をして義主の的になるやうなエー場

生所持な るが故に興へ られる といつに感 7)持?これ

る厚生均設 といふものが完備されるに至る。これ

カ;il ¥l : 千?の何i向を浩る といふことになり、工場厚生

施設1 ) 普及が即ち厚生運動の先駆といふこ とにな

る。或 る人は

「厚生運動は却1).持者に必要なる休養娯祭主? 蹟 〈

組織に ｻｩＨ って解決するｾ￯Ｍｩ ｦ である」

と言ってゐる位で 、厚生運動乃 JH象として工場

生活者が極めて大きなもの主なってゐることは言

ふまでもない。

( 三)

運 動 7) 特異性は、組織に依るところにあるが、

組織ｊＩ ＱＱ ，ｴ湿なるも のは岡家の ｦｾｾ 詮 ｬ こ依るもの即ち

法令に依るものであるが、夫れが同家の健全性を

保持する 1e; に絶望的に必要であるとするならば、

それは常然法11iIJ 化されなりればならないが、この

14生施設といよ、ものが特にJ 与の逝fJE性を必要とす

るものなので、 J 与の法ili l J 化といふことまでに は、

迂 徐rtll 折が考へられる。結局それは北の刷千? 似| 家

の性絡を現すことになる が、労働: X-f米護法規にな

って現はれてゐる賞'hii がこれを説明してくれる如

く、我が聞に於てもこの，芳働者の保護法は逆次整

備されつ〉あるが、法ili l J 化と 並んで所1 i i1運動によ

ってこ の法制化に代ることも考へられる。尤もこ

の運動による普及の献陥はし、つも法制化によって

:ril iはれることになるので、 人々 は運動によるや う

な生iffJ し、ことをせすに 。w: ちに法;[;I J (とし? こら" てい

ではなし、かなどと いよ、考へも持つに至る。我が岡

に於ける工場厚生運動乃豆要なる一つである産業

報開運動に於てもこの色彩は現はれてゐる。ゑj論

法制化によるこ t は感心し1= ことではないと いふ

玉虫茄も成立つが、法制化に依ら? にこの工場厚生

施設の普及化 を闘ら うと することが如何に手数を

要する もの、廻り j主を? 通らなりればならなくなる

かといふことは、共の厚生施設の施設過程が説明

して〈れる。共うD一例として川崎車工業株式令枇

lこ於 りる 、柴32食配給所の設置されるに至つに経

過を紹介するならば忠ひ牛に過ぐるものがあると

j且ふ。

川崎重工業株式令祉は一般的に令I止と共の地方

との闘係が特; 接でーあると云ょ、以上に共の歴史に於

てnil!1戸市と年十; 援な闘係、にある。従って共の4起業員

の鱈に厚生施設をなし、それが語III 戸市の IJ、賀商の

代理をするや う なことになると 、 ｪｬｪ 令官Ｎｾ日とか商

工内議所議日が起も 1--: る。 さうしてili lII 戸市と 川崎

重工業株式合枇との深い因縁関係、を設いて、 その

ことの不可を賀lす・るのが習ひとなって居る。従っ

て令枇が従業日の需に計劃するにしても、叉従業

日からいろいろと i滅的、要求があっ? ごとしても他

の令枇がこれを賞施するやう lこ宜施することは出

来ないことになって居る。

ザＧｲ Ａｾｴ が妙 ｦ 官 ［配 給をすれば多数の発ＯｙＺ ＧｉＺ［ ，Ｎ屋が むちに

失業する。先づこの新首屋の救消策をヨラへてから

でなげればこ の計割は貰施Hれいない。f主うし1= こ

とは勿論何れの方町、何れの地方にも散布するこ

とで 、 これを克服しない限り共 ｡ Ｉｾ［ Ｇｲ ｦｦＡ 士の従 ＺＺＡｬｈ ｬＱ ご 。

りがよいやうじといよ、国誼本位の利己主義は成立

しないことになる l二遣いない。この12味 に於て伝

うし1=利己的の粧前施設はやがて糸閥的な施 設に

代られることになる? ごらうが、然し工場の作業生

t;11 に直接MM係ある施設はーで場調4Jj の11封書を? とって

殻民するであ らう。この意味に於で法廷食配給と

いふ施試は、制めて軍要なる役割lを演す・るlこ至る

ことは、日局カ ［ ｾｊ ｾ の普及瑳 ｬｬｩ に主 ｪＩｾＱ セいでゐる

ところによって lリj かである。

川崎1I i : 工業株式令所i に於て は、従ってこの栄養

食配給j羽ぞ施設す るに就ても討片付白"J に討 制するこ

とは務時せき Ｇ るを得ない ｉ ｊｾ Ｇｨ ｩｩ にず ＱＺ つに。然し問Ｎｌｩ［［

H豊f立の低下といふことを考へでも、労働力 の維 持

材養 ｴ いふ方商から考へでも従 業 ｌｬに介Ｚｦｩｬｬ ｽｉ ［ｾ なる

食物を供給するといふことは緊 ;2:J) 義 坊といはな

りればならないことになって居? こ。此鴎で従業L 1

の考へ? こ事は一- t住民保険組合議L 1 によって考へ

9  X;l J  



られにわけ であるが一一保険施設としての栄養食

配給施設をする ことで あっ?こ。 然 し保健施設 とし

ての袋養食配給施設を設置することは、 健康保険

法に於て許されるにしても 、(こ の柴養食を無料供

給することは差文へな いカりこれを? 有利で頒ける

といふこと は許されな い。 共鹿でこの施設する こ

とは健康保険組合の事業 とし て之れを敢行 し、こ

の設置の運営は) j i J の機闘に於てするこ とtこしに。

それは健康i米険組合の; 盟事をもって栄養食配給委

員千? を組織し、 この委員令がこの配給 lこ首 るとい

ふことにしに。これで台祉と閥係ない然かも市内

に曾て存在 しなかっ? 二、従って市民から排撃せら

れることのない機闘が出来? こわけである。

これ を計 劃するに嘗って考へねばならな かっ?こ

ことは共の規模の大さであるが、街の期首 と並立

する横揺PJ1::る こと を立前とし、然かも従業員の要

望にも添ふといふことにしな! 1 ればならないので

相詰: 1こ考慮されにも のである。緋主!;屋から 配給を

受げ てゐる餅首教は、各方面 1こ於て永年の経験に

よって明にされてゐる先月弘'の購入率とほぼ同様で

約従業員数の三割程度であつに。結局 この計割に

依る 施設 も三割 を割ることは、従業員の要望を裏

切ることにもなる民がある ので、共の程度のもの

にされに。 この結果街の妙i首屋は失業の菱自を見

るのではないかといふことを心配し、中には共の

機酬に共の労働力を合流するより外はな いと思つ

＿こりするものもあっ ｦ こやう ｲＺ が 、 結局は街 の ｾ ｲｾ

屋に輿へ?こ影響は栄養食配給所開設首初r:.' け、共

の数が減少し にr: けで 、1mもな く共の数は盛返し

てゐる。勿論その痛に栄養食配給所への餅首注文

政は減少しなかっ? こ。

( 四)

何 J ) 営業するものとの摩擦をな〈すると いふこ

とは勿論必要な考慮であるが、然しこの劉立は夫

んの立場が自らを鼎護せ F るを得ないとし、」、事 I防

にある限り解泊、する こと はない。この闘係を解消

5 せるも のは共の制度化で あり 、組織化である。

さうして工場から 一般社令に; 熔け込んでゆ くより

タトはな い?ご らう。

産業報同運動はこれに方向づける崇高なる運動

で、こ の運動が徹底すれば白 ら共の工場本位の利

己的、1荷主的厚生施設はな 〈なり、全ての工場、

全てのi J i l: 門大衆をj寵すところみ純設に展開するで
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あら う。

共れは勿論1f1'ij! ; 将来の こ主であ らうが、過渡的

4こ考へられる。然かも岡家の資材を? 要することな

〈出来る普及は、大工場 に於ける施設を 中小の工

場に解放することである。現欣に於ては縦令事業

主はこ れを汚へでも、共の直接粧佳話・事者は或は

共の不可能を主張するかも知れないが、我が岡の

祉千付〉ら共の 不公平を? 除き大工事に働〈も のも /}、

工場に働〈ものも、共の努働力の維持培養に同様

の関心 と共の賀行の出来るやうにする需には、そ

れ以外にない。

大工場が; J ; Cの完備せる 設備 を解放 しない場合に

考へられることは 中小の工場が協同施設を作るこ

とで あるが、 この場合には必す骨i僚 に して不足し

てゐる資材を必要 とし、 然かも不足せる労働力を

この 地設建設の鴬に割かなりればならなくなる。

中小工場としては恋うし? こ形を執るのが官{然であ

り、さうして大工場と同様共の労働の維持培養に

終度のな い方法を計与すべきであり 、大工場を して

共の施設を解放せ しめられ?こいなどといふことを

考へるのは不首な望みと いふことにも なるが、 こ

の; 場合に大工場が敢てする不幸を? 千主主で見逃すと

いふや うな道徳的怠慢 し そ れ に よ っ て 中小工場

ＨＱＩ 象る Ｑｾ 路 、 資材の泊費 、 不足せる労働 力を ＿此庭

に集めるといふ| 羽家への不忠i'f f立政行しなげれば

ならな い。

同様に大工場 j) ;Jt の施設を中ノj 、工場に解欣する

ことを'拒否することによって犯さなりればならな

い閥次への不忠貨は、これら 中小工場にさ うしT二

地設をさせる以.J ーに同家の泣還を夫れ丈遅から し

めると いふことにな れ 殊 に全髄枇千? の幸稲を汚

へ ない利己的 な態度は槌斥せらるべきであ る。

( 五)

組織化され? こる厚生地設と して考へること の!:H

ういる工場法、他民保険法、退職杭立金及び退職手

酋法、それ tこ近〈貰砲せられる Tごら う労働者年金

保険法 は、何れもその時代々んの時代思想 を反映

して登場しにも のであるが故に、既に l時代は一越

し 、従外 Ｔ 王Ｎ［ｾ ［ なることとして容認されてゐ ＿ ここ と

が、容認されないといふ時代になってゐるのであ

るから、完了し良心的にこの法の運月j を巧慮するな

らば、これに無闘心? こることは出来る筈のもので

もなく 、従って共の自 1[1主義時代的所産の諸法は



閣に於ても 、新統治者は、共の法制に矛盾あるを

許さない筈であるのに永久に箆ることなき我が岡

lこ於てか〈の如き原始味が堂々栴されてゆ〈とい

ふこと は遺憾極まりないことではあるが、然し夫

れが日本の文化程度であり 、夫れがおE持者み聴|引

の最高の表明であると考へれば、 まに怨うし? こ程

広ーに止ってゐること が前然の運命であるといふこ

とが 1:i'"W: ょう。小皐校から専門率校に躍進するこ

とが不可能なやうに、吐合に於ける 一切の事が、

その躍進 を許さないのは己むを得ないこと仁ら う

が、さ うあるべきピ、 さうあり ? こいと 考へるもの

からすると大きな悲しみである。

此廃に厚生運動力必要があり 、厚生運動によっ

て工場厚生施設の周到も期することが出来るであ

らうといふ議想、も出来るのであらう。

合 株

枇式

少くとも多少の改正をしなげればならない時期に

達してゐることを感じなげればならな い筈であ

る。殊に夫れが夫々別々に取扱はれることによっ

て 敢 て し つ つ あ る 浪 費は極 めて大なるも のがあ

るといはなりればならなし、。こ の浪費に力11ふる l こ

この適用を受ける人達か ら考へ られる不統一 さに

到する明美は、やがて詰路手干の聴 iyJ を疑 はしなる

といふことになり、同氏がー:誼と なって池llt する

といよ、政府の方針 に添はな いといふこと lこなって

仕舞ふ。こ の傾向は誠に困つ? こことであるが、然

しこれは結局は国家の文化の程度の表象であるか

ら指導層の無能不定見と のみは言( ない。時々に

現はれ? こl仕特立法が共の祉令的必然から 生れにも

のでな〈模倣によるちのであることがこれを結某

し? こものと 言へょう。

刻々と縫る時代思想、のやうに共の統治憾の代る

合 株

枇式
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犬 阪 の市

。 軍 生 の 理 念

本国営謀せられ?こるも主主に本市に於て は新 {遣j[l lJ

の革新に副 ｩ 、ｾめ 、 今夏市行 政樹柿 ｊＩ 革 新 ＺｴＧ以 て

ｾに臨ん に の で あるが 、 漸〈新澄 ｪｦｪｬ ｊ J ) 兵組U"j護展

百Ij 目す可きものあ り、現W¥J ) 機構を以て、自在立近

事厚生息念の目標を完遂せん lこはf告I幾多の支障を

作λ、猷態にある桜 lこ思」、。困てー肱目下苦手々に認

識さるる限りの厚生理念を追究し、宜し く同家新

骨宮市1) に順総する 事の念放なるを感十るのである 。

終りに木市厚生施設の概要を瞥見せうと忠ふ。乃

も去る 10月中旬本市及日本厚生協合等主催下 lこ興

国厚生大令の開催せられ 、調{ ずの外交賓を迎。へ典型

厚生のn現化に併i して熱烈なる粧倫と研究が琵表

され、在米低迷せる厚生運動を漸〈正規の軌道に

故せて一路典型新秩序の彼岸に湛挫するの試運営

酪成せ るは衆知 刀如 〈である。 ¥

遣し世界新秩序の一環?こる来週新秩序の大業は

三岡同盟カイ版文に示す如< li jj らかに世界史的意義

を以て者人の双肩に懸って居る。此大使命の完訟

を同指し所謂 新 車 制 の 名の下に寓 Ｑｾ 輔克を玉虫念と

する強力政治護制を確立し、 その指導下に 岡民各

局誠般の全生活部面f t > 通 じ、新なる 岡氏組織と生

前理制 力創造が必要とせられ るのである。生産燦

充と云ひ高度関防岡家の建設と云」、何れも その根

践として閤民全盟に充溢する m力を要請せd ' るは

な し 乃 ち具常なる生産力の姉充 と登民に主I臨す1

る人的資IE、J ) 培養強化こそ は最 も喫緊なる E刻家的

要求なりと 云はねばならぬ。

乃ち物心南面を通じて閥民各層が今日 の職分を

完うし、明日への力を培ふ換言 すれば岡K !ti }J努の

充貰殻揚にf突っ事が匝道貰践の要諦であらう。き

れば今日産業諸国曹が勤労: f . ' 1!jijil[1の確立に重黙を置

き生産業報関連動を通じて勤労組織の確立を期し

官哉、交通運輸業諸般も亦之に準じて勤労組織を

以て如上各組織 腕合盟と緊特なろ連絡を とI りー鰭

的活劫に診らんとする の も官然の事であらう。是

等産業報闘運動と云ふも亦厚生運動 J ) 宜践を伴 i 、

来 型 ｅ 者は大医市技師 ・ ￭ｩｨ ＺＡｾ 謀
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ベき事勿論である。要するに厚生運動の目標は封j

持凶 Ｑ ｾ の 心 身を 練 成 し 、 同Ｚ燥を陶冶し ｬ リ ｪ 朗 ｩ 問建な

る生活の1 f 接を矧し、以て人的資源の維持金岡る

に在る。然らば厚生事業に 於て は指導政念と して

その主J 象を 人的資似に世き占: を? 仇: 設育成する事 と

生活 J ) 安主主: ' H. 足踏する事を日棋とするのである。

即ち 同1( 厚生事業はお・然その宜ー践に泊 h厚生運動

の方法論を保川端11)( する 必要ある事言を侠?こぬ。

.I.:)，.卜削やる j訴に囚り厚生地設を作」、事業lま単 に

在ボの 11辻合事業のみに副LAi: せする、高段: 岡防関家の

控設にある以 |て政治経'd句文化の凡ゆる組織問動も

亦此の- TJl il こ集約規正せらる可きは諭す・る迄もな

い。 従て厚生事業と置( f も'i;:;然Jt の一環 として播告;

，す可き分虫f'をEd〈の二! ! l }i に師せしめる。

1.高度厚生園家の建設2. 東豆D. . 族厚生指導の確立

第 1の己主iJ . i i 厚生!刻家の建設は勿論間以厚生事業

施設の整備悩充に依っ て一般問1( の生前安広並 に

髄位 の保持増迂 ｴｾ 期するのみなら今 、在 米 ｦｦ ､Ｚ令事

業の針象? こ りし、所Z口要保護者層も亦更 に一歩を

進めてi41・を 人的資源として保護育成し、以て我同

の問防乃至 産 業 資 源'1' 維持培誌を計ーらねばなら

ぬ。向軍事援護事業と雌もその本質は全開民の人

間資制の保持培養を目探とする保護厚生事業な る

からは、該事ごた; も亦岡民厚生事業の純崎に属する

ものなり とf腕られ る。 繰返して云ふ 、厚生とは凶

上巳が完全なる 集園生析を 普み得 る様共の生折、職

業 ｦｾ ｾ 健衛生 、 踊 利等 専ら生活並に臨 位方面 の ｉ 泊 ｪ 設

針策を云」、の ず あ ? て以上の同氏なる概念を市民

と換置する ｾ ｬￎ ・により ￯ ￌｩ ｬＨ 厚生の日標も ＩＮￍＡ まるので

ある。イ1 I し此場合には常に農村厚生、並に* 辺氏

族厚生と連環して同氏厚生.に一元師ーする耳'C{t> 'W

ひ、自 ｉｉｉ ＮＺｅ義 ｩ 内部分的なろ事業達成に趨る ｾｈｦ 恨

み常に全謹閥次厚生の ｾＱ Ｑｬ念 下 に貫践せらる可き で

ある。人口 330 ;;;売を擁する財者11大阪市に於る i ii民

生活の維 持増益と生産断充 とが如何に岡家髄制の

存亡に懸る事 の 大 なるかは質言を要せぬ所であ

る。



厚生の理念を以上の如 〈解 すれば新韓制下の市

民厚生事業は最早在来の如き博愛人道主義乃至枇

合連帯主義に依って指導せらるる自由主義的慈善

救樹事業ではな い 大政翼賛の理念下に成員の栢

利厚生を岡り 市民生活の安定を期するもの であり

特に現在の如き革新過程に於て市民生活の指導を

必要とするものであるから 、起が釘策を積極的に

考慮し 、進んで 人的資源確保と云ふ閤策費現への

協力将!inil[1が中 心J=lJI ，念とならねばならぬ。

@ 市民厚生策の分類

市民厚生方策の分類をなすには二つの税賠があ

る。共の第 1{ま笠J象に主眼を置くもので 、即 も経

械がj 貧窮者のみならすも康〈勤労康民層、若しくは

市民各層に及ぶ枇合法員主しての資格者、猷格者

及想定紋絡者等に夫々適合し?こる霊I策を衝立する

場合の分類である。

第 2 は施設に重黙を置〈もので、此の場合を大

瞳次の如〈分類する。

1. 鞍時市民生活の指導

岡家革新過程に於る市民生活の推移を指導誘披

する基本的施設であって 、在来本司 j i i 1仕合部保護訴

の掌る職業村ji甚並に油性のi D/ d夜、失業封策、同氏

登録制度の施行助長等に闘する事業、叉住宅耐利

等経術保護方面の事業は込 tこ包括せられる。

更に枇合成員の徐11以の普刷 、情操の陶冶方策、

心身鍛錬生前刷新に閲する諸般純設の普及策もヲF

是に属する。

2. 勢働並に勤労の指導保護

勤努は闘民刻下の最大義説なるを 以て起が管血

統制の矯には在来の持働政策、労働事情の調公、

並に保護以外に 一般J j)J努者倖給生活者の勤労保護

事業の韓係を包含する。目下生産力戯充の車鈷主

義に伴i 、、・中ノj 、商工業者の椋失業11策は在米の保

護事業と観る可きものには非十重要なる人的資源

保持の親鈷より慎重なる方策を樹つる要あり。勤

努訓練所創設案はそめ兵韓策である。

3. 髄力省強の指導訓練

人的資源確保の矯めに間民韓位の向 上、 資源の

改善を指導する事業を中心とする。間民髄力管理

制度賀施上の、協力 、髄力調脊、韓育運動の賓施指導

瞳力 向上施設髄育運動野外徒歩健康施設を含む。

4. 児童並に婦人の保護育成

将来の人的資源として且つ叉 人的資源漏養の上

より見定及び婦人保護の事業主? 統合繍大する事は

嘗然である。

5. 老後安定策の続制企劃

人的資源 としての役割を完遂せる老年者の保護

が枇合保険制度の撹大強化に依り 又は養老施設の

完備により計主せられる。

6. 保健衛生の整備嬢充

留療問替の見地 よりして似' 健衛生事業が最も重

要なる部門のーを占める

7.軍事援護事業の韓系

軍事援護事業が閤民厚生事業盟系の重要な る部

門なる 若手勿論F である。

以」ーは戦時r[i 民生活の指導を 中心として厚生事

業の髄系i ' : ' 樹て Tこるもので須ら く本市に於ては是

等髄系の運用に閥し一元的統制 を掘り得べき機構

に整備せらる〉 必要がある。

例へば現在の機構に 於て厚生省はヰl すlこ及ばする

本iHに於ても枇白部 tこ住宅訴があり乍c . ，保健部に

栄養改善次服及住宅の衛生に闘する事尉が所管さ

fL、叉枇令部に. 児童係があ るに不拘母性乳幼児及

児童の髄力向上に除 ｾＱ ・る事項が髄力謀に所管され

るが如きは矛盾不統 一 と申す可〈 、 閑氏以生ｚｬＧｾ ［Ｚ 誌

の日的完述、を 阻害する事少からさ' るものがある。

勿論現行厚生事業闘係祉合立法がー白山主義的思想、

に立脚し、自然護生的なるもので、何等計霊的統

一的でない所から此の矛盾が紘al するに於て は叉

巴むを得ぬ事と思ふ。宜し 〈岡民厚生法 として綿

括し、 その下に各種の整理せる特))IJ 法としての単

行法を配する事が必要となるであら う。

闘民! 学生事業は前述の如く重大なる凶米間使命

を躍ひj止が遂行の如何は、宜に鼠1家1畳表，り安l注に

懸る所大なるものがある。 乃 ち斯3ltl 立i長平ヂf: 来の

如 〈各flMの自 11，主義的悉意的なる運替に放任せ ら

れる事を許さす¥闘家の最高方針に基き共同の iヨ

的に 向って統7 せられ? こる方法及拘設規絡を以て

専門的技術的に賓施せられ、各施設が最も有効な

るｾ蹟を相平均して喜怒げ得られねばならぬ。その

ｾめには施設経費の原 則 はＧ庁公営に置かれ 、 知ら

さ' るものは官公の委託経営の方法により以て岡家

の一元的統制の及び得るカZ如〈に配備せらるべく

大阪i j-i の如き大都市の斯業が如何に責識の重且大

なるかを痛感する次第である。
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@ 市民厚生圏企施設整備

市民厚生は生活闘を f . j 象として定まるのである

が、厚生事業の貰施に詰つては閤土計設の一翼と

してのl豆生政策とする事が最も安Iμ である。 抑 々

岡土計 52i 立法|土の綜合的利m開設、人 fl '-) 資源と産

業との合上] l . 的配分を土地 との悌j係に 於て確保する

ｾ ｊｾ である。而してその兵髄化として の 地方計設は

貰峰要項に依九ば 九 箇 のプ ロック闘を以てＪ ｾ術的

生前閣の確立を企園し、以てr:::j d [ 問防国家の枢要

なる基底となすものである。然る時は 人的資源の

確保J うち韓力の向上と量的質的の: 府拐を期待する

厚生事業は首然健全なる闘土号122の上に樹立せら

れねばならぬ。 乃 も地方; 十誕地策におり文化厚生

闘は重要なる因子として 、 粧が ｾｦ 閥、産業国と連繋

し、jfu じて間同的の滴自性を登仰せられねばなら

ない。国土計主要綱によれば人口政策に闘し主と

して人 口の職能¥jl j や地域 151 J の配分或は都-!i i配置と

云ふが如き皮層的技術的問題に綱れ? こるに留まる

黙は不備と云ふべ〈 、宜強保健衛生、換言すれば

人的資源 の 維持精養 の 問題 全 織込ｴｊ Ｚｴ ｊｾ により望ま

しき地方計主主＿産み厚生国の碓立ともなる事を ｾＺｩ ｬ

らねばならない。

従って六大都市} こ於る厚生事*.J.' 運告はその含

むl付;1採及北九州地方と共 に特殊地域として問家最

高方策に基き直接 iこ都司i 白題が全部j執行する事を

穏おと認むるものである。きて関民厚生地設を整

備するに際しては弐の事項を基準 とする。

l 施設の規格統一

岡氏厚生事業純設は共の官公布、営の別なく統一

せられ? こる共同の目 WJ及方針の下に計-52的なる高

き棋準判方法並に技術に来事 iiL を施行する事! とし

共の建物敷地設備消耗品臨柴栄養材等の如きも規

絡統一せられる事を要す。

2. 施設経嘗の主韓

凶器の簡易なる施設は特に私告 を認むる の外、

私営事 業は 可及的 ｴ こ官公にｾＧｓ ｩ 遣する方針か、叉は

委託経営の方法 t二時: 換せらるべく 、かくして岡策

として一元的の経営韓制になり得るものである 0

3. 施設の配歪調整

施試刀分ギli を距離人 打、 地医H( ij lj 等を考 J. c.(Iこ世

いて地滅的に調整 し、 その分不li { e 合理的ならしむ

るＣｾ。
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4. 公替施設の級制

従Ｊ公営 ｾ Ｈｴ［ 設 ｢ 如、告の夫 に比し寧ＺろＢＱ 、統 一 無，［十

聾なる何向少から今、 乃 ち本"rj i に於ても P'd系の厚

生紘設炉 、 その監将官臆 ｦ こる ｉｲ Ｎｊ のそれと ｾｬ ｬｴ 綜 ｉ ｊ 勺 に

存するあり 。J うち白山競争的に何等分布を念とせ

す・して絞首、せられるもの少からす・。えよ: はui 援凶家

の方針に透徹す 尽様調 整するか、]Jj (ひ!.t ili 域に闘

する 1以りに於て経営を本 iii lこ委任するか 、統制せ

しむる事が肝要である。長11 も闘2誌がその施設の運

営にM( i Jし監F付税; j i I J を強化する事は巴むを得ないで

あらう。

。厚生事業運笹組織と方法

Ａ日生 ｾ ｬｩＺ 識が前述の如〈政治新開 ＱＱ［ｉ ｊ の 一 長［として

運岱せらるるに於てはえが付政組織tこ就ても政治

髄ff iIJ ! ) 系統に従ひ 、地域組織を一貫するものでゐ

って管) ( - ! i iITji に於ては利益主圏諸Tこる千? 枇工場組合

等の系統が混入する所に困難が作ょ、。されば! 厚手生

千行 ｈ を ｾｪ 故 ｬ比主土 Ｍ 卜

の日的i返基針4行I に辿泌-i進Jl並i主j し、議能を更に下部組織fこる区

ｉｬｩ ￭ 令、隣保ｬＱｊｦに透徹せしむべく 、 一万 ｉ ｉ ｾ 央岡氏厚

生事主統制事4務局の下ーに地方事務局を設けて凶家

の方討を協議或ひは停述せし める。更に [di:j 氏以生

事業 )'J 研究、企却l並に指導設闘として隊l立中央閑

氏厚生事業研究所設置の要もあらう。

五し 、斯事業はその活動 η 分野が同氏の他! 点、

知能、粧例等金生活 'J) 部商にsM聯し、共の方法は

i況なる常識均心情的態度のみでは間に合はす¥毅

育接、 心理接、枇合感、経椅撃の文化諸科皐及び

労働科接、問削科善良、皆皐を? 含む厚生科皐等の綜

合諸や ｬ 摩｜ｾ動員してその綜合的 ｉ 底用によって導か

れねばならぬ。即ち該事業の執行はE刻家の必要と

する jiJfに l忠へて全図的に統一する計霊的なる方針

方法及び資侍によるべきは前述の泊りであるが、

更に地方の質ｉｊｴￍｩに即席ｾＮする語 、 胤係地方の制［令日ぺ ｊ

，並に問民生活の賞作j調併を怠る事は出来ないので

ある。かくしてその目的を最も有効に達成すべき

科率的合珂的なる方法が考案せられ、熱練され? こ

技術によって最- も誠貫 iこ執行せらるべきものであ

る。

更に念頭に世かるべき事は斯事業が闘土計: i lH

緊桁なる辿絡を探る 所に新商目を護服するも ので

あって、本 i !i の如 き大都市に於ては厚生闘を包含



する都di構築の技術が重大なる職能を措 i 、事に な

る。則ち期事業に伴」、施設の整備事項に示すが如

〈配位、分布に! 掛し又規絡統一に闘 し、建築土木

部I"J の技術が催要なる地{ 立を獲得すべきは言ふ迄

もなく 、就中長人は厚生事業施設の研究、{r'e: 劃に

ｾｍ する掛りに於て建築 ｩ 支術 の参 却 ｪ を要求するもの

である。今大| 坂i ii lこ就き赴密兵髄的に説明する。

闘とと計量iのみに.t! !J しては公園調腕地帯; 十主主主? 始め

都 iii 計世的一切の施設に釘し建築土木技術の参麹j

は Ｎｉｾ す迄もないが ｦｬｬｾ を黙じて厚生闘に亙る厚生施

設の貰絡に首つては 、建築技術の職能はI t l i る大と

なる。在＿ｪｾ事業部は夫々年度毎に以められ＿こる強

訴を把揮し 、建築部門に建築物の辿設を依頼する

慣例であるが、現i伏は向7象x;c分捕主義の傾向を略

目立 して居らぬ憾みがある。即ち7象鉱石? 通じて建築

施設の企) l t I J統一の執行樺が興へられない。更に7象

算足るも、資材の調達困難の矯め 折角緊急: 重要な

る地設の工事施工が不能となるものもある。

え・を打開する方法は新韓iii リ確立に際し、厚生省

は今や斯事業が高度闘防閤家建設J て必m不可献の

ものであ り生産指充方策の盾のー商Tこる可 き事を

認めに。故に厚生省は宜般企剖院の物到J計笠 lこ際

し厚生事業施設用資材の配分に闘する有力なる|銅

輿者? こるを要する。斯て確保され? こる 資材を 必要

なる施設に配分し此底に始めて国家の要求する必

要なる施設を遺憾な く整備する事が可能となるで

あらう。 一方本市は厚生事業施設 lこl似し、 行政機

構の統ーを前提として企主1J部に於て事業の重賠を

決定し 、物資調達の確保を通じ本省の指示を仰ぎ

その認められ?こるものを逐次執行するの である。

施設には宜に腕範な る資材 の調遣を伴ふ以上建築

部門が企劃部に参劃する事の必3M: るは中す迄も

ない。

三次 に用地の獲得は常 に事業執行の成果に 影響す

るも のであるが、本市は須ら く厚生都di の純米を

lむり最も合理的用地に資金の運用を liilil って市有地

主? 燐張し精米施設用地の整備をなし世〈事の賢明

なるを信すもる。而して用地選定は建築部門を泊じ

て決定せらる可きものである。建築技術の職能は

コ に のみに 止 まらぬ。 即ち建 築部 Ｚｪ Ｚ Ｉ ｊＺ［Ｚ ｾ 荘地設に要す

る一切の7象X'rを統略的に獲得し 、施設に闘する嗣

家的意義を充分に理解し、そのH- 現化の矯めに技

術を組 、 動員して有効治切なる 地設を 所 ￟ｩ ｊＱ象 ｘｾ の許

容記固に 於て資材全調達 し責任を以で工事を執行

し 、 担 ｴ ［Ｆ ｊ Ｉ ｊ ＭＺ ｬ［Ｎ ｦ￬ めてよ ｬ ーを経営主管部に 引 櫨ぐ事ｾ

安 '{t; と考へるも のである。現! t たは遺憾乍ら如上乃

結に徹底針決除せ る事を告げると同時に、建築部

門 は単に建 物 ｾ Ｑｩ｜ｾ 築 する技術に非守して 、 所諮厚

生的審判i構築の矯め に汎百の科皐を綜合し、r!i 民

厚生 の 容器を逝るに 必 要なる智識を具 へ［｝ｻｾ有機

的に連川する技術なる事を此庭に聾l列する ，もので

ゐる 。

@重要なる厚生事業具種施策

最近日本厚生事業大綱に於て登表され? こるもの

より参考となるべきものを掲げ、直接施設の伴」、

可き- 111こはUi ; f] を附し、持米の計霊に備ふる事も

徒酬に 41"-9' と者へる。

③園民生活安定方策の具韓策

( 1 ) 、最低生活標準の決定

( 2 ) 、牧入の安定化

( 3 ) 、最低努貨の確保

( 4 ) 、労働配置の適正化

( 5  )， 失業の防止

( 6 )、失業保険の設定

( 7 ) 、災害及疾病時に於る生活保護

( 8 ) 、共他生許可媛護事業の綴充徹底化

( 9 )、保健瞥療、 母性及児童保護の錦、瞳力向

上施設の燐充

(10)、文化的諸事業の普及鎖充

' 即ち 徐l股利用の厚生運動、清新健全なる娯紫、

明朗健康なるスポ ーツ毅育機合の供興、生活の改

善刷新、慰柴共他文化諸施設の簡易利用等一般文

化的諸卒業の普及を岡る事

⑮母性及完童保護針策

( 1 ) 、児童保護行政の整備統制

( 2 ) 、健全なる乳幼児出生の鴬の施策

イ、優生皐的見地に立脚する結婚の相談並に

媒介を公営する事

ロ、知 人の心理的特質に基 き共の油性努働を

決定し都人の母性破壊を防ぐ こ主

ハ、闘民より花柳病、符j mil l病及結核を完全に

駆逐し之を根絶するこ と

ニ、生産扶助金制度更 に家族乎首制度を鎖充

ホ、 11¥産共倒組合の組織及産院の設置を普及

へ、母親翠校を普及 すること
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ト、 訪問家政補助婦制J支及家政柿D)J 挙之、:;&1] 度

を設り持力不足なる家庭を援D) J すること

( 3 )、健全なる乳幼児育成) ) 駕 J ) li!li 策

イ、綜合的な るノj 、児保護センター 施設を配置

し姫産約i?の指導、児童健W-ill 談、柴養指導

性能検査、疾病治療等ｾ強力に賀施するこ

と

ロ、油誌なる扶養者無き乳幼児のn、完備せ

る乳幼児保護施設

へ 児ー主' 業養研究施設並に配給所の配置

ニ、脆弱幼児のf零時{ 全保育所 J ) 普及

ホ、枇合保健都制度の確立

( 4)、健全なる児童成育の鴛の焔策

イ 、 応ｾｩＱ皐支の駕時住施設を配世すること

ロ、児童結核療養所 を配置するこ と

ノ¥不就皐浮浪児童の欣容保護並に就摩強制

を断行す ること

ニ、少年持務者の保護軍え導の徹底化

ホ、都市不良児童 iこ釘する保護級車の徹底化

へ、水 上生活児童の保護

@保健醤療事j策

一、野築業は公主主事業 fこる事を確認し原則と し

て官公告とすること

二、保健瞥療機闘の地別1; 1勺普及を li; ，i1 ること

三、一貫して指導ぽ'f予を強化すること

⑮住 宅 封 策

日本闘よそとしてそ[ - : 宅は貫に生前 J)<js: 様であり 、

共彪に親不11協力の家族生活力Z岱まれる。家侠J) 健

全なる生前は延い ては近隣又岡家乃健全なる生析

と生長を意味する。居は菅・に保健 f!(; I生I/'J のみなら

すその精IIIlj l的文化的生活の聞に於ても極めて重k .

なる影響力をもっ、乃 ちj切る問民生活の本iJE[1こる

べき住宅の問題は是を単に時局下労務需給の艇を

的手段として考へる・ことな し 更 lこ一歩を進めて

恒久的なる閤民生活の基底に於て問題の本質を把

握し住宅の公主主性に闘する確固たる認識 7) 下に同

家は是が企制並に供給に闘して積極的なる配ほを

要す。兵髄的施策事明

、1) 、貸家業者組合の組織 在来家主及貸家業者

の類は赴を統合して新に組合又は特 ｊｴ 合ｾｪ｛Ｚｾ組織

し 、 日ｉｪに岡 家は敷金 、 家賃 、 修料費 、 ［ｊ ｾ他貸家生 ｌ

宅管理に閲する合理的標準を設定し之 ｬ こ Ｉｩｾｾ 、て貸

家住宅の公益的経営をなさしむること。
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2)、貸家住宅の建築並に鰹曽 今後は民間の営

利的貸付 又は賀却を目的とする位: 宅の建築並に経

営を可及的に制限し、是が供給はj 也方公共圏韓共

他の公凝固鵠の乎により公主主的に行はしむる事、

此 の場合性宅医: l t l Jの設計及住宅地区の配世に闘 し

では保健及防衛の見地より科事 II' J に湾出: し 、又美

ｾｲ ｊ［｜的に工夫せらるべき事。

齢、住宅舎社め創設

4)、園民住宅の制度 国民服と li，J様似: 1J ; 1t 住宅に

M却し粧がf，j勺保健的合理的なるf : t : 宅の設計様式各種

を制定し新しき貸家住宅の建設は原則として之に

撮らしむること。

5)、住宅集圏様式原則の設定前記一戸若し〈

は 一 棟をＩ，ｾ準とする設計のみ ー ならす、更に集圏と

して共同幅列施設を考慮せる集圏区制桜式の原則

的標準ぞ設定すべきこと。

齢、住宅建築材料の規格統一 木材共他位宅建

築諸材料及! 出建具等浩作類み品質並に規;絡を統

すること 、起: によ り諸材料は機械的に大量生産す

る事を得在外4の組立式簡易性宅に於る如〈資材及

努力 の節約建築技術の簡易化建築費の軽減を期す

る事。

7)、自余裕住宅の徴用 在来住宅の部屋敷挫数、

等t l: 宅 乃容も'i と人口との割合にWi Jする - A: : の標準

を設け 、大邸宅、別荘等にして右標準に! !侵し、官余

裕あるものは必要に肱じ、同家の{ 米諸:; lft に責任の

下に ー イ ｬ 寺 そ の ｩ 徐裕部分を提供せしめ、定Ｚｾ緊 Ｒ 必

要なるものに佼川せしめる事。

齢、不夏住宅の建設並に使用禁止 時局下粗雑

なるゴ1-; 保健的不良住宅の建設又は貸付を厳禁し在

米貸家住宅に却する監視制度を樹てること

畢克するに本il j厚生施設の最も韮鉱を置くべき

ものは、以上泌制する所によって位宅針策により

市民生活の安泌を期する所に ある様である。きれ

ばこそ l手生11に於ても生産繍充を目棋とする人的

資源確保に必須ff l 、可き努務者住宅の胞.Lt!: 建設を

第一主flMに世寺、その充貫主? 懇憩し資材の後先的

斡旋に立をf - IJひてゐるのである。されど戦時下に

於る住宅供給は澗治に於ても戦句j: 目的完結の矯め

一時保留さ仇、最近漸〈慎重なる肱2: 笠J策.! l T.¥こ恒

久的綜合計設を樹立しつつある rl lであるが、此の

黙我同に於ても同様の立場に於て針策の不徹底は

7日間! からぬと忠ふ。併し現在に於てその針策を程



怠するに於ては肢鑑遠からす・第一次肱洲戦後に現

はれ fこる各閣位宅用j，の深刻 さは蛍々の記憶に米Tご

新なる所であらう。須 らく本省涼百尺竿頭一歩を

進めて住宅釘策 tこ積極的方針を樹立し、臆念日句持

説佐居供給のみならす・、一般庶民住宅の建設に及

ぼし、徒らに雨E容を凌げば足る式の量的解決に止

るべきでなく、恒久的生活安定の基底Tこる且つ新

文化建設に沿ふべき質的改善住宅 J ) 建設 に進むべ

きは前項に見らるる如〈である。きればこそ住宅

法措IJ . E の促進と住宅公骨主義の必要性とが提唱せ

らるる所以でもある。

本市に於ても現貰ｾ注視し 、 都市の特殊性伝説 ｌ

ｾｉｊ し、 ｈｪ ｊ｟Ｈｻ主宅 の規組問型式ぞ研究 し 、 集闇ｻ七宅

の分 Ｚ ｻｉｪ 配置にｪｊｩ，Ｎｴては厚生別念を辿し、ド ｩｪｪ ＵＭｾ 万引に

徹する計設を樹て、更に時局下資材の能率経情的

用法 lこ工夫考案を誠す・る等各部簡に瓦って建築技

術を動員し、ii H I?:厚生の指導に役立にしめねばな

らぬと思ふ。

@ 大阪市厚生施設

此躍には現行の純設並 に新規計官: 中の施設を何

等; 謹系化せ守して繕 ;';I J し? こるに過ぎない。併し乍

ら前述の古川 、都市の! 以生施設がその主J策方針に

従 i 、韓系の下 lこ統制ある分布配置せらるべきはそ

の運営上の要諦でなげればならぬ。

併し現!I}¥は既往の諸fi 策が年度毎に逐次追加式

の方法によって事業主? 経営なし，* れる鴛に強ち無

定見の識を受〈可きに非十巳むを得き. . . ! J し事情に

111 るも のであると思ふ。 併し将来に於ては否少く

とも厚生施策の確立され? こる今後に於ては現在の

地設に博被討を 加lへ、市民厚生の運営上能率化の

方法を誠子べきは云」、迄もないことである。一例

を述ぶれば市民館の如きはその職能上公設質舗、

託児所授産所等と 一貫して綜合施設する 、或ひは

健康相談所、保健所は合韓して施設する。各区役

l巧に是等厚生諸地設との連繋を更に千十月妥化せしむ

べき説話r ，J { f 設置する。産院と乳児院とは合種施設

とす弘

市民病院地設は環境の緑化或は 公l司施設と併合

する。以 iでは差し笛り 必要な事と 思ふが、斯〈す

る事によれ在来徒ら ｬ こ者 ｾｊｉｉ なる難地主＿数多散在

日勺に取得する子教を '-if ｾ， ー 図的梢々趨まり に る

別地に於て可成謹系問なる施設を合理的に計聾す

る事が出来ると信子るものである。以上論旨不徹

底の所は読者- の寛恕を懇ひて之官舎欄〈。

大 阪 市 主 要 厚 生 施 設

事 業 名 「 現 在 施 設 員 数 l 刊 施 設 員 数 | 摘 要

路療保護事業 !万 繭 山 病 院 ｬ 千石遊病院ノ、併設備鎖 ｉ ｾ 上現在牧容力二千百床 、文明 病 ト シ テ
結 核 療 養 所 |千 石 庭 病 院 援中五千病床ニ績張計 | 結核 7 撲滅、単期対症療法 7 目指シ テ縫

|  l 讃中 | 力設備ノ充貧 7 悶ノレ

I  I  ｾｾｾｾＴｅＢＦＮＯ＠ ｉｾ 容力六百病床トシ、専ラ児意ノ結核治
問 少 年 上 療 後 所 I I践伊Z長官病院 | 療施設ヲナシ{ 健全ナゆ二関民 / 俊力保

l  |  ー | 持 7 賞徹セン トス

ｉ ｭ Ｊｾｾｾ ｾ＠ ｉ ］ｾ］ｄ｟｟｟ｾ＠ I 健康相談結核単期診療及家庭 訪問ヲ行 ヒ同 上 | 現在十九ケ所 | 三 ケ所増設計貧中 |  ー

健 康 相 談 所 | 各直ニ分布 ｉｾ ケ所工事中 | 更 一夜間診療開始、以 テ結核散防強化 7
1  - l--"1 ｾＭｉ ｊ＠ 1 1' I 一 | 闘ル

問 よ | 現在六ケ所 | 三 ケ所増設計費中 | 従来/ : 針症治療ヨ リ王監防豊富皐 ノ効果 7 考

保 健 所 | 各己ニ分布 | ニケ所ヱ事中 | へ樹民ノ健康増益 ト慌位向上ア園ノレ

向 上 | 現在八ケ所 I  ＮｴＮＭｾＭｦｑＭｐＮｬＢ Ｇｦ＾ＢＢＢＧ ＧￅｉＺＺ，ＭｉＮＮ，＠ I 亡闘病ノータル花柳病ノ徹底的撲滅策ヲ
|  ー | ーケ所増設計食中 |  

賞 候 防 相 談 所 | 各E 一分布 I  - /  17 1  i j '  ｾ＠ 1:1 1  J..¥，L.，- I 講ズルモノ 、遊夜間開設

向 上 | 現在本! 涜並= 津守分院 I I 悪疫致防施設 トシテ法定侍染病患者 / 牧

桃 山 病 院 I J a 島隔離所ア施設 I  I 容隔離施設

向 上 ｉ ］ｾ｟｟＠ ｾ］＠ I  I  
防 疫 事 務 所 | 天王寺亙ーケ所 I  I停染性汚物所理ア徹底セシメル施設

11療保護事業 | 現在常設二十ニ I  I 病議集l J i威ヲ国 人 無料診療所 トシテ施設

トラホーム 診 療 所 | 臨 時 四 |  | ス

野療保護事業 I  * u  ... ｡ＮＮ Ｎ［ＺＭｵＮＮ｟ｊＭｾ＠ I 東西コハ失 h 外旅患者 | 一般伊民ノ 診療機繍 トシテ施設綜合、診

市 民 病 院| 南及北計二ケ所 | ノ診療所工事中 | 療トシテ八科ア粂備ス

向 上 I A_  _ _ _  s _  ｉ｟｟ ｟｟｟ｾ＠ I  

市 立 産 院 |今宮、 阿波堀、扇町 | 港直ニ計震中 | 胎 児並ニ母性保護施設
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向 上 | 蜘11、今宮 I  .  I 乳児ノ 受託保育診療ニ閥スル各種ノ相談

市 立 学L 児 院 I""' '1， -， ' " I  I 指導、筑母撰様、乳汁ノ検査等 7 ナス

同 上 | 現在十一 ケ所ノ葬儀所 I Ｍｉ｛， ｭｾ＠ t:t i : " - r " J ' h" . - h I 市民葬祭施設並 = 敬紳祖先崇奔思想ノ徹

I  ｾｾ＠ ｾ［［ｾｾ［ｉｾ ｴ＼ＹＱＭ ｈｾＱＷ Ｑ＠ I 北銀関 目下工事中 |  

市 管 葬 儀 所 及 室霊園 | 並ニ雨笠岡開設 I  -1l.1 :oi1:":'Id¥l J : : l  ＱＮ ＮＮｌｾ ＢＢｲ＠ I 底 ア期シ、墓地、納骨ノ; 霊園化施設

市民憶力維持維対策 1  I  f O: ) : R¥f l [ _  .r.-Fi r; : -，.--m-r-h I 背年種力保持ノ目的 7 以テ、検診 7 ナシ

I 疲屋川 ニーケ所工事中 l
強 力 検 診 所 I 1  ｷ｣ＺｾＯ Ｇｉ ＭＭ Ｍ Ｏ Ｉ Ｗ Ｑ Ｎ ｌ ］ｐＧ ＮｔＮ Ｑ 惚力向よノ指針ア得ペ キ施 設

| 現在木津川、渡屋)11、 I  1 庵芥焼却l所分ア ナシ、厳品回 l投方法アモ

庖 芥 所 理 場 |今宮 I  1諮 ズ

I  .  I  1 都市民生活 ノ遼境改善 7 目的ト シ、衡 感

衛 生 試 験 所 | 現在扇町ニーケ所 |目 下増築計建中 | 的見地ヨリ 、健全都市ノ護展 7 闘ル銭メ

!  I  1 ノ研究企I!.qJ 機関

失業保君臨事業 ｉｾ ＪｾＭｾｾ＠ I  I 事努ア契機 トシ努務動員ノ関係 ユヨリ 従

職 業 紹 介 所 | 現在十二ケ所 I  I旅ノ市営 7 改制シテ閣ノ直営 ニ移管 ス

I  I  ......"""，，， ，，，，，，，，， .a ｾ＠ ，，］ｾ＠ I 昭和十一年開設シタルモノ 、事緩下動喜子

職業輔導事業 | ーケ所 | 動勢訓練道場 トj ア改| 者ノ 動勢報闘精神 ノ錬成 ト、 職業技術 ノ

努 働 訓 練 所 1- /
171

1 法計鐙中 | 指導訓練施設ユ改造スル計費ナリ

職業輔導事業

市 民

|  一一一 I  =  IrJ i I T T M<Il I 離 長 業 家 族 ズ /1ll2求験者 ニ封スル職業指

| 現在八ケ所 | 三 ケ所工事中 ! 導講習ヲ ナシ、夏ニ生業資本磁遁幼児保

健 |各直ニ分布 | ーケ所計設中 |  

l  ‘  1- "  f 71 t1 I ..fU ， !  育 7 モf主主Fス

経済保護事業 、 | 現在九ケ所 | 三 ケ所計盤中 ・ 1 1]、額所得者ノ小口金融並 ニ生業資金ノ貸

公 設 質 舗 Ａ 各ｾニ分 布 | ニ ケ所工事中 !  ft 7' ナス

i  一一一一一一一 |ー百帝王活必需扇7 小夜両 面す改善 シ、夜

常 守 家 守 雫 場 I:I! 鰐 十三ケ所 | 三 ケ所工事中 | 書長.2272主ゴ養手Ef i 倒ル事ノ、

向上中央卸E富市場 1= *  ｾｾ＠ ｉＮｭ］ｾｾ ｾ｟ ｾ＠ 1市民食糧{非主ムノ確保並= 寅値ノ ;統制 7 加

天満、木隊 配 給 所 |現在ーケ所 | 合場三ケ所計髭中 | へ需給 / 阿 滑 7 園ノレ

向 上 | 現在ケ所 1  1 市民生鮮肉供給確保施設

居 場、家 畜 市 場 | 津守ニ所在 1  1  

|  一 | 九 ケ所計強中 | 幼児ノ勉間保育事業、他面勤努階級 ノ努

経済保護事業 | 現在ー十九ケ所 | 四ケ所工事中 | 働能率 7 昂メ延 イテノ、家庭 ノ向上エ交ス

託 児 所 |各医ニ分布 | 中央託児所計倉中 | ノレ ヲ目的 トス

最士舎君主化事業 l 現在六甲( 山間) 1  1 薄弱5[1. 1在ノ教務、重文 化ア図ノレ施設、特別

郊 外 与 問 I J別会( 海演〉ニ開設 I  I 教室及養護教室ヲ設ク

世合致化事業 | 現在有隣、徳風、小感 I 貧困児蛍就悠奨励並ニ職業 ノ徳性数育 7

1; 佼ヲ改造シテ施設、夏 I I  

動 努 勝 校 I ｾＢ［ｬｬｬｾｾＧ［ｲ ｾＯｊ ｵＺＮ ｉ ｉￅ Ｇ｜＠ . 9- - I  ! ナス

I =- 盤崎ニ施設 1  1  

軍事援護事業

授. i l I ' f

九 天 成 玉 ー ケ 附 食 中 | 計 リ 銃後助努報闘精神 7 麟養スノレ然

場 l混在 時 ケ 所 開 き | 鞭 下、山 家 族 / 家庭牧入ノ増加ア

海老江、回溢 アケ所工事中 ノ施語、市民館ニ於テモ粂管ス

母子保護事業 | 現在住吉並= 大正市民 1 1 目下 出従軍人遺族= 幼児ヲ擁スル母 / 生

母 子 寮| 官官附属 ト計二 ケ所 1  1 活保護施設

融合致化事業 | 現在ー ケ所 | ーケ所計設中 I r . ! [ 弱児童 ノ簡易線地保育施設

郊 外 係 府 所 | 北郊外保育所 | 南郊外保育所 |  

世史教士事差 見 察 122日22設 |副 部 17山 昨 砂 叫 育 施 設

枇 宮 警 官 警 相 談 所 | 現在 間 山 一 ケ 所
I  1 児 童 / 敬 叫スル閥 的 指 導 相 談 施 設

軍事援護事業 | 現在天王寺、城 北 = 各 I 出征軍人法家族 7 牧草芸 人 生 活 ノ 安 定 二

勅 ノ 家| ー ケ所 1.  I 資ス ル施設

努働者指導事業 |市内赤)11町= 昭和十四 | 目下計留中 | 事後下生産鎖先ノ 僑メ 、機械工訓育養成

機 械 工 到11 育 所 | 年開設 I  '" '.o'....r I 機関 トシテ設置

向 上 | 向上ニ隣接 シテ 昭和十 I I 同右= 準ジ一般小工業者ノ機械工業技術

機 械 工 指 導 所 | 四年開設 1  1 ノ指導研究 7 目的 トシテ施設

腕 者 生 活 指 導 策 |城北ニ開設 • I  I向ま二季涼むき宇野ご界五五

底 員 道 場 I］ｾｵＭ Ｇｭ ＢＢ＠ I  I盟主主
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開 j町 | 北河内郡私日 叶

| 興盟関後 エ必要 ナル青少年 ノ 鵬 輔君川

奥 lill 拓値 釦11 ｾ家主立場 夢 中
練ヲ ナ シ、場以テ満員長開拓義勇軍訓練 / 大

| 阪地方滋 トス

市 民華文化対策皇 1; 泉布扱 内

明 治 天 紀 念 館

l 明悶 / 御綿7 '1.¥ll. ｴＺ ｾ ル 大阪 ニキ ス
ノレ資料展蓄電、並 = 各種曾敬化圏鐙 ノJ翠徳最

仰ソノ他/ 修養講座 場

同 上
! 市民義術的 線 ノ向上ト ソ ノ 献化 7 悶

美 術 ノレ ｾ メエ利 用 ス

大 阪 主 主 天 守 閣 大 阪 城 内

| 何 時 トシ大阪市 7 … ル郷 土

史料 7蒐集陳列ス

市 民 博 物 館 天 王 寺公関内

| か 科隼文化繊 / 日 要 ナ J レ資料

ヲ蒐集陳列ス

電 気 普 及 官官 市宮策局内

Ａ 静電気智議普 及 Ｏ ｾ ［Ｈ ｾ ，要内 料
展観並ニ講習施設

| 市 山 ト電気榊 トノ 締ナ ル関係 7

電 車 主 主| 皐 館
知 ラシ ムノレ儀 メノ 資料 7展観 セ シメ 、最

上!約二 「プ ラネタ リユームJ 7' lil!'ク

市開 力向 策 ! 面 積 間以上ノモノ | 紀冗ー吋 年 間 | 主要 ナノレモ/ ノ咋)11、天 持 民 大 阪城

大 ・ 公 関 トシ計十六ケ所 主義トシテ計盤中/ モ/ 城扇北、 中/ 島、娘 、 桃 ケ 池、 田山、

十 一ケ所 l  町、茂代池、卒野 鷺 関トス

!] 、
公

関 ｼ 面 積五 千 坪 以 ｆ ノモノ ｉ 同 右 問 中ノモノ刊 ｼ主 ト シ テ土地 ｾ ｩｬｬＱ ｊ 蜘戯 昨 提場供等 ニヨ ル

トシ四十七ケ所 二ケ所 モノ多 ク 、 児童遊場運動 ｬＡ＿ｩ ｴ ｊｬｩ ｾ ｾ 充ツ

街 | 交 通 胴上必要ノ 篤 メ ー

ニヨリ 設 ケタノレ モ /

市 密公図面積 ・昭 15隼4月現在〉J M5.872坪 J  647.939坪

府営公図面積( 同 82.068坪 〈住吉、住ノ江〕

市内公開商務( ( 紀念事業完成ノ場合) 1065.600坪 、市面積= 封シ 1. 9.% ｾ＠ 'id'ル

縁 側 及 緑 地 成 場 l | 地方開 トシテー

ノ見地 ヨリ 、調査研究中

市図民教化封書策
l現在市立 トシテ阿波座 | 紀元一向 年寄念事 市 民数髪動図、告書書暇善用 / 目的ヲモツ公開施

官官 西野回 、御蔵跡、清水 業 トシテ中央闘官白書十 設 移 官官 アモ級 管ス

谷 、今宮 、城 東ノ六 ケ所 設 中 1  、

憾 背 骨昔

| 帆，)j1b包向 上、身 畑、 問 技ノ

ヲ詰 設 7 目的 トス

| 吋 力 向 パ 競抑 協 開 設 的 使

市 民 運 動 場 面絞 約 三 堅 坪
用施設、陸上 技 、野球、庭球、飽、排

大正十 創設 球、 プール等 7設備ス

| 天 王 寺 公 悶 ー 嚇 植 物関 I 新淀宮川公開 エ哨 運動場

市民慌力向上教化対策 城扇北公関 = ノ、教材 物 l司、貸農 閥、 民間 山公関 根 公 関 ニノ、野球場

公 闘 特 殊 施 設 l町公閑ニハプール 大阪被公閑 ニ〆、天守閣

経済保護 事業

位

l集聞配位 トシエ 十四直 l l 前欧附 室主ノ 四 時 トげ 帥 / 安

普 主E 位 宅 域ニ施絞金戸数千七百 定生活改 7促ス目的ノ F ニ建設 シタ ノレ

十五戸 モ ノ

う子 書艶 住

l問 世 トシア六区域 |

宅 三=施戸設会戸数回百九 十

1 賞 初計慾 / 残部 目下促 I 不良 佐 叫改良法ー ヨ リ昭和 一 年 川

改 良 住 宅 土 地 / 賀枚 17.691坪 遊 中 要 改 良 地 ｾ ニ跨リ総面積 約二 高 坪 住宅建
建物戸数 卜010戸 設官製定数千百世主戸/ :像定ナリ

l昭和十四時 一 百 戸 1 報 F建住宅難桝Ｏｾ［Ｈ ＮＺ￈ ト シア 労 務者
ｾ＠ ;盈 イ主 昭和十五年度七百 住年宅ノ 設 ニZ真理占 7置 キi自十四、一五雨

昭 和十六年度三千戸戸 度ノ 分 ノ、目 下工事 中

軍需労務者 作 淀川 | 此 花 時 各 1 軍需工場 側 ノ 鞠 者居住 7確 保 シ以ア

背 年
妓 * 報関祭ー ケ所完 成 ーケ所宛、 目 F工事 中 生活 ノ安定、生産機充 ノ基底タラシ ムル

モノーケ所牧容約二百名

宅 | 毛馬阿 佐 イ |

| 冗 綿 舟徹佐 時 生 活 即 附 シ タ

淀 )11 位 ノレモ家舟 去 7 機 トシ之 7一段住宅 トν

テ建設
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l回 F 、今 宮、鶴田f 、凶 | 住 宅 難 綬 川 例 ノ lM附』也 叩 州 側 ノ 慨 楚 低

宿 泊 焔 設 野問 、長 柄、九保 各 寮 並 変質改築向上ノ n一部祭会 日正ナノレ キ居住場所ヲ供奥ス ノレ目的=ν

= 海員ホー ム言|一六ケ所 二 百十n:=rp j テ合計牧草手定口二千 g トス

I  ｾｾ ｾｋ ， ｡ｾ］ｾｭ ｬ＠ I 叫保 護 所 目 下今 宮、鶴僑= 関投 手土化方法 ;1 ｾｩ 年ジテソノ生活厚生 ヲナサシ ｬ

ムl活首l長k基老?容'h人ニユ口シヨ五テル 百 %  

家 族 生 維 持 悶 ナノレモノア

厚 生 寮 西成ニ開設 、昭八、 五 容 スノレ共同浴場炊事場洗雄詩型場ヲ備 7
0

j次

容家二十五議

小 工 業 者 住 宅 l西淀川区 明 薗 叶

設 下計3';1中 n メ1]、工場 f.j ・住宅 7 六十 四戸建設ス

名 古 屋 市 の 2 つ の 厚 生 施 設

名 古 屋 市 運 動 公 園 概 要

所 在 地 名古屋市昭和l亙瑞穂町字下内田

敷 地 面 積
42. 318坪

規 後 ィ、 陵上 競技 場

スタン ド一部銭筋? 昆凝土法一部土盛

Jflc容人民 25.000人

ロ、 野 球 場

内野スタンド繊筋1昆凝土法餓'11. 上家付

外 野 ス タ ン ド 土盛

同 42. 000人

ノ¥水 泳 場

ス 9 ンド一部銭 筋f昆凝土造、一部土縄

問 7.000人

ニ、 庭 球 場

ス'タンド一部鍛tmt昆凝土 3主、 一部土投

!司 5.000人

ホ、相 撲 場

スタンド 土盛 岡 5. 000人

へ、 馬 術 場

ト、 先主主遊間

建 設 資 1500.000. 000閣

工 程 地 鎮 祭 昭和 13年7月9日

陸 場 競 技 場 ・野球場 ・庭 球 場 ・相 撲場〈昭

和 16年3 月竣 功 激 定J 児誼遊間惣丸h殖樹 ( 昭

和 15年 7 月完成〕共他施設ノ、未着手

設 計 及 監 督 名古屋市土木局

名古屋市療養所梅森光風園概要

所 在 地 愛 知県草愛知郡天日村大字植回字梅森

敷 地 面 積 102. 527坪

規 模 ィ、建 築 面 積 延 坪 3. 570. 459

1. 第一期竣功建築面積 同 1.298. 800 

2.第二期工事建築面積 向 755.447  

3. 第三期 致 定 建築 面 積 同 1.516.212  

h 主 要 建 物

ヌド官官( 木造二 階建瓦主主〉 診 療 室 ( 1  ) 検

査 室 ( 1 ) 病 室 ( 24) 外気小屋( 36) 司3・

護 婦 寄 宿 舎 ( 1 )  ￬Ｑ哨 ｩｈｾ ( 1) 電気室

( 紹介者) j-t 
-
a

・

6

1
nμ

・

武

Ｍ、Ａ ｾ...  
'目、

ｴ 上 ・ 名古 屋 市 ［ＱＱｾ iJi1J 公 閑 J英 語Q¥

¥-F ・名古屋市結核療養所梅森光風間/

(  1  ) 炊事窓 ( 1  ) 洗f扱J号( ・ 1) 浴 場

(  1  ) 銭安全長 C 1  ) 外以会全 ( 1  ) 傭人

盆 ( 1  ) 自動車車);le C  2  ) 門r{ti 所 C 1  )  

汚物焼却場( 1  )  f i WC  1  ) 動物合 C 1  )  

薪[ 炭t i H( C  1  Ｉ以 上 半家ｾ瓦葺Ｈ侭シ数

字ノ、棟数 7 示エ〉

ノ、、患者牧容定只 750名

第一期 ・第二期工事完成

第三期 工事昭和 16年 3 月完成の官設定

1210. 000問

名古屋市土木河建築諜

工 程

奇怪疋田氏は名古屋市怨察課長

建 設 費

設 計 及 監 督
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都 市建 築

本者向は、大阪市にひら かれた「興盛以生大' I 1 J のう.H1

令報告の「都市と厚生運動」の部門に滋表 した uJ干究論文

の概要であって、日本建築協合員と して 云った手前上、

蕊にー磁有資に供する。

初め、大令事務局に提出 した喜志汚抜書きには、 「治省

都市Ｈ 殊にｾーの住宅地〉にか ｬ ず乞疎開化の必要なことは

阪に一般の認められる鼠である とし、 これを [l;Eに if.<認さ

れたものとし て疎開の皮合に就て議べる。

者ni 市の もつ色んな視伶を ほどいて了ったやうな疎開は

論議に成立つで も、これは市・な ユー トピアの績散に践す

るものであ る。

まEで、厚生、防空の雨 }j 薗よ り生れる分数的意力 と、

立地 、 都市 ｾ ｅ 符 土からくる牧 敏性とは 、相反する事情に

ある現代都市 に於ては、2を際上どうして も之さ吉岡方面 を

にらみ合せて、科鎖的 に郎ーす る疎開の皮合 を決定する

必要がある 。之を数理によってp日現 してゆきたい」

と云って、地代と家屋のI周密化傾向との相闘に就いて

云ひたかった が、'wi 日の後表者 の愛表の調子があま り込

入った内容の ものに胸れるものがゐ なかったから 、念、に

本稿の宇うなことに云ひかへて了っ た。我々技術者仲間

ではあま りにもわかり 切った常識程度の ことなので、お

乙がま し いが 、 誌 ょに Ｑｾ ("。

今日 、 よ〈都司J膨 脹 乃抑 aiIJと か、分散とか 、疎

開と か云はれております。 その内疎開に就て簡単

に flJ. 1:: け¥ 都市形態に就て我々都iti技術者はどう

云」、事を考へてゐるか御wへ し? こし、と思ひます。

確かに我闘の大都市は吾々の望み通りに登達して

了って、東京に致しま しでも 、大阪に致しましで

も明治木胡に は、 ? こしか世界大都市として は十何

位かで、非常に肩身が狭か つに のであ ります。ぞ

れがこの三十年I i ¥i に累進に累進を重ね五指に昨へ

られる自他共にゆるす 一世界の 大都 市 に な っ?この

であります。共の地 域 ))) 夜さ、人 口、 それから 人

口密度から中しましでも 、名貰共に great 東 京、

great 大阪になって、;吾々の年米の念願を 十分渦

Tこして央れTこのであ ります。: i J ; zi l i : ド イツの防室雑

誌に、日本の来京、大阪の大 きいことは欧洲人 に

到底理解しが fこい、 とあって、京 京の何寓分の・

楽筆者は大阪市防設課 ・技師

若手 鰻 疎 開の

宮 穂田 秀

かの地 l副の上 に、 ドイ ツの大都市 とMせられる ド

レスデンとか 、ハ ンプルグの ｬ ｩ ｩ ｊ じ ｗ ￬ ｊ｜｟ の 地 ｩ ｴ ｹｾ ｬ ｾ 重

ね合せて、 こんな に大き いのに と 共力大 さ力11;成

を説明するのに大槌苦労を しておるや うであ りま

しに。大阪市に致しま しでも 、同様な方法で、平

盟f一杯 に 巣 し な く棋がって居 る、 所 謂 グ レ ート

大阪を読d月してゐる。 その挿絡 を見? 二時には、誇

りiこ似 ?こや うな感 じが致 しまし て、つい興味 を持

ち、 読んで見ま し?こ底力Z、 内容は徐り 、東 京、 大

阪はドレスデン とかハンプルグより も偉大な都 市

でゐるやうにも 香 いて ゐなかっ fこのであ ります。

我邦の東京、大阪のや うな大都市 は地域 、人口

に於ても 世界に冠?こるのみでな い 家 屋街良ーに 於

ても更に俊位を占め、凶洲に於て最 も家屋空昇段:が

大と云はれております 巴里の貧民窟 にも匹敵する

務長Eを、 東京、大阪のどの部分に も持 って居 るの

でありま す。さ うして、叉疫病の護生死亡率の高

率、 その他 都市から粛す事故 tこ於ても 大い lこ抽ん

でゐる のであ ります。斯 う云ふや うな、不衛生の

資料、死亡率に於ても 、大き い撒字を競ってゐる

事は決して名手手な事でな い事は勿論で あり ます。

誌に過大 lこうたし? こ都市に封 す る批 判が起 るのは

eS然 の師若と思ふのであ ります。 併 しょく考へて

み ま す し 本 邦 都市が世界の大都市と 膨 大 さを競

って今日 の地位を獲得し ?このではな 〈て、現に賦

洲の大都市では 、大都市の悲i引に直面 して、そぞろ

恐し〈なって都市の膨 脹 } ] に疑問を い亡き初め 、

遂に膨脹 tこ手加減を加lへ、抑 制 し始め 1: にも拘ら

す¥ 本邦都市は馬車馬の如く拍車がか りら れ放し

であっ fこので、遂に次々 と肱 洲都 市を追越してい

って 、悪化 し1: 症 j伏を自覚 してか 、知 らする iこか、

兎に角 、大き くなって了つ?このであ ります。

それで 、その雑誌では気の毒な日本の都市よ、と

哀れむ主共に自の戒めにしてゐる詩であ ります。

この自党なき我邦7 ) 都i li も漸〈賦洲都市の とっ

てゐ? こ iヨ1lt lJがわかり 、都 i iTの膨脹力に針 し抑制力

をカJl へねばならな い と自党 しにのであ ります。

2 1  XI I  



j折う迄に過大に符築し切っ fこ肥大症ははj州都市が

やってゐるやうな抑制とよ ､ 、 ｩｾＱＱ ｩＱｊ Ｑ ごげでは 、 もう

間に合はなくなってゐ Tこのであります。過大都市

の頂鞘を極めに都市では、此届で一寸登り方をひ

かへるにげでは追付かす¥ 廻れ右して百八十度廻

持 して 元 来T二道に 引返きねばならないと 、最 近

考へついて 1k1ごのであります。これが都市膨脹力

に封する都市分散、疎 附D考へ方であります。確

に人 口が調衝であれば、ある程生活力 Z使利に迷ひ

ない。交通にしても 、都市行政、経済の上から も

同 じ〈 有利であり ます。此の大きい利黙がある iこ

も拘らす・之を犠牲 lこして迄、現在の東 京、大阪の

膨大化を抑制し、且つ意識的に分散せしめ、叉疎

開しようと 三五、のが今日の動きであります。それ

には、 大 きいY/'- 力と多頒の費削とを要 することは

ゑj論であります。何故かく迄、大 掛 りなことをし

てこんなことをせねばな らな いか。それは今は主

に都市の厚生に就いての色んな統計資料から説明

されて居ります。如何に膨大都市が一 時便利で産

業に十分能率が上つでも、都市を象ってゐる市民

の衛生、 l以生に大きい l暗影を投じてゐる 、 それ lこ

はi: L t ひ切れない。米世的な膨大j J l j ) j際都市は自ら出

し? こ詰紫によって自滅の外ない延いては都市附

近 の地方出村から次第に日本を蝕んでゆく病元謹

であると: . z ; ; . l 、海ヘカ: 強く起って? l d このでありま

す。イ111ぴゆ〈表面 j ) 姿に凡と九てゐる 1mに、 内部

に紫; f lUする パチ J レスぞ護; もして慨然とし? こ諜であ

ります。

以で 、抑1I II J、疎開、分 散の ことばの意味を一寸

巾上げておき ます。事P i IIl J とは緑地地帯とか、長耕

地をナ ペルト式 l二都市の市街化の周囲部にめぐらし

て、外に市街がはみ出さないやうにする方法と、

内部的 には人口 の密度、家屋 J ) 密度の増大を防 ぐ

方法とがゐげられて居ります。分散とは衛生都市

的に、その緑地地帯よりす・っと離れに所にノj 、都 市

として分散配置することし工場分散のやう仁、

大工場を大都市に近接して建設せ しめな いことを

意味する場合もあります。ここで言 ふ疎開とは市

街地の家屋の建 坪 E 敷地の割合の比をノj 、にする。

即 ち家屋密度をIJ、さくすることを?指し、人口的な

疎開はここ では直接蝿れないことにします。 極 段

。Ａ ｪａ虫干ｩＺ ＮＧＡｬｫ ｬ 遣が 都市 の 常態で 、 日Ｇ ｾ ［ 1 ) の悪い裏山育

ちの生析が普通であって 、不衛生を通越して、時

XI I  2 2  

lこは大疫病ーの宮芝生地1 ) 集窟にな Tこり 、火災、71¥容に

は救助の仕様がな い修繕の巷 が現出される都市ーで

は決して都Tli 生活は幸市長ではない のであります。

この傾向は近付t決してひるむ所 でーはな い ど し

どし建ってゆく大工場の新設によって' 都市周囲

部には更に拍車がかげられようとしてゐるのであ

ります。園民の髄力 の低下、殊に国防第一線に立

つべき青年の髄力 の低下に謝して徴兵官をして憂

へしめてゐると聞いて居 りますが、こ の傾向は大

都市の背年に於て最も甚しいと聞いて居ります。

之も ーに環境 D悪 化、即ち者In1i家屋] ) 密 集j伏態に

負五、j列が齢、しとしない 乃で あ り ま す 。 乍 然 疎 開

はちりぢりに散らばらねばならない のTごと flol しま

しでも 、間合以態 D 繍散 を] 理想 として はならな い

りでありますLO 都市のもつ紐ヰ1与を11 f ? いて了つにや

うな疎開は私立にεH加として成立って色 、夫は嘗つ

てのユ { トピアの幻想 iこ堕す るものTごと 云 ふべき

であります。人. 口 が集中し建築が集合して都市を

象つ 7こ所に 、 共必然性を認めない詩にはゆかな

い。 人 口と 夫を牧容する建築が一定地域に一定密

度に集ってこそ都市は成立つもので之を担否して

は都市の特質がな くなり都市のもつ機能も従つて

な〈なり都市は崩壊して了ふ諦であ ります。

然ら lま、者s市の機能を失lまず、且温容獄態の悲劇を醸

出さない程度の都市の疎開と云ふものは如何なる獄懇の

疎開をさすものか今後ここに畜々の前究の課題をポめ度

いのてあリます=窮極、今日の疎開の基準lま高度圏防圏家

怪和lの一分野と して之を考へて行き度いのてあ Uます。

そこで、此の疎開の目的となるものは第一に厚生てあ

リます 。 家 屋の 日 ｾ リを 考 へる日燕法、或ひ ｬ ま 通風、 緑

地の利岡としての家屋の疎開、第二に防空よリみた疎開

てあリます 。 敵 綴 よリ役下する 爆 Ｑ 翠 をして 効 力ｾ 減 退さ

せ息つ地上防禦の態勢にはどうしても家屋が分散疎開さ

れてゐなくてはならないのであリます。腕艇として繍〈

瓦の湾の本 邦 大 都 市の市街地lま全く 延焼の橋てあリま

す。私はこのニつ、厚生と防空を園防都市の疎開の要素

とみたいのであ リます。此のニつの理由のみて疎開の必

要を唱へても決 して遁言てはないと思ふのてあリます。

淘逸のハンス・シヨツベルゲルも 「防空建築J の中に防

空と厚生と交叉する ところに都市を疎開へ導 くものがあ

ると云っておリます。厚生を目僚に疎開された快適な明

朗都市! ま一方に方? いては防空を根本的に解決した妨空都

市てもあるのてす。J r に疎開都市lま謂!まlま、 都市の平破

爾擦の縫へでもあるのであリます。 ( おわリ 〉



設 計 に 就 い て

rsl ( IJJJ !寸山のl ' 阪を切り展いた高

. 従って細長きzp面志望* た。建

物 。中央に長き廊下をとり 各ｾ＿Ｉ

00筒を青fってゐる。

「談話室J vi 16liFの腐 さでー吹放天

井とし 床は土問ー部に中2障害を設け

てゐる。此乃室は食堂ともなり . 叉

夜は響火を酒んでき脅しぎ談話室とも

なる。附簡には休想 ・展望の篤に腐

ｾｩｬ 署 訟を作ってある。

「股室J H皆に和室とF宇室を設け2

H初土をきs洋室で. 股遣はと下 2 gに

設けて書、る。

「共同次現場J I土. 利用者には震12

なる作業乃一つである憶に. 特; こ:兵

の配置にぎむなし主E箔1 ) よい中央

に設けた。便所b討度り廊下を: : e て L

殻庁Ｎ之に ｾｎ 宣 ｬ ｬＧて ｦ 盲導只の

「浴苦言J がある。i度り廊下の崎側は

洗面ヲ? となってゐる。水はf出陣手η 井

戸よりポンプで山土吃:貯1 < 柚へ送り

此隠で減過をなし給水管で各所ヘ主主

71てL てゐる。談話実につづゐて臨場

を設けてゐる。

池 を 断 て た

第 1 階 卒 間 関

t号 2 間帯卒 l活関

道 場 背 面 列 鍛 坂 下より入口を見る

i龍 の 池 ・ 山 の 家 「大阪市賓業準絞退場〕 段計・南海電鍬事業部 施 工 ・ 向 井 純 1  XI I  



前 頁 平 面 聞 の 説 明

]. 入 口
1' ) 樹

鏑

ゆＮｾ 開
11. ，ｾ＠ ーノ!- コ

. ' 大 ホ
ノレ ]o 洗 町 所

'1. ｾ ｊｊ＠ m所 ( 室〕
]6. 使 所

5 物 品 問 給 室 J i . 腕 衣 室

(] . 監 寝 入 妙 ( 窃 場 18 裕 室

1.  同 室
l D. 物 鐙
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9. t . 羊風寝耳きく同 3 21. f盲 導 員 室

] 0. 附 F珪 言雪 22. t . 平案疲室( 箇健〉

]J . 共 同 炊 '101:1 場 ｾＳＮ 非初勝隠

12. カ ーマ ド

ハ ノ レ コ

談話室 .1: 1) 中2 階を見る 股 室

X I 1 2  瀧 の;也・山の家 ( 犬阪市賓銭高怪佼準場〉 設計・南海軍鎌司E媛昔日 給 ヱ ・ 肉 弁 総
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哩昌 史I

朝

・ r;Jぜ・

玄 開

2 階 を 見 上 げ る

談 話 室
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XI I  1 0  大 阪 市 立 后 員 道 場 設計・大阪市選築部 施工・新工務底

]  膨ーー

娯 ｾｾき 言雪

2 食 堂

:¥. 軍司 諮 ｾ＠

4. Il!!l 接
ｾ＠

fl 司3 t苦 可宅

9.  :!1( 1f1  言寄

7.  1:皮 了 宿 直 室

s. a  i2 i 宿直顎

Q  

ボ イ ラ ー 察

]1). (: i  寄き

J I . 股 衣 寄号

e . 便 所

J : "l . 澄 場

11  園 仮 掲 揚 任



ｾ＠

2 階 卒 面 図

2  階一一

1. 築 曾 場

2 映 潟 祭

] 階 廊 下

大 阪 市 立 庖 員 這 場 設計・大阪市燈築昔日 施工・新工務庖

全 景
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忍 道 浴 場

修ｾ

XI  1  2  
大 阪 市 立 庖 員 道 場 設計・大阪市建築部 施工 . ili 工務底



西 階 殴 室

浴 祭
佼 丁 宿 直 室

大 阪 市 立 庖 員 道 場 設計・大阪市建築部 施工・新工務庖 1 3  XI I  



南 倶11 外 観

ゐ匂

冒

'" 宮 包

卒 間 関 〈縮尺 ] Ｚ ｾ Ｚ ｊＧｊＩ＠

北 側 外 敵

X  I  1 4  大 阪 市 立 北 郊 外 保 育 所 設計・大阪市建築部 施 工 ・ 犬橘新太郎

1  1  



内 部 ( 2)

東 側 外 観

玄 関

大阪市立 ｾｾｴ 郷外保育所 設計・大阪市建築部施工・大橋新太郎 1  5  X_ II 
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9  

第 2 階 苧 而 闘 2  

〈縮尺1:澗 〕g L一ー~ーレ一一一

10 

] 附 IU[ i 下

大阪市立児童毅育相談所 設 計 ・ 大 阪 市 建 築 課 施 工 ・ 森 本 組

l j 5面 図 説 明

]  I啓一一

] ポ ー チ

2. 玄 関

:1. ホ ー ノレ

4. 待 合 室

5. 隠 援 護

b 所 長 案

7. 事 務 緊

ＸＮ 研究調査ｾ

ＹＮ 湾側ｾ

]0. 宿 直 室

J J . 休 援 護

]2 小I i e 室

H 炊 事 室

ｊＮｉＮ脱衣ｾ

] 汚 浴 室

]6 便 所



苧 面図司骨明

2  勝一一

J. 曾 識 霊 祭 食 堂

ＲＮ 図符ｾ

3. 機 査 室

4. 診 断 室

5. f . 車 診 室

6. 密 閉 虜 駿 *

7.  X  Ｎ ｾ 光線室

8. 機 械 1 : 1 験 讐

9. 暗 室

JO. ｾ量備室

J J .  f . 寄 民 警

J 2 ・便 所

2 階 限 緩 室

研 究 調 査 室

大阪市立児童教育相談所 設 計 ・ 大 阪 市 選 築 練 施 工 ・ 森 本 組

機 査 室

1  7  XII 
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玄 関
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XI I  1 8  今 出 川 幼 稚 園 (京都〉 設計・中西六郎建築事務所施工・ミラノ工務庖



l f 5面 闇 夜 明

1 階一一

l. ポ ー チ

2 玄 関

3. ホ ー ノレ

4. 遊 戯 護

5. 保 育 室

() . 保 師号 室

7 待 合 室

8. 炊 m 室

9. 小 使 室

l O. 男子手洗 ・7Jて存み湯

l l. 女子手洗 ・水容み場

l 2 女 子 使 所

l 3 男 子 便 所

n  1主 原

l 5. 洗 濯 場

2 静 -

l . 園 長 住 居

2 保 信 号 住 民

:l 裁縫 ミシン講 習 室

4. 生 花 茶 講 習 室

f' . 料 理 講 習 室

6.  !設 備 室

7. 洗 面 所

8. 浴 室

9. 便 所

l O. 踏 込 み

教 室

今 出 川 幼 稚 園 (東郷)

生{E . 茶滞在? 室

待 合 室 洗 面 所

践計・中西六勉強議事務所施工・ ξ ラノ工務庖
1 9  X Il 



外 観

デ レ ス

棋 官 E

持ｾ陸軍

1雷鳥

苧 面 固 く縮尺 ] ぷlO)

背 国 外 観

XI 120  葺 金 地 托 児 所 ( 大阪市〉
段計・市港築部施工・.友図書長太郎



遊 戯 ;i; を 見 る

テ フ ス を 見 る

資 金 地 托 児 所 ( 大阪市〉 設計・市建築部 施工・友図書梅太郎
2 1  XI I  



古

XI 122 

建 築 新 抄

]. 最勝yf r . 五霞椛 (1)1，、JliJ) 江戸時代

2.  Ｑ 妄勝 ｉｦ｣ｾ 普怨第 Ｕ 暦

この3告は江戸待代の建築

とは言ふもの L 訴に見る秀

抜な栂造形式を附へE昔、に心

径の憾遣に特色がある。

Ｚｬ 目 長跨寺三門 Ｈ ｾ ｌｬｬￎ ｪＩ

江戸初期の磁築上層によ

る階段のところには暫uii.ii 'll

手 ｉｊ の 三 ｲｾ にある 知 雪 山 Ｑｬｩｩと

稿する附濁他物が附いてゐ

なしのは奥色である。

( 20 )  藤 原 義

北 閣 の 古 建 築

ｾｬｊ Ａ Ｇ 土青森の ｊ 捕から Ｎ 南は九州の涯までＮ今の位でも距

離はA い。交通わ不便な激白年'乃若にあっては. 今のm

京 がらロ 【マはおろか. 北極がら南極へ行く位に痢りは

あった。然も爾極端の建菜には殆ど距離の差はなく . D( E

だ時代の差ばかりが認められる。時代が: l 1 iーし くなるに従

って漸く地方によく建築の差由港しくなってくる。それ

は古い湾代程建葉. 後室が近畿の直接間導下にあったか

らである。併L 今. 南に北にo 建築を尋ねて巡る人々 は

培の好に. 堂の室根に・時代と様式とを趨I i & したー麓の

風 土' 内軍事酒気を感ずる。南圏の陽電まさ. 北圏のもの寂び

た山河の容侶に鮫れた仮人の感 't:) とぽかりは云へないも

のがある。



4  高官主寺岡轟陀堂〈宮以脈〉

卒安朝の羽岡: 1.陀i!1PI，日仰のた1t . : に

阿繭陀堂の建立せ仁れるととが多く

その今にｾるものＮ司王零 混 同ＱＡｩｬ Ｑ 堂Ｎ

法界ミ号制強陀堂. 往生協紫院本営.

草野 ｦ 関税寺本堂など京 ｭｾｎ ｩＡｬにあるも

のから北l土中懲寺金色堂西は25後

のi J : e J 寺大掌に歪るまでその数十

ｾに Ｑ 幸 、 る。高蔵寺同様 ｩ 陀堂もその一

つで簡素な外形を持ち乍ら. その肝

l主りに懐 1ft木の一つ一つに秀麗な

平安建築の符色が示されてゐる。

5 同ヒ粁廻り細部を示す。

G. 八備宮静肝t帝t殿( 弘前〉

本野主三明市t流苦言. 玉庖をめぐら

L 中r' を術ふ。務股. 手隙等細雪1

割nlsに! ま宅町時代初期のお色ある彫

刻j古河1' 1才れ. 制 11限値糾初、にも開害

の手法が見ら れ. ｾ ｉ ヒあ る振やかな

な涯の11' にも. 北闘らL し} 鋭、の詫

L きを待ってゐる。

Ｎｾ ｬ ｬ ，＠ ' ，.e主怒to(

‘ ヨL 〓ア ふ 三- ‘ 圃ー

、". .4晶島、ーー ー

2 3  X II  
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寧楽屋家具裳飾定

， : 2: 4・7ktt 6 5 6関節 217' IAh1 28日4IQ
K

/ ;依

1: 2: 4 71c此4 5 6隣閉 300うぷ 288 ＵＸＰｫｪｬ｣ｾ＠

大阪市西 匿南極紅通 1丁目 3 4番地

( ホ錦密電停薗〉

ｬｉｴ自ｾＱｉｊｬＱ ( 64)  2663 ・7932

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す



「図 民 住 居」

此 ｾに謂 ふ「図民住居」 の提案 とは、最近各誌

」てに、持法者住宅の大量建設の 問題が屡々論じら

れ叉共に閥聯して、労務者住宅の標準化が同時に

提出されて居るが、共提唱に臆じて作成され? こ住

町 標 準の試案の提示である。

住 宅 問 題 の 費 生

今次事援も師に三年有徐を経過し、 その推診と

共に、戦時臆制も漸〈共19を整へんとし、 生産力

の 郷充も 主主々強化さるべき時に 221・っ て、 その根元

Ｗ こる労働力の維持確 ｦｾｾ こ結謹必要保件である性居

の 彩しき不思を見る ｬ こ至つ ｦ こ事は 、 韮 ｴｾ 遺憾な事

と言 はねばなもなし 、。

人口 の 都市への集中傾向は、さなき t.: ' I こ既定の

事 賓 として寓人の 認むる鹿である の に、 事 鑓 の 護

生 と共に 官; 然考へ得られる大工業 地 帯の戦 時 程 制

にR草子べ〈 、急: 激なる人口流入をみる の は必 然の

現象であって、共に釘臆して住宅難7 ) 殻生を未然

tこ防ぐべき何等かの策 が 貰 施 さるべきで あっ?こ。

過ぐる 第一次肱洲大戦に 際 して、各闘の嘗め ?こ

苦 L 、経験もあ り、 一部先先者は今日 あ るを先見 し

て、事i 1fj に警告しTこので あるが、適切なまJ策 が 講

じられなかっ fこか 、或 は 叉、 計 笠 され?こlこしても

(  1)  

例へば大阪市に就て見て も、第 l 表の如く 昭和 9年の

関西風7-，，11; : 復興事業に仲ふ人口の念放な流入の後、引最重

心、 で験時生産括責充期に 入ったため、依然と して人口増加

の急騰を綴けてゐるに封して、イ主居の増加1ま数は、1Ii':l 和

11年後、反って低減の現象を見せてゐる。隠って、そ の

笛然の跨結と して、 ｾ家教の ｩ 斬減とな り、 昭和 Ｑ Ｔ 年末に

は、還に佐居教 100 に封 し空家事立は l .08と言ふ来合有の

低容を示すに至 り、ひいては 10煎僚の寄寓世帯数( 世帯

数からJ ! l : 居佐々 居埋まを減じた数〉に針して、 6 千事長軒の

主主家 し か残 ってゐないと 言ふｾふべき現えたに迄抑詰めら

れてしまったのである 。〈第 2 図表〉

此事は、 今 日の「住宅難J なる言葉の内容が、数年以

前j-i Z とは金 〈呉った切資な意味を有つ事に注意 しなけれ

ばならな u、。在来の「住宅難J とは、一方に空家が津山

あるにも側らず、低」段入階級が其低ー牧入の故に 「住むベ

楽園民住居僻究歯員 f 在大阪J

の 提 案

旗 咲 千

何等かの; 盟 111 で賀現が遅れ? こ痛か、何れに しても

有効なる賞施を見なかっ 7こ中に、 都市工業地域は

人口 の急激なる増大につれて、2さ家教は極度に減

少 し、カ11ふるに新規の貸家建築も亦材料手間の不

足と建築費の騰iまから供給極めて不闘滑となり 、

人口 の増 大 に伴ふ能は子、此底に工業地 帯 の 位 居

は絶目宣教の不足を来? こし、共がひいては都市ー全般

の住居拶11底を見るに至つ 7こ。

然も 人口 の集中は依然停る こ 主 な い 住居 の 不

足は益々 増大する傾向にある。 借 り

陥って今日既に市民居の一部に於て、然 も 共 が

聖 戦 遂行 の原動力ともなるべき部門に於て、驚 t

ベき密住生活力; 始つてゐる 。〈註 2)

之を此佳放任する時は、戟時下生産力の低下、

怯! 民髄 力の下向は明白であ Q て、 ひいては風紀保

安の悪 化、道 徳心の 低下 等 、 其他直接間接にｾら

す影響は誠に寒心 iこ堪え ぎるも の多 い 早急: ｾこ 有

効適切なる主J策 が 詩 じられねばならな L、。

×  

緩 和 劃 策

之等に到する ｾｈ 策と して、 一方に於て 、 都市へ

の 人口 集 中を設和すべ し ，大工場の地方分散化、

き家 J を見出し得ず、同居、雑居から甚 しきは堀立小屋

に至るまでの、7J<準以下の生活を像儀な〈された司王を言

ふのであるが、今日の 「位宅総J は住居棺数の減少傾向

と空家の皆無獄態に よる寄寓世帯数の場大を招来する 量

的の 「住宅政J に事事換 しつ L ある。

( 註 2)

翠に純経済的王家白から来る 「密佐j ならば、其は低牧

入者の常として、普から見 られる所である。 然 し、 今此

民主で問題になる 「筏、位 j は必ずしも 経済的な主因でな〈

一一苔聞に体へ聞 く一部殴賑産業努働者の所調 イン 7 レ

景気から推断 しでも 一一文字通りに、 「入るべき家」が

1縫いおに、官余儀な〈行はれる同居生活の資ら す「密位j

を指ナので ある。在* の 「密位J には「密住」ナる 階級

があった。今日に於ては、特定の階級のみが 「密佐」ナ

るのではな く、特効、移動にf学ふ技師や高級枇員にませ し

てすらも 、住居の不足は r:tl位J を強要す る事もある。

2 3  XII  



大阪市に於ける人口と住居の獄涜

項

人 世主 位 主主 賞 世 位 住 空 人 人

居

平首 宅

目

位

0  0 宅 00 家
平宮 宅 家

住 に に

宅

書す ｾＮｪＭ

年 す す

口 数 教 教 数 る 重立 る 数 教 章生

昭和 5 年 2. 井53. 573 う41. 033 509. 874 26.963 482.911 94. 24 5. 29  4. 55 5. 11 

同 6 年 2. 519. 500 556. 200 517. 162 30. 615 486. 511 92.98  5.93  4. 53  5.18  

同 7 年 2‘ 586. 300  571. 100 529 . 637 28.655  500. 982 92.74  5. 41 4.52  5. 15 

同 8 年 2. 654. 0∞ 585. 6∞ 542.062 28. 088 513. 974 92.5]  5. 18  4.54 5. 19 

同 9 年 2. 722. 700 ω 2. EOO  551. 887 23. 946 527. 941  91. 58  4. 34  4. 51 5.16  

同 10年 2. 989. 874 630. 232 563. 358 19.523 543. 835  89.39 3. 47 4. 73 5. 51 

同 11年 3. 101. 900 653. 900 う82. 289 18. 986  563. 303 89. 05  3.2(; 4. 77 5. 54 

同 12年 3.213. 000 598. 341 18. 678  579. 663  88. 28 3. 12 4. 75  5. 55  

同 13年 3. 321. 2∞ 700. 1  610.599 18.802  591.797  87. 21 3. 08  4. 75 5. 62 

同 14年 ＳＮＳＹＴＮｾＰ＠ 715. 5  622. 446 6. 743 615. 703  86. 99 1. 08  
後 l

4. 75 
来3

5. 53  

表調E

* 表は大阪市涜計i e ' に依る。

来 1 (入ロ/t量得〉 の増大は . 新世格の減少か. 漏身者の流入かを示-r 6 の吉見て大過なかるべ< . 新世帯の士骨加は符格数による時は.

司ｾｾきによってＮ決して士宮大はしてゐなヤ芭するなら ｬ ふ濁守者 の流入く其 も主芭して直援問玄軍需工業閥係 の流入 ｊ であられ

来 2 ( 人口 / 賞居住々宅) の治大は何れにして h平均し て密住度が漉くなって行 〈傾向告示すものである。

農村に於げる工業の振興、衛星都市の護展等が困

られつつあり 、同時に他方では都市に於りる住宅

難の芭接的解決への努力が拶ｾはれんとしてゐる。

本年七月厚生大臣を令長とする下住宅1t 策委員

令」が官制に依って開設され、各地方自治髄も亦

夫々必要なる掠務者住居の所要教を? 出して、共建

設計笠を賀行の方向に移 しつつある。

建築些令色「住宅問題委員令」を設り、首局 tこ

「住宅緊 急Ｚ針策 ｴ こ閲する建 議書」を 主是 ＱＱｾ して次の

三項目を強調 するところがあっ fこ。

( 1 ) 住宅供給を目的 とする政府の代行機関 として特殊

の法人を設立すること。

( 2) 一 定数 以上 の努務者 を雇 傭する 事業主に対 し必 要

と認むる位宅の供給を命ず るとと。

( 3 ) 住宅建築資材を綜合的且一元的にE日給する機構を

整備するこ と。

叉主主近の新聞紙の報十る庇 lこよれば、7象て企霊

院 lこて住宅の供給目別刷ヰ喫緊の要務であると厚生

14 

年

第 2 表

XI I  2 4  

13 

年

12 

年

住 居 増 加 数

7  8  9  10 11 

年 竿 年 年 年

I  I  I  

l∞.α)() 

50. 飢) ( )

昭

和

5

年

l

。



ヂ? と協力して根本方針ならびにその兵髄案の作成

を芯いでゐ? こが、漸〈その決定を見? こので粧前閣

僚懇談令にて審議 1) 土「岡民生前f ，佐保に閲する闘

策」のーとして閣議 lこかりることになっ? こ。その

大綱は

( l ) 閣土計鑑よ閤防産業及び閥民生活安定上の見地よ

り住宅の分布ならびにf j l ; 給にm，金を期す

( 2) 高度岡防岡家建設のため生産力殊に重工業部門の

生産力を確保するため重工業地神干の位宅供給に草駄を置

く。

( 3 ) 佐宅の供給機関としては闘家地方臆および民問機

関を し て乙れにｾらしめ此等にます し ては資金供給資材割

??i につき特・別の使宜を 奥へる

などを? 骨了とするものと比られ、 これにJたき厚

生省案としてＺｪ，くの如 ｾｮ 間 Ｈｉｩｾ ｾｩｩＮｽｾ リ が考 ｛ＨｦＩＺ せられて

ゐる。

供給住宅重重量

1. 金閣を通じて30瓜戸

1. 昭和 16年- 20年の 5 ヶ年計i1qj

1. ＱＵ Ｗｾ 戸を岡家で 、 残 り ＱＵ Ｗ ￞［戸を民問機闘で雄築供

給する。

住 宅 供 給 機 関

1. 政府及び地方隙

l 資本金 l 億四の住宅管| 到〈仮稀〉を新設、闘家に

おいて金額を出資しかっ iilf 般の特典を粉奥する

l 住宅の供給を受 くるもの、従業せる鍛山、工場等

の経営者にして l政府の指定せるもの

供 給 住 宅 種 類

1. 凋立家屋及び共同使用家屋、世帯用家庭及び理由身

者用家屋など

I. 構造は木造

住宅建築に封する図家助成

1. 資材については良林省と協議のうへ森林伐採、 ま

た商工省 と協議のう へ、 &T、金具の供給などに つ

き便宜を奥へる

1. 資金については政府保遣で低利資金の融通を行ふ

となってゐる。

叉、建築協i係法規の方からは、臨時資金調整法

木造建物建築統 ｩｾｉ ｊ 規則 、 地代家貨統 ｬｬｩ ｬｊ 令等が設ギ ｲｩ

されて 、 戦時 ｆ 物資節約の建前から大ｾ築物 の 抑

制をなし同時に/1、住宅建設機運の作興への側面的

効果を某しつつある。

×  

住 居 水 準 の 確 保

今や、 { I: mの大主建設の説は熟し1このである。

今迄の柑図では位: 居建設が人 口増加に追付かなか

っ fこのであるが、今から共に i色付〈 ベ 〈全聞各地

に{ ＱＺ 居建設 が艇に丙ー ｉ Ｚｉｾ 渡しゃう と してゐる。然し
• • • 

乍ら 、ノj、住居不足 lこ釘する一時的釘j態策 とし て、

且つ共を戦時下資材の節約と結び付 げて、組惑な

H居を辿製する時は、恐ら〈宜的解決すらも終了

しない 中に、更に大なる弊守が到来するのではな

から うか。我々 の京市1建設が、此J盛少くとも十年

二十年の長期に豆る事を }.fJ， 1、時、粗.J il}; 住居から再

生Fをされる同比一般の瞳力水準が、粗悪建築のZ ! l f

らす不健全、非術生に I11って、永い 11.¥J に不識々々

舟{ 1: 者の身心を蝕むに至ることを会Il るならば、今

日粗必イセ居に依る禰縫策的解決なるも のは 、結果

的にみて、平に「節約」の本誌に反するのみでな

い将来 の来型建設 に大障害を う Ｑ ｾ Ｑ こす恐る べき 耐

根を残すものであると断言しに し、。

放に今後辿設さるべき住居は、必然、社 fl情 IUメと

と同時に質的向上に就ても {}j せ解決するものでな

りればならな い。此主1:: 居の質的向上こ そが、我向、

広岡防闘争誌としての重要厚生施策ではあるま い

カB O

此 意味に於て 、 大量柿 ｾｻｴ に 先立って優秀なる住

居標準が設計- され、充分なる検討が行はれなりれ

ばならな い。此底に提示し? こ ( い) ( ろ) ( は) ( に〕

( ほ) の「凶氏住居」五砲はその一試案である。

×  

国 民 住 居 の 目 標

現献に即 しに我々 建築技術- / 1 - のなすべきこ とが

先つ ＩｾＩｩ ｬｬ 叶ｴｊｊｩＭの開型川規模 空 〉追求であるこ とは 、

屡々岡 ｬｾ 住居の抗 ＱＱ 日手引こ依って指示されて供 ＿ こが

此原型的規模とは家族柿成に到する故ノ ｪ 、 ｾｬｾ の居 住

商肢と建築時成をｾｾＺ味するのであって 、 共は叉 、

同氏生日のｊＱＱｬ念を ｲｾＺｊ 民 の 翼賛生前に世 い ｔ 二 、而 も

家族生爪に前|悩mを外<i1こさない ]1訂正度の厚生住居の

柿成要素でなげればならない。

本試案は此主旨から護足し、 その計212過程に於

て、終始技術的粧梢[ 商に配慮しつつ、飽迄も 即質

的な質主要尽 ｬ リ ｪ なＩ以生住居の確立を ｾｮ 一 日棋に世 い

?こ。

家族構成より住居標準へ

先つε 色々な家族主1 : : 析を多角的に検討しTこ結果、

即 宜的 ＱｩＨＦ ｾ の生れ松式のイ ｦ 有 ｈ Ｇｬを ｩ ｧ ｪ ａｩｦ し 、 三 帖 、

四帖ノド、プミ帖の単位此居 l凶杭を組合せ 1こ。必要且
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第5表・家族嫌成に華すする必要にして充分なる室重量表

つ充分な居 室 数 し そ れ に 附 随 す る 拘l 入とタ ンス

戸棚類ヨ) 1こめの坂問と を割り出して、 「家族構成

より住居標準へ」の凶l表 〈節3闘表〉を.作成し? こ。

此底に提案 する 五種の凶民佐. 居試梁の設計は之に

基 L、てゐる。

椅子の生活と畳 の生活

J-. 述 の如〈虫の生前線式の干[ : f.ii. 性を肯定しTこ

一一現時の住居問題のま，Hi i ] が主として労務者全1:居

にある以上、共 等の所Z11普通世帯に到して、椅子

の生前様式への飛躍を求めることには、f古，11ま三思

回顧すえき を通設 としてゐるが、仮令j 与を一部に

取入れるとしても、到底投の生日様式の有つ融通

性には勝てないと 信じる。叉、千二i Tの生mが今、

斯〈も簡単に除りられる 理 111 を端的に示すものと

して、彼のd陸災民が建設する恨小屋に於げ る生活4

ｾ傘げれば充分 ｔ ごと思ふ。勿論Ｈ米政衛生上からよ

〈問題 iこされて" i j <: 1: J
監のiWt賄は1 [ 1晩解決すべきで

ある。 (註 3)

2  
2. 0 1. 0  

L、

2  2. 0 1. 0  L 、

2  2. 0  1. 0  L、

3  2. 0 2. 0 ろ

3  2.0 2. 0 ろ

5  2. 0 ろ

3  2. 0 2. 0  ろ

s  2. 0 2. 0 ろ

3  2.0  2. 0 ろ

2  4  2. 5 2. 0 lま

3  2. 0 2. 0  ろ

3  2. 0 2. 0 ろ

2  4  2. 5 2. 0 は

2  4  
2.5 2. 0 lま

2  4  2. 0 

2  4  2.5  2.0 Iま

2  4  2. 5 2. 0 lま

2  4  3. 0  2. 0 

2  4  
3. 0 2. 0 

2  2  5  3. 0 2. 0  Iま

居 室

本 試案に於ては二帖 t 八帳を除外してゐる一一

二帖は共利用性乏しきにめ 、八帖に就ては、相詰・

根強い要望 もあらう が、 それは在来のノi、f主宅に於

て八帖の利用効果が六帖丈 しかなかっTこTこめで、

此底ではそ の有効商肢から推して、六帖と板聞を

以て在米の八帖に代へ? こ。之はー商大量建設に寄

せる計畳間経消考慮も含まれてゐる。

叉、之等六帖、四帖字、三帖の中、六帖は常に

戸主夫婦の寝室を完走ね? こその家の主室として取奴

はれ 、四帖学は従宝として家族室、食事皇室、家族

寝室に首て、三帖は有11助室主して共等に附随せし

めに。此庭に注意 され? こいのは、計 控目標が国民

組織に! 照臆する近隣地計霊にも ;{E 9、其を構成す

べき住居単位である故に、客人の滞泊に就ては溺

れないで進めに。

押 入

此鹿に採つ fこ押入の演 さは従来の生前調度には

主主 5、盤の生活が、其融通性のため に、密佐を可能に してゐる 。我々は盤の生活に於ける密位化を書官戒 しつ L も、猶ほ

E つ、 その融通性の故に、大量建設の急務の前には之に依 らなければならないと考へ、敢て之に主主ることにした。

XI I  2 6  



過小であるかも知れないが、盤の存続と異って、

高度の翼賛生fi71に順j態する無駄のない新生日を根

底に考へるならば、此押入なるも のは最低度 まで

下げ得るので、 言ひ換へれば、奥行 3 )て の拘i 入の

中に、グンス等を押込んで使用する様な下手な利

用が間労乏ない程度まで切諸め得る筈である。

甑 間

各種家族構成に相癒し 7こタンス 、戸棚類の置場

として 、 奥行 Ｑ 尺 Ｕ 寸 徐ｊＩ板間を設 ｾＱ こ。

在来の小住宅、殊に借家に於てはタンスと か戸

棚等のTこめに八帖は六帖に、六帖 は四帖牛に挟め

られ 、誰もが、 その不 合 理 に 従 順 過 ぎ にのであ

る。タンスの如き今同定家具は肢の上に置くべき

ではな い。

板聞を探ることで 、 ｾの 有効商積が増大するこ

主は、厚生住居の確立への安直な ー進Tごと思ふ。

床 の 間

家族生活の精inlj l的擦所として世に誇るべき床の

間であるにしても、穴帖以下の安に於ては、 それ

相肱に狭められるの は首然であらう。併し、 その

位置は得重して配置さるべきである。

玄 関

普通世帯では高級住宅にみる腕問の様な釘客的

な一つの見栄と思はれる ・「裕り」は排すべきであ

り、叉その要もない。自縛率、乳母車 、三輪車遊

ぴ道具、下駄箱等々一一或は一時的物置場ともな

るであらう有用な土聞を大きくとり、康問は翠な

る通路に迄狭め fこ。

便 所

日々献〈べからぎる重要な存在であ りなカ旬 、

改苦されること極めて少なし呼化設備は経費上

質行性に乏しい? こめ、一般は相鑓 らす・溜室 の不潔

を託ちつつ生活してゐるのである。改良使摘に就

ては貰験後退報するも 、此問題の解決は建築技術

者 iこよってなさるべきである。

蛋 所

主婦達の要求に 沿ふものとして、ややf 6' rき土m

? ? 有つ最小限炊事;壌を標準化さうとし? こ。 ( し、〉

( ろ〉 は土聞に物入を?と れ れま) ( に) けま) は外部に

物置を設け ?こ。

浴 槽

各型共、浴糟は設げなかっ? こが( に) ( l i ) にはそ

の 考慮Ｚ を 郷ふべき Ｑｾ つ ｦ こと考へてゐる。

東京市の住宅調子主 ( 昭和十四年九月 末現在調〉

に撮れば、 制芥世帯線載の 17% しか浴料lを有 T二十

大部分は銭湯 lこ行く か立ひ湯を してゐて、且つ 17

Fぎの23. 6%が給料生活者 12. 5 %が労務者となって

ゐ?こ。

単 位 宅 地

n¥i口 4111J 、 奥行 911ft ( 建物敷地として7. 5問、

楽闘に 1.51l 0) 即ち建物強地に 30坪 を楽関用に 6. 0

坪 剖12定 し?こが此の草位宅地の設定は近隣地計書

への研究詑 1-;η 大 きな難聞であるが、之に就ては

今後の研究に倹? こねば明確なる提示はしが? こ い。

楽閑に就ては、ー 中畢生の宜行報告にt取り 、官余

暇作 業 場としての家族菜園 の 照さを Ｕ 坪 ｾ Ｗ 坪とみ

7こ。

配 置

四戸 一棟の長屋型態が段型であるのは、一部各

戸に猫立性を附興する fこめでもあるが、 此底には

阪市1[1地方に於ける臼 j照通風の僚件に沿」、積極的な

意岡も含まれてゐる。試案として採用し? こ段型長

屋 と普通の矩形長屋 とを較べて工費、地代、維持

費等はさして大差はないが、一際問題 とされる の

は首然である。

家 賃 と 牧 入

家賃算定の依1' 1' ( ( い) 型企J : : 屑一戸に就て〉

【仮 定】

敷 地 30坪

建 坪 11. 45坪

建築投資線、相= 1. 800闘 ( 但シ大震建設ノ場合〉

火災保険料、維持管斑費並びに公諒= 年 額72岡

原 倒 償 却 年 賦 金 年 6 分

建物賃貸による純径 年4分2厘

土 地 恨 絡 坪 寧 償20悶

ー ト Ｎ記の ｴＡ 定 保 ｦ 牛を仮定して四帖午、六帖 の Ｈｾ、〉

型但τ居に i J する 家賃月額が21 問51銭以上と算出さ

れTこが、共底 に入り得べき 借家人l立、夫婦と子女

三人迄の家族であり 、 その月牧カパ 08 回以上主云

ふことになれば、到底一般化されるものでな いこ

とは明白である。

蹴って、現献を追求して考へるならば、今 日都

市近郊に建てられつつあ る貸家がその建築費の昂

隣ーから、地代家賃統制令が布かれ fことは言へ、そ

こtこ算定さ れ る適正家賃が一般の普通世帯に とっ
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て高きに過ぎ、結果、根令家が出来ーでも 、 共 に 入

れ な い と 言よ、往年の 「 住 宅 難 」 が 再 び 近 き 将 来 に

登 場 す る 危 険 性 を 多 分 に 離 し て ゐ る 。 家 賃 の90%

{ f 左右する建築費が高くなってしまっ Tこ事は今 日

の 「 住 宅 難 」 の 解 決 に は最大の癌である。

我 々 は 技 術 者 と し て な し 得 る 範 囲 の 努 力 は 霊 す

も の で あ る が 、 建 築 技 術 に 依 っ て 、 此 大 き な 痛 の

手術が出来るもの Ｑｾ らうか＿

×  

結 語

本 試 案 は 種 々 の 事 情 か ら 、 早，訟の裡に編め上げ

ら 叩 こ も の で あ り 、 内 容 に 於 て、解 決の方 法 に 於

政府の住宅政策・確定すノ

最近頓に深刻の皮を 1JUへ来った住宅難は労務者その他

庶民の生活を脅威し、各種産業要員の充足を困難なら し

め延いては高度開防関家建設の遂行を阻害せんとしてゐ

る。しかも建築用資材および努力の不足ならびに建築授

の昂騰によ り、 住宅の供給は著しく減少し念激に増加す

る住宅の需要を到底充足する能は ｅ る ｾｉ 宵にある。政府

はかねて労務者住宅の建設を計鐙貧施し来ったが、今般

閑民生活確保に関する閣策のーとして住宅対策を確立す

ること与なれ企登院にて作成したる製綱案を 19 日の閣

議に附議E 式決定を見た。乙れに基き厚生省は念速に具

後案を作成 し関係各省と密接なる連絡を保ち食施するこ

と込なった、その要綱の概要は左の湿りである 3

宅 住 釣 策 要 綱

1. 民間貸家事業の改良護主主をはか り貸家の供給増加を

期するため貸家組合を設立し資材取得の 体庭、資金の貸

付家賃の統制j などを行はしめること

2. 労務者 その他庶民の所要住宅を計百E的に供給 し時局

の要請に適臨するため住宅密閣を役立し庶民住宅の建築

並に経営、民間における庶民住宅の建築ならびに経営の

受託、資材取得の斡旋、資金の融通、そ の他住宅に閲 す

る指導斡旋などを行は しむ るとと

3. 政府は必要に感じ一定数以上の若手務者などを使用す

る事業主に封し従業員に必要なる住宅の建築を命令する

こと

4. 作業隙その他多数労務者を使用する政府施設の従業

員に必要なる住宅は i政府においてとれを建設する乙と

5.政府は必要に臣室じ地方公共闘種、住宅管関等に封し

て佳宅の建築を命令する事、乙の場合生ずべき領失は適

笛なる方法よ りζ れ を補償するとと

て、 不 備 不満 の 鈷 は 多 々 あ る事 と 思 は れ る が、 今

日、此安子機にこそ 、 我 が 建 築 技 術の 再 出 護 を な し

以 て 我 が 岡 の 問 民 住 居 標 準 を 確 立 す べ き で あ れ

此 使 命 を 賀 〈 強 靭 な る 意 力 と 協 力 が 要 望 さ れ て ゐ

る に 到 し 、 我 が 閤 民 住 居 研 究 合 の 貧 し き l炊 獲 の 第

一 報 を 提 示 し て { 大 方 諸 賢 の 御 級 示 と御 鞭 寵 を 乞

ょ、次第である。

柄 、建 物 の 立 韓 構 成 tこ 必 要 な 各 種 の 標 準 化 ( 構

造 、 建 具 、 華 所 、 便 所 、 床 ノ 間 等 〉 標 準 宅 地 、

数 地 割 、近 隣 地 計 霊 等 に 就 て の 研 究 も 進 め で は

ゐ る が 、 第一報 に 於 て 明 示 す る こ と は 避 り Tこ。

(2600. 11. 15)  

6 住宅建設 に必要なる敷地、資材の取得、安金の融通

並に交通の塁整備につき特別の保護援助を奥ふること

7. 既存の位宅については佐宅の耳支援し、改造または住

居外供用を制限禁止するなど その利用を 有数なら しむる

ため遁賞の方途を講ずる乙と

8. 建築用資材の慣格の統制 などにより家賃の低減をは

か り庶民生活の安定を期すると ともに家貸僚件を統制 し

住宅の利用を適正化すること

9. 保健、衛生ならびに防空防火の観里占よ り住宅の様式

ならびに質の改善を闘るため遜笛なる方途を軍事ずること

10. 住宅建築技能者( 大工、左官等〉の養成充足に つき特

511] の措置を講ずるとと

11. 住宅封策達成の基礎を確立 す るため住宅ならびに

その賃貸事情の調査を行ふこと

12. 外地においても前各放に準じ適切なる対策を講ず

ること。( 15.11 .20日刊工業〕

住 宅 管 閤 法

政府は 19 日の閣議で決定した住宅針策嬰綱にもとづき

厚生省を・して急速にとれが具健的施策を行は しめるとふ

もに住宅管画法( 仮構) を立案せしめ第76談合に提出す

る方針で同法によって法人P 住宅管閣を設立し

l 庶民住宅の建築ならびに総管

2. 民間における庶民佐宅の建築ならびに終管受託

3. ヲ壁材取得の斡旋資金の融通

4. その他住宅に闘する指導斡旋

5. 貸家組合を 設立 し資材取得の斡旋、資金の貸付、家

賃の統制などを行は しむる とふもに場合によっては住宅

密聞に封。し土地収用の権限をも附輿 し庶民階級のため貸

家組合および住宅管聞によ り年30蔦戸の中小住宅を優先

的に建設する方針である CI 5. 11 .20日刊工業〉

3 1  XI J  



ｾＭー 山 一一 品副 町四剛一畠 置 品 開 田両面晶 ｅ 開高戸間額融

大 阪 府 下 に 於 げ る 人 口 増 加 調 べ

Ｈ者 ｉ ｾ 市 計霊 関 係資 料 Ｒ )  

幹*

大阪府下に除ける都市計霊 Ａｋｾ 路 ｉ ずる法令施行の状

況 に付いては 、 さきに本誌に於て 、 昭和113年 6 万、

松井清之助氏に依って「大阪府下に於ける都市計笠」

と題 して 登 表 さ れ た が そ の後 府下 に 於 け る 都 市 計m

は街々の事情から聖ｾ￦ＺｹＮは ｩ 阜加が行はれてゐるので

之れ等のものに付いては今後ｾ吹資料の組 り 次第唆

事長す る 考へ で あ る が 取救 え ず、松井民の高iJ 稿 を 「 都

市計量E閥係資料くI ) J とし、 浮 稿 を (2.
1

とした次第

である。

本 稿 は 大 阪 府 下 に 於 け る 人 口 増 加 の 趨勢 に 付 い て

都 市計笠医域別l叉 は 市 町 村 別 に 調 査 を 匁 し見Zちから

しむ るために 一 覧表と して ま と め た も の で あ る 。 此

監査方面に鞠係ある言智彦の何らかの参考ともなれば筆

者等の幸とする所である。

書事市計蜜直 域 別 ・ 都 計j去及市建法施行一覧 表

都域市計名盟主 I都 市2十霊法 I
係 機 i歯周年月日

市 街 地 建 築 物 法 適 用 広 域

及 ; 盛 周 年 月 日

大 9  12  l  ( 吹〈郡安曾南悶岡密岡 …及市機笹村村大市奮材、、島阪中村爪皮、西市替成、破肉t〉p岸都町肌守村部、、、口色村吹町矢小村)  

。
大 9. 1. 1  

大 13. 4.  1  

大 阪

( 箆大阪市〉

昭 15. 4.  IC 村

大 15. 10. 1  C塀滋堺悶哲市寺蕗中堺町市百中市g舌富e〉-五Z-S  
大 12. 7.  1  

大 15. 11. 1  {  石 村、

。

堺 ｃｾ 堺市〉
rml S: 村

昭 13. 9.  1  {  鳥村、 問

1!i 金岡村

。 昭3. 4. 1  C1!i 岸和田市〉

昭 10. 4. 5  C同 上 〉

。

岸 和 国
昭 3. 1. 1  

勉1村、 山直 町、 春

昭 10. 4.11 木町一貝、部燦南 拐 守 町、

各 l l l i . ニ忠間町

l!i 町 、佐 野 町

。 昭 8. 12. 28

昭 10. 4. 11 C哲主中也市中中町E〕 '  

(政 跡 岡 村

ｾ＠ 申

( 宮邸中町〉

昭 11. 10.  15 悶 碍 襖 井 谷 村、 同

1!i 熊 野 岡 村

(; {ヲl二に綬( )

来筆者は共に大阪府経築i l ! l ( ・主主師

X II 3 2  

一

郷

。

布 施

0 1) 日 美

~ fEa3 石

大 津

高 槻墨

池 回

箕 面

粕 原

長 野

枚
')] 

茨 木

久 賀 寺

官包 重曇

枚 問

入 尾

' & ; 岡林

大 主主

淡 輪

キ肢 弁

多 奈 川

深 日

杭

JII 

見

勝 健

昭 8. 12.28 昭 10. 4. 11 C三郷町〕

(  IlJ 布 施 町、 苔小| 仮

昭 8. 12. 28
昭 10. 4. 11 i 町 、 j桟 瀕 村、 E

( 釘布施 lUri S'

、繍刀村

〉昭 12. 4.  1  { 磯 部 関 根 町

問 8. 12. 28 l沼 10. 4.11 C加美村〕

昭 8. 12. 28 昭 10. 4. 11  C高石町〉

昭 8. 12. 28 昭 10. 4.1 1  C大津町〉

昭 8. 12.28 。 昭 10. 4. 11 C高槻町ノ 一 部〉

。 昭 10. 4. 11 C笛 池 田町〉

rw. 8. 12.28 ( 池田町中苔細河 村

( 蕊池田町〉
。 昭 10.8. 10 問 答 奏 野 村、 悶 [Jj

北見守鳥村

昭 8.12.28
。 昭 10.4. 11 C箕面村〉

I侶 8. 12. 28
。 昭 10.4. 11 C D柏原町〉

(  !1f 柏原町〉
。 昭 14.7.1C柏原町中存竪下村〉

(昭哲8. 12.28 

。 昭 10.4. 11 ｃｾ 長野町〉

。 昭 15. 6. 1{ 長野 町 中 容 千 代 国

長野町〉

昭 13. 5. 28 
。 昭 13. 6. 17(枚 方 町 中 釘 Il J 田 村)

CP} UI 岡村〉
昭 14. 4. 15  C枚 方 町 ノ 一 部〉

昭 14. 2. 17 

問 14. 2. 17 

昭 14. 2.17  

昭 14. 2.17 

昭 14. 2. 17 

昭 14. 2. 17 

昭 14. 2. 17 

昭 14. 2. 17 

昭 14. 2. 17  

昭 15. 5. 23 

昭 15. 5. 23 

註 1. 0 印 ノ、現在Il ! e : 池域ノ指定アノレモノ

ＲＮ ｾ 印ノ 、 ｔｬ￯ｾ 法緩和規定適用ノモノ



都市計霊区域J l IJ . 面積及人口表

ｾ Ｍ ＺｭＧ ［ｉｈＩ ｈ Ｂｾ ｬＱ＾ ｴｬｬ＠ 最 近 五 ヶ 年 l

商 危!i

大 正 14 年 | 昭 和 5 年 | 昭 和 10 年(  "i 1f立・TIf・)
ml li11J n比( %)

大 阪 J付 金 管 548.  603.  730 3.059. 502 3.. 540. uI 7 4. 297.  1{s6  一一 ー21; '4

大 阪 64. 565'. 068 2. 170.  153  ＲＮＵＲｾ ＮＰＷＹ＠ 3. 088. 853 22. 2 

堺 9. 01 1. 475 135. 320 170. 526 204. 407 19. 9 

岸 手官 回 17. 060. 700 112. i 28  122. 838 146. 045 18. 9 

.  

Od 中 4. 508. 065 16.977 24. 394 36. 684 50. 4 

一
郷 1. 189. 702 4.497 6. 203 8. 813 

42. 1  

布 施 3.947.019 30. 624 52. 421 82. 375 57. 1 

.  

力日 美

?:ii 石 1. 087.  941 8.594 10. 703 14. 395 
34. 5 

大 手幹 2. 733. 994  16. 852 19. 563 24. 357 
24. 5 

高 槻 6. 900. 597 18. 994 22.497 28. 296 
2う. 8

池
回 3. 864. 436 20. 643 25. 437  31. 457 

23. 7 

ｾｴ＠ 百 1. 854. 325 6. 245 8. 012 9. 895 
23. 5 

キ自 原 4. 950. 147 11. 635  13. 748 16. 996 
23. 6 

長 野 5. 510. 218 8. 767 9.414 10. 399 
10. 5  

牧 トカ 12. 326. 295 19. 113 21. 733 
24. 1“  11.2 

4歩・v主
木 609. 235 7. 084 8. 584 9.797 14.1 

久 w  寺
う22. 538 3. 081 5. 186 6. 770 30. 5 

.  

官E 主事 1.385. 661 5. 802 7. 815 10. 071 
28. 9 

枚 問 1. 72 1. 606 4. 942 5.962 8. 500 
42. 6 

、;'¥
尾 2. 187. 075 9. 461 11. 275 14. 040 

24. 5 

官 回 林 327. b08 4. 344 4. 470 4. 727 5. 7 

大 主草 503. 874 1. 754 1. 962 3. 121 59. 0 

淡 輪 1.596. 746 2. 828 3. 036 3. 274 7. 8 

中段 弁 524. 081 3. 516 3. 400 4. 311 26. 7 

多 者宅 )11 5. 272. 128 3. 900 3. 778 3. 860 2: 2  

深 日 2. 645 2. 839 .  3. 074 8. 3 

註 1. 面積及人口 ノ、現在阪域 7 基準 トジテ算出 セリ 。 2. 増 加率 ハノj、歎勤こ位以 F 四捨五入セリ。

会会 ｘｉ ｾ＠



市町村別人口増加調べ ( 1  )  南河内郡

人 ｾ ｉ
人 口

| @ 昭 和 10 年

4. 728 

4. 168 

1 で μl  

③ 

88. 3 

13. 8 

自盟 主r;

大 正 14 年|③

4. 344 

3. 662 

調 査

昭 和 5 年

4. 470  

3. 859  

国

富 岡 林 町

新 堂 村

喜 志 村

大 伴 村

石 )ij 村

磯 長 村

山 岡 村

白 木 村

河 内 村

中 村

赤 阪 。村

千 早 村

東 傑 村

川 西 ・村

鋭 部 村

彼 方 村

340.5.88 

1.367. 020 

1. 418.  342  

， 1. 012. 435  

984. 441 

2. 360. 793 

1. 922.  227  

3. 452. 544 

1.255. 046  

1. 129. 075 

5. 869. 324 

5. 463. 417 

2. 757. 348 

2. 398. 118 

1. 101. 081 

1. ω9. 602 

2. 353 I  2.483 I  2. 605 I  10. 7  

2. 274 I  2. 429 I  2. 569 I  13. 0 

1. 787  I  1. 823 I  1. 834 I  26.  3  

2. 376 1  1.596  1  2. 760 1  16. 1  

ー ‘  一 一
1. 690 1  1. 805 1  1. 840 1  8. 8  

1. 649 I  ト648 1  1. 615 1  一一

2. 027 

2. 560 

2. 005 

2.338 

1. 802  

1. 924 

1. 732 

2. 160 

1. 052  997  一一

一 一
2. 684 I  4. 8 

2. 127 I  6. 1  

2. 361 I  1. 0 

1. 810 1  0.4 

2. 670 

2. 069 

2. 431 

1. 862 

2. 015 

1. 827 

2. 132 

1，922 

2. 216 2. 119 

9. 414 10. 399 

2. 916 

3. 147 

2. 919 

2. 769 

1. 457 1. 425 

1. 630 1.579 

1.552 ・ 1. 534 

3. 077 2. 775 

3. 740 3.088 

4. 8i 6  

2. 728 

狭 山 村

大 草 村 川市

一回

目

指

一
選

出

畳

一

一

一

5. 304 1  5. 73 2 1 5. 912 

1.754 1  1. 9 6 2 1 3 . 121  

2.264 1  2. 649 1  3.259 日置i G : 村

野 田 村

平 尾 村

黒 山 村

丹 南 村

丹 比 村

組 生 村

高 鷲 村

藤 弁 寺 町

道 明 寺 村

志 紀 村

4. 168 

2. 331 

2. 715 

1. 720 

2. 275 

2. 766 

3. 951 

5. 434 

5. 657 

4. 053  

2. 192 1  2. 370 

1.5 16 I  1. 586  

1. 986 1  2. 096 

2. 399 

2. 362 

4. 324 

4. 664 

3. 272 

2. 506  

3. 341 

5. 434 

4. 979 

3. 647  

XI I  3 4  

川

一

川

一

μ

一

山

26. 5 

4. 0 

4. 0 

18. 1  

一一

一

川

一

日

一

口

一

山

一

川

一

町

一

仰

一

川

一

山

一

山

一

山

一

川

一

日

一

引

山

一

山

一

一
一



市町村到j 人口増加調ベ ( 2 )  中河内紹

ll 面 積 〈師) IらJ 4よL f J ι 10年| 市%

Z J 211 1 l 出

枚 カ 町 12.326. 295 19. 313  21. 733 24.166 2う. 1

友 呂 岐 村 1. 679.  616  3: 615 4. 530 5. 514  52. 5  

九 箇 荘 村 2. 076. 192 5. 541  6.059  6. 346 14. 5  

E包 震 村 2. 234. 822 4.671 5. 252 5. 691  21. 8  

大 和 田 村 830. 476  1. 825  1. 938  2. 149 17. 7 

四 営 村 1. 110. 412 2.335  2. 561  2. 791  19. 5  

南 郷 村 1. 091. 750 3. 306  3. 500 3. 824 15.6 

一 烏 村 471.225  1. 384 1. 524  1. 728 24. 8 

一
門 ｾ＠ 町 1.339.016  3. 984 4. 484 5. 522 38. 6 

茨
国 町 1.376. 314 4. 425 4. 843 5. 827  31.7 

郷 町 1. 189. 702 4. 497 6. 203 8. 813  95.9 

守 口 田r 452.540 5. 660  7.978 11. 678 106. 3 

ァk 本 村 1. 157. 068  2. 854 3.041 3. 285  15. 1  

昼 国 村 2. 239.488 1.969  2. 082 2. 364 20. 0  

津 困 坊す 2. 267. 481 2. 662  2.654 2. 915 9. 5  

ｾ 、e  野 町 5. 402. 764  4. 983 5. 314 5. 793 16. 3 

氷 室 村 3.088. 627  1. 282 1. 284 1. 327  3. 5  

管 原 村 1. 917. 561  2. 086  2. 207 2.185 4. 6 

f:!: i堂 町 839. 808 4. 085 4. 481 6. 344 う5. 3

四 僚 村 3. 494.534  5.317 5.571 6. 220  17. 0 

野 村 1.376. 352 2. 232 2. 378 2. 574  15. 3  

問 原 村 2. 393. 452 801  821  790  
一

寝 屋 川 村 1. 143. 072 2. 468 2.568 2. 792 13. 1  

四 係 国賓 村 3. 275.251 

3 5  XI I  



市 町 村lJ lJ人 口 増 加 ベ ( 3  )  泉 北 郡

増 加 率 74

面 積〈降〉

② 大 正 14 年 |⑧ 昭 和 5 年 降 昭 和 10 年

型二@

③ 

鳳 町 825. 794 4. 019 4. 743 6. 208 54. 4 

跨 尾 村 667. 180 2. 517 2. 887 4. 494 78.5  

括主 寺 町 1. 460.  318 12. 449 14. 535  17. 181  38. 0 

高 石 同丁
1. 161. 721 8. 594 10. 103  14. 393 67. 4 

取 . 石 村 709.  150 2. 226 "2 . 371  2. 482 16. 0 

原品 泉 町 2. bI 7. 401 5. 600 5. 759 6. 386 14. 0 

東 育 舌 鳥 村 914. 457 2.496 2.782 3. 289 31. 8  

美 木 多 村 3. 335. 904 2. 367 2. 357  2. 418 2. 2 

上 紳 谷 村 5. 790. 009 3. 372 3. 492 3. 638 7. 9 

西 陶 器 村 0 02珂 「 1. 893 1. 981  2. 036 7. 6 

久 世 村 1. 478. 995 3.213 3. 543 3.989 24. 1  

深 井 村 1. 124. 409 2.998 3.359  3. 982 ) 2 .8 

東 陶 器 村 1. 698. 278 4.  !  11 4. 429  5. 056  23. 0 

入 間 延 村 1. 105. 747 2.327 2. 520 2. 708 16.4  

信 太 村 1.996. 863 2. 969 3.355 4. 187 41. 0  

大 津 町 2. 733. 994 Ib. 852 19. 563 24. 357 44. 5 

忠 同 町 863. 123 3. 831 う. 305 7. 272 90. 0 

南 ' 玉 子 村 79. 285 2. 638 2. 646 4. 958 87. b 

和 泉 町 2. 981.255 9. 84 1  1" 1. 167  11. 493 16.8 

:l t 池 閏 町 ]. 427.  673 2. 934 3. 204 3. 626 23. 6 ・

北 松 尾 町 1.264. 377 2. 373 2.596 3. 043 28. 2 

南 池 関 町 3. 825. 792 4. 367  4.525 5: 271 20. 7 

4. 838. 227 1.568 1. 504 ム.388

横 山 村 6.  2i 5 .  232 4.423  4. 594 4. 749 7. 4 

南 松 尾 村 3. 223.929 2.589 I  2. 780 2. 892 11.7 

山 潟 村 4.740. 249 2. 228 I  2. 385 2. 314  3. 9 

』匹 南 郡

IlJ 直 町 3. 415. 218 6. 746 i . 3ω  8. 133 20. 6 

南 掃 守 村 2. 734. 041 6. 133 6. 140 6. 631 8. 1 

春 木 町 2. 365.459 14.988 16. 313 19. 369 29. 2 

貝 E家 町 12. 265. 881  29. 375 31.320 40. 507 37.9  

首R 取 町 5. 122. 828 う品89 5. 997 7. 030 ｾ ｉ＠
佐 野 町 3. う18. 515 20. 165  22. 109 25.767 27. 8 

日 根 野 村 } .  ;:. 936 2. 981 3. 199 3. 416 14. 品

長 滋 村 321. 145 2. 075 2. 252 2. 393 15.3  

上 之 郷 村 2. 356. 128 1. 872 1. 9J 5 2. 07b 5. 4 

南 中 通 村 704. 505 2. 180 2. 318 2. 389 9. 6 

大 土 村 4. 436. 985 1.352 1. 414  1.439 6. 4 

国 尻 村
634. 521 5. 102 4.387 4. 768 .  

新 家 村
3. 209. 932 ]. bl5  1. 696 1.788 10.7  

来 信 主主 村 4. 936. 204 1. 095 1. 118  1. 114 1.7 

信 主主 村 2. 962. 656 3. 238 3.515 3. 783 16. 8 

西 f言 津 村 732. 499 4.217 4. 038 4. 05凸

栂q自 鴻 ‘ し 村
46. 656 1.331 1. 423 1.518 14. 0 

井 町 578. 534 3. 516 3. 400 4. 313  22. 7  

雄 信 主 主 村 1. 031. 097 1. 487 1. b04 1. 652 11. 1  

尾 崎 国了 387. 244 2. 645 3. 646 4. 552 73. 0  

東 鳥 取 町 ラ. 999.961 3. 659 3. 781  3.955 8.1 

ー西 鳥 取 町 573. 868 2.399 2. 492 2. 496 4. 0  

-F  
主主 村 3. 877. 113 1.893 1.982 1. 9うO 3. 0 

J炎 輪 村 4. 115. 059 2. 828 3. 036 3. 274 15. 8  

干采 日 村 2.374. 790 2. 645 2. 839 3. 074 lも. 2

孝 子 村 3. 03"7. 305 785 715 709 

多 奈 川 村 5.272. 128 3. 900 3. 778 3. 860 

2主 面 積 及 人 口ノ、現荘 ノ行政院副 ニ依リ 鉾:u:ス。( 昭和 15年5月31口調)
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市 町村別人口士置加調べ ( 4 ) 市 部

間

④

 

師抗

似

大 阪 市

池 田 市

邸 中 市

吹 田 市

布 施 市

堺 市

岸 和 岡 市

6.653. ω2 

1¥. 508. 065 

1. 186c583 

6. 200. 438 

9.01 1. 475 

剥

大 正 14年

2. 114. 804 

20.643 

14.267 

29. 6b6 

39.781 

120.691 

38. 545 

勢 調 査

|③ 昭 和 5 年

2. 453.656 

25. 437 

20. 092 

41. 660 

63. 009 

132.684 

41. 933 

人 口

| 昭 和 10 年 @

2.989. 874 

31. 457 

36. 688 

54.665 

95. 919 

160. 268 

46.401 

増 加 尋i %  .  

。ー ④

③ 

41. 4  

52. 4 

157.1 

84.3 

141. 1  

32. 8 

20.4 

豊 能 郡

止 々 呂美 村 11 4492. 972 

箕 面 村 11 3 49'UJ O 

萱 野 村 11 2804. 023 

中 町 鳥 村 11 827. .558 

南 町 品 村 l ト5リ7. 732

庄 内 町 11 1. 329. 696 

小 曾 桜 村 11 933. 120 

吉 川 村 11 2.70] . 382 

Ｓｾ｛ 能勢村 ＱＱ 5. 290.790 

東 郷 村 11 4. 642. 272 

歌 屋 村 11 3923. 769 

悶 尻 村 11 2. 122. 848 

西 能 勢 村 11 19.198.943  

632' 

6.245 

2.419 

2.359 

4. 482 

4.057 

2..774 

630 

2.091 

2.179 

1. 786 

878 

5.071 

州

市

一
山

一
川

一
切

一

ω
一
川

一

ω
一
川

一
山

一
型

的

一
川

的

一
山

一

山

一
川

一
山

一
山

一
山

一
則

一
川

市

一
鴇

一
川

0.5  

58. 4 

11. 4  

86. 7  

52. 6 

52. tJ 

57. 6 

4.7 

一

万

一

川

島 郡

宮 田 町

一一乙主 丘

高 槻 町

五 領 村

島 本 町

阿 武 野 村

茨 木 町

三 J色 村

安 威 村

脳 井 村

玉 必 村

L l l i ' 川村

春 日 村

三 宅 村

玉 術 村

味 生 村

山 田 村

新 岡 村

!沫 舌 村

烏 飼 村

石 河 村

凡 山 村

治 i美 村

835. 142  

2. 239. 468 

18.738. 310 

2. 295. 460  

5. 094. 826  

2.21 1. 486  

634. 52 !  

1. 964. 217 

1. 003. 104 

1. 11う. 078

1.464.998 

6.475. 829 

2. tJ 82. 720 

928. 454  

933.120  

1. 035. 763  

4. 810.233 

1. 623. 628 

947. 116  

2. 038. 867  

1.227. 052 

5.0ヲ4.826

4. 954.867  

山

一
川

一

川

市

一
山

一
川

市

一
山

一
川

市

一
山

一
州

市

一
山

一
川

一
川

市

一
川

市

一
川

一
蹴

一
川

一
川

3. 987 

3. 053 

22. 497 

1.997 

5.401 

1.583  

8. 584 

3.425 

1. 126 

1. 142 

2. 339 

4. 608 

4. 468 

1.511 

2.028  

1.727 

3.357 

1. 399 

2. 077 

2. 733 

884 

1. 637 

日 γ |

4. 550 

3. 123 

28.295 

2. 162 

6.385 

1.  tJ 40 

9. 797  

3. 726 

1.202 

1，. 204 

2.400 

4.911 

5. 346 

1.594 

2. 066 

1.877 

5. 163 

1.536 

2.344 

3.120-

892 

1.670  

1‘ 595 

引

・

一

日

一
山

一
川

一
削

一
山

一
山

一

山

一
山

一
山

一
日

一

日

一

則

一
口

一
川

町

一
山

一
山

一
日

一
町

一
山

一
川
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大理i
r脊下に於iナる行a: llUIJ 袋三・4・覧表

昭和 iO年 3 刃調査以前合併市町村名 昭 和 10 年 3 月 以 降 合 併 市 町 村 名

西 能 勢 村 Ｎ ｾ＠ .. 泉 IF. J  池 閑 市 交 野 町

四 郷 村
繭

国 村 池 回 町 . 交 野 村

収 松 荘 村 -11 : ; よ 跡 村 細 す可 村 盤 船 村

:ω ‘  4或 町
大 津 町 弓長 野 村 2た 図 町

如 2ま ヰす よ 依 村 北 蝉 島 村 古

aロコヤ

村

655 f礼 町 大 津 国T 型宝 中 市 諸 1是 村

大 冠 村

^  
自4 村

日踊 図 村 中日 原 町

清 7)c 村 世主 中
i 町

柏 原 町

ヲF )ii 村 j寝 弁 谷 村 ｾ＠ -F  
村

盤 手 村 熊 野 岡 村 竪 上 村

三玉 島 村 吹 同 市 長 野 il!J 

詰ま 咋 村 玖 国 町
て長

釘' j;! J  

'ま Ｎｾ与 村 千 2邑 村 千 代 岡 村

殿 山
町 l

岸 古五 村
天 野

村

牧 野 村 型t 津 町 貝
E量 凶I

招 提 村 布 施 市
貝 E忌

国T

?認 安 村 布 施 町 西 誌 械 村

北 高 安 村 t }  阪 町
木 』品

村

中 高 安 村 意 岐 部 村 も左
野 同f

布 施 町 ｾｩｪ＠ 枚 町 1己 中 通 村

布 施 町 長 曹量 村
佐 野

Ia 井 岡 村 草書 刀 村 春
木 町

盾 浄 村 堺 市
入 木

村

京 大 郷 村 堺 市
春 木 町 |

西 大 郷 村 金 間 村 山
直 国I

ｾｉＺ［＠ f可 村 五 ケ 荘 村 山 直 下 村

閤 う子 村 市中 石 村 山 直 上 村

閣 うテ 村 百 舌 鳥 村 回 線 畷 村

玉 手 ' 村 岸 和 国 市 甲可村ア吹稀ス

利 泉 前I 岸 和 岡 市

閥 府 村 土 生 郷 村

鶏 豆E 村 有 良 杏 村

i色 大 村 東 i主 成 ー村

員 自民 PIJ' 枚 方 町

枚 :ぢ 町

島 村
院 E主 村

貝 塚 町 )"Ii 越 村

ｾｉＺ［＠ ｾ丘義村 11， 国 村

南 近 義 村 殿 山 町

t宮 者是 村

XII 3 8  



都帝計茎区域及ピ

帝街地走築物議員削亘拭l覇

え pll 

iil it; 

司書!

t  lI il 加 15. 5. .31.}

CI) 

@崎事

e弘

_"'''' '' A  
ｾ ＮＮＮＮＮＮｾ＠
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-
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にもとちらにも、今まで のwf 家が 日

主主のひら め くもIとに績いて復興さ れ

腕自慢の段夫主主 が土を窪んで足場 を

作って 彼等 ＱＹＳ 待 の土 ｾ ・式の 住 宅 のｾ

P 築が倍 々として修まれて行 きます。

大きな水牛は小;核主主のか弱い手と

木切に依って晩秋の波野を朝か ら夕

方まで這はれてゐる、良夫主主の民家

はさてどんなもので有ろうかと見て

みると本笛 rc S impl e な Construct i on

で有ります、とれを修造率的に見る

と一寸面白い蕗もれますが、先づ 家

格 進 ナ る と 云 ふ よ れ 建 築 に 滋 っ て

は土釜ゃ、基礎 と云ふも のを置かず 、

地面に約二尺五寸位の巾を置いて板

支 那

人畜 をも 燐 き君主す立日 iき夏 も過ぎて

比の耳設の庭 に も 、 も う 秋 が 訪 れ て

来、 主主択の山 ｨ も山線を浪 訟の ｾｉ［ｩＺｪ

〈浮 き出し 白雲は峯 を廻り山腹 を!立

って悠久の流を綴けて行きます。

晩秋の大路には アカ シヤが資色〈

色ずきついこの閉まで土 屋 造 りの

良家の車F近〈に庁、〈色ずいて夕陽に

はへてゐた柿も何時しか小: 後注 の手

に依って何臓かへと主主ばれてしまっ

た。晩秋の陽を穏一面に浴 びてつい

この間取り入れた絡の整理 に、その

仕度に人々は這はれてゐる 。

日 軍 の 守 り 》 け て新 しい 東 問 、

秩序は日々に注目安されて行きあ ち ら

の 場え
この{ 也集合 (-1:宅が- t j ります、 乙れ

.f;t一 つの土建 で以て四角形 の空地を

i乍p、 乙の中 κ 本; のt援な俊王むに住宅

il 考 を百日置いたします。との菌E置の像式

方法も E霊h 有' ますが

大惣は土星遣の中に人ヲ

て来てどれが入口か一

寸まどっく郁亡而かもか〈れよい伐

に、且 つ一 つの門 を閉 じる事κ 依っ

て外敵を 防 〈・事が出来る様κ 考へて

有 ります。 そしてどの家 にも床と云

ふものはなく金〈土問です。そして

そ ζ に間仕切りもなく只# 腐い四隅

に竹遣 の賭E置が家族童文だけ置い て布[

ります入口 近いi . t . にカ. . . . ｾＮが 遣 って

有りますが、 ζ れはとても大きなも

のです、 彼 等の生活様式は一目玉後

<. らいか ら二十銭伎で長女5 6 人が生

活 して行き ます、そして食事を人に

見せびら か して食ひます、こうして

自分注の食物を人に見せて得意振っ

て居ります、 之が商人の家になると

叉面白を一新いたした建方です。 ζ

の他に未だま だ御話 しし皮い事が有

りますが、今日はこれ位にして他日

は日本で一番問題としてゐる防空E霊

祭について凡たま与の参考にな る誌

を御知 らせいたし皮いと忠ひまナ、

では合員諸兄御元議であれ。

る

津 田 整

'与・

1耳
田

を て ふ 、 と れ にZ庁、土を入れてよか さ む ら い の住宅と敷地とを貸らうと飲みた。

ら棒で土をしめつけて、 乙れをかた 側面の態築家で知人の某君、最近彼 l況に 10年の歳月を経過 した安普蕗で

，4 0  

めその高さが板の高さだけになると

この上に、日乾燥叉 をー列に 置い て

叉前 と悶ーの事を〈り かへします、

とうした事を念がずにゆっ < !Jと 溜

草をふか しながら< !J か して行 って

大砲六尺位の高 さまで作ります。そ

して家の型は どれもとれも一様で、

総べて四角形です、そ して各商に一

つの小さい怒を3. i りますが、中でも

決 して 西北方の面に窓や入口を港ら

ないととですが、とれについては面

白い体設が有ります。乙うして四角

な面でか こまれたも のを巡 り、それ

から 後 は日 舵腕、叉 を積んで勾西日を諮

ります、 僚には 一本 の大きな丸の素

材を入れてとれからー尺巾 程 度 に

r?' Iレキ J と呼ぶものに 竹を 以て商日

して 行きま す。 こうして大涯の屋根

が出来ると今度はとれに認をのせて

屋桜 をふきます。

乙れで彼等の立滋な住宅が出来た

のです、そして一寸裕悩な農家では

家の四周を約高一間位の土 壁 でかこ

みます。そしてE 門を遣ってタi敵を

防ぎまナ。

を? 責



あるから、修繕 を要する箇所が綴出

するので、 この際資 り携って借家に

イ上み、修待費の失設をまぬがれよう

との彼の考である oft 値はまあ、 l  

m; 8千四位がZEすぎず安すぎず頃合

だらうと忠はれるの K 、若 しひいき

目でおく見積りすぎてはよくないと

l  瓜 5千四といふ伎をつけて、受 り

に出した慮、忽ち買手が現はれて、

或る日その一行はプロ ーカーの案内

で彼の家へと訪れて来た。翼手の一

行を招じ入れた彼のE誌は俄かに験 し

〈なっ た。買手が彼の』置に入らなか

ったのである。翼手の 男は30代の若

さを以 ってー- 1 j 走も時局を認識 して

ゐ るべき年輩一一胸 に金銭をぶらさ

げてゐるではない か。そしてそれの

みではない、 u手の巡れてゐる若い

婦人は彼の主主に凝せられてゐるが、

明かにそれは正しき 筋合の関係に於

いてではない。更に{ 也のもう! 人の婦

人は傘措 j程度によって観察するに、

とれば買手なるー到の男女 のあらゆ

る仲介 の立携にある人らしい。かか

る珍奇なる、反時局的なる買手に乗

'ζ まれて某 君 は 洗 面 を つ 〈っ た

が、ともか〈も 資手の穆滋と して、-

K 1 ! 建物を観察せしめたJ 乙んな連 中

に住まはれて、その淫 らな生活の匁

めに、自 分の 10年住んで来た室長を使

ばれるのかと思ふと、重まに家がいと

しいものに恩はれて』手出(Eすのが嫌

になった彼は、 1  l l H千図で喜んで

貿ふとい」、買手に、柏木を つけて 2

周囲でないと 資れないと鼠〈出た慮

買手はそれでも買ふといふので、 鴎i

る理由に乙まっ た彼は、乙んどは資

る事は 資るが、契キ撤 l 年間は号制

量産さないとい」ト保利ニを つけた 。とれ

κ はさす がの叉手も1 ! 1 ! ¥じ兼ねて、不

満S置に腕って行ったそうである o d. 

まアみろ! と叫んだ菜君、早速紳闘

に透明 をあげて、主主 を3まらうとした

界を産物の援に謝 し、主主の夫容、ガ

ラスの入 棒 、 底の手入れと 、 ｾｾを可

愛がりだした。 11誌5 千固に 資れれ

ば満足な家を 2 f. l i 聞で も絞だと U、ふ

嬰、今時乙 んなさむらひも居るのか

と、 羽か蛍世向き でな い彼の心情 と

彼の賛 しい家計 とを 恩 ひあはせて、

なんとな〈さっぽり した微笑 を禁 じ

得なかった。

あ き ん ど

とんどの認は 、来京のある舎祉に

勤め、塁塁校を出たばかりの卒社民か

ら認品になり、変に祭主位 して重役待

遇部長級にまでなった人の、 あきま

しいといふか、りこうといふか、と

にか〈普通でない生活綴 りである。

乙の人は 、住宅を建てる時に、自分

がその家で生活するといふような事

は考へない、なんでもよいともか〈

建てたよ り お ｏｾ れそうな家を造

り、叉手のみつかる 迄住みこんで溶

きあげる。乙うい」、方針で無一文か

ら相官主な金を格へる事に成功し? と。

今、少し退屈であらうけれども説者

のおゆる しを願って、彼の事業の跡

をたどってみよう。 -

彼は30裁の降、 坪 8 銭 の敷地60坪

を帰りて述珂530坪金2503日でありき

たりの住宅を述てた。とれに 10年{ 主

んで、了皮両lir 敵前! 大戦後の好景泉時

代にぶつっかり、住宅重量に、借地}謀 、

それにたんせいした植木の成長と 係

イヰが揃って、 との中古家屋が貨に 60

00図に資れた。その時訟に認 長にな

ってゐた 彼は合社から 5分 の利子で

l  周回の蹴遁をうけ 、前の6000悶と

併せて、主主坪70坪 敷 地 150坪ー( 坪12

銭〕波格子位はおかれる隠す長議主張

もある手頃 の住宅を諮った。更に lil

::{F- の月日がたって、 この家は 2 衛問

に資れた。盆々湿 の向いて来た 彼 は

こんどは地代 15銭 の土地200坪 を 11'

りて、 120坪の和 洋折哀の金 2 前 5

千闘の Ｑｴ ｾＴ たる邸宅を新築した。附

近の小住宅をみおろ して、どんなも

んだと頗る a.Q. がi定かった。彼のw

ったり まEてたりはまだi i <。 ζ の家

に う年{ 主んだ彼は、その家を 3 潟図

に資 ｐ 、 ζ んどは大 ｭ ｾ でキ Ｚｧ Ｇ ￟ の敷

地を求め紙、工 l V i 児5千図の大孟1I る・

を訟でた。

順風に帆をはらませた彼の;事業も

然 い こ と ら が 頂 上 で あ っ た 。 五 五

の停年で織 を活かねばならな かっ た

彼はーーーやはり 、 りとうな男である

一一ーさきの家を 41i:i 5千聞に盛分 し、

とんどは 建坪僅か25坪( 最初の家よ

りも小さい 〉の借家然たるものを 、

Ｖ ＰＰＰ 図 でｾて 、 残像の金は預金 し て Ｎ

生涯喰ふに差支へないと涼 しい阪を

してゐる。なんといっτ も鮮かな腕

前だ。大抵の人は、 l 皮住宅を建て

ると、煩はしさにうんざりして、 も

う家をｾてるのはこりとりだ、 等 と

弱音を吐＼ｾを 、 乙の人の如〈 ーー

ただの素人でありながら一一何度で

も吹から次へと建てて行く根来とい

ふか、カといふか、偉大なる精力の

影に伏在 する慮の静l' 経の太さに驚嘆

しなければならぬ。彼の疲 れを 知 ら

ぬ紳経は、彼の住宅の施工者や設計

者に少からぬ迷惑 をかけてゐる事も

語 り 忘 れる 事が出来 ない。ｾいや住

宅の設計は貴君に限る 、との衣も是

非やって戴きましょう』等といって

設計料をねぎったり、 『君のような

人に仕事を積めば金 〈安心 してゐら

れる 、 この衣の家できっと儲けさせ

るから』等と大工をおだててサービ

スをさせたりしておきながら 、 2 皮

と同じ、建築家、大工に依領したた

めしはなし彼の事業の拳かさのｾ

に乙うした被害者が泣かされてゐる

のである。世間には、乙んな あきん

どもゐるのである。

商 品 { 買 値

さむらひの話、 あきんどの話、き

むらひといひ、 あきんどといっても

寧なる抽象用語であるから 、そのつ

も りで説みとうて謀長き たいのである

し、 叉、説者の中に、乙の何れかに該

舘若 しく は類似の方があ っても jl'] に

泉に降られるには及ばない。 乙んな

詩 は世間にはいくらも例がある事だ

し、筆者もまた 、JlIJ者にほほえみ 、後

者に lmをしかめる; {草ではないから。

ただここではこの話' の 中から、住

宅の商品償f直といふ問題を抽出して

4 1  XJ I  



おきたいと思ふ。自分が建築家であ

りながら、商品債 値のある家 を遣 っ

て ￭ ｾ けようなどとも企てず、家を建

ててもぞんざいに住み、手入れを し

て値打ちを増そうともせず、たピ彼

が i主まふ関彼の潟に{ 主心地がよ けれ

ばそれでよい、といふ、到って純粋な

待訟の者: しい、即ち一般向きでない

家を3f t D，それが切角高〈 資れかけ

ても買手が主まに喰はなければ、これ

を矩むといった、乙こにきむらひと

名づけた人のJ程度はなんとなしにほ

ほえまれる。彼の場合、彼の住宅は

彼の生 活の ための完全な 道 具 で あ

り、 彼に於いて償値高い代りに 、彼

から離れるとさっぱり値打のないも

のであると いへる。或ひは 又彼の生

活理念の完全な表現であ り、 彼の生

活究明の研究のた めと、彼の生活指

導の寅験のためのものであるといふ

風に、純粋償値を高 〈評償する事の

出 来 る も の と も 云 へ る 。 そ れ に 反

し、家を 建てる時から、他人に資る

潟めに i去る、あとの話であさんどと

名づけた人の場合、彼の住宅は彼の

生活とは縁もゆかりもないものであ

る。強いて 開係 をつければ 、彼は彼の

保

r r A 

努兄

、r

、.

明治の始め 、 ｾ￬ 宰稔吉先生が 、 生

命保荷量の制度を輸入せられ Insurance

といふ誇を請け合ひ と縛され、生命

保験の事を 『人の命請け合ひの事』

と稽して、我が閣に生命保験事業を

軽量められてから、もうかれこれ70年

にもなる。我が閣で、著名な保険舎

祉と雄もそれ程古い廃史をその社業

の上にとどめではゐないが、我が閣

の生命保険事業そのものは源をその

頃に唆 して ゐる。かくて、生命保験

のみならず、海上、火災、ガラス 等

の損害にき討する保険も 一通り行きわ

X lI 4 2  

生活を 彼の住宅 に順f獲させて行〈、

住宅は生活のための道具ではな〈 、

生活は住宅を生長 させるための苦手働

であり関心である。その住宅に就い

て彼の描く慮の生活は、後の生活で

はな く、 普 通一般の生活 として彼に

於いて感じ てゐる慮のものに過ぎな

い。 JWち人生を基底において考へれ

ほ無償値である彪のこの家は商品償

値 としては 短めて高〈評僚される 。

さて、時局は 住宅の大量供給を必

要とし、おもむ〈 ところは自然、 住

宅の定型化にな り、 住宅の定型化は

云ふまでもなく 、生活の定型化であ

り標準化である。ここに落ちつかな

ければ l主宅問題は解決し得られない

であらう。こうした状態にある時、

純粋償協と商品償値とのこ様の互に

相反した許償規準が 1j国の住宅に内

包されるといふ事は、住宅問題解決

への障害であらう。

住宅に於ける純粋償値と商品債 値

の完全なる一致にまで、我々の研究

を君主して、標準型住宅を決定する事

とそ、今、我 h に奥へられたる課題

であらう。 ( 15. 11. 10)

建 築

が引きうける 』 とか

『何某君を僕の庖の顧問にしよう

と思」、』

『そうか、何某君なら適材だ、人

物は 1粟がうけあふ』等と誇 り交は さ

れる場合の、引きうけるとかうける

ふといふととばは何か具骨量的な質カ

によって破綻に劃する保設の意味を

含めてゐるので、すべてこれ保登保

障量の概念に基づくものである。か 〈

て、小は日常の些事か ら、金銭の食

街、慢利の譲渡、その{ 也の大事業に

到るまで、笛事者の 背後にある保詮

保験に依存して行はれる事寅を以っ

て見れば、保織が事業界に於ける重

要さは人聞の生活に於ける空系にも

比すぺきものと考へられる。

今、この怪めて福要なる位置を社

舎に占める民主の保険の観念を、建築

界の主要概念たる請負に関係づけて

考へて見たい。

建築工事笈施のための誇長を分訴

して考察するに、諸主主は建築工事の

完成を誇主主ふのみでな い 工 事 進 行

に{ 宇ひ起るところの一切の危険ーー

すべての破思量的危開設及び経務的危験

ーーに 劃する責をも荷なってゐる事

が認められる。即ち、建築工事の完

成といふ大事業に附帯して笛然起る

べきあらゆる危険は一切詩集者の請

負金額の範圏 内に於いて主主婦せしめ

中 筋 麻
芳 らるべしといふ、危験におする保験

た れ こ の 保 検 制 度 の 放 に 、事業家

は怪めて安全に且つ合理化された経

営を なし1*るに到った。複雑多岐な

るのみならず幾多の不慮の危験の議

想、される現代に慮 しては、 如何なる

事業家も保険に積ら ずしてはその企

業を合理化せ しめる事は出来ない。

保 験は叉、その本来の目的を果すの

みならず、社舎の重要なるー資本機

構と して幅を利か してゐる 事は誰 し

もが認i める ところである 。

『俺も今度溺立 して一族あげる I ｾ＠

『それは結構だ、まかり開港へば僕

の観念によって詩主主行錯が侍色づけ

られてゐるとみる事が出来る。しか

も危険の大きは、工事貨の額に比例

するものではないから 、諸質業者は

一位工事費の幾刻かをその工事完塗

までの保B食料として計上すればよい

かに就いては誰も答へられないであ

らう。施主が本来なろぼ、各橿工事

猪2芸者( 下請賞者の意味で、土工、

左官、大工等を指す〉に逐一依積し

て工事を主主め、その竣功までの縦の

連絡は施主自らが司るべき 代りに、

これらの業務を一括 して諸主主ひ竣功

引渡しまでをその責任 とする のが諸



ならな 〈な り、 この失授が津山い っ

たら損にな り、 割合にいらなかった

ら 儲 け に な る と い ふ 風 に 、詰気工

事の利潤といふものが甚だ、あやふ

やな、* - 商3史的性質を平静びて来る。

そのために施主は、 そのための線分

の費用の主主憶を鱒嫁されることにな

り、 正笛な る保. 喰料を支拶# ふ以上 の

出資となるのである。かく考へくる

時、 どう して も必要 と忠はれるのは

、建築請主主業者が諮気事業をな すに

首 つて の保験の市IJ m: である。主主築究

湯と しては僅 かに火 災保験と傷害保

骨量が存在す るのみであるが、事業の

合 理化、 施工作業の高能率、技術の

向上 を困る には、 乙乙 に筆者が推奨

する とこ ろの保険の制度を諮質事業

に取 り入れ、不慮の災害、危験損害

その他のあらゆる計上し4寺ざる失設

を補償させ、一 切の不合理を吸収 さ

せる事は是非 とも賀行されねばなら

ない事である。 ( 15. 8. 15)

験にお して諾質業者が去を気捻 し、

それに要する1 ' ( 用はどうなってゐる

かといふ問題になると 、かかる失貨

を誇主主金高の利i閏の中からさくとい

ふ 事 の 不 合 理 き が 忠 は れ る の で あ

る。そこで、 こんな危険に き討する保

険の市IJ皮があ ったらどんなに好都合

であらうか と筆者は考へる。 ‘  

聞くところによると船舶の建造に

はま監水までに保殺が附されるとの事

である。然るに、建築物がその竣ずJ

或は上棟までに( 火災を除き〉保険

が附されたといふことを 、筆者米だ

;尽にしなし、。

すでに保険制度がない以上治主主染

者は 、再三述べたる如 〈、 現場に於

ける忠ひがけないffL験に到し、責 任

をと り失貨を気強 しなければならな

いから 、普通に積算される工事役の

上 に 更 に 相 誌 の 刻 合 の 利 潤 を 見 込

み、その利潤の幾刻かをかかる失授

に振 り向けるように計笠しなければ

実業であるが、 その契約官条件は天皇望

地 袋、戦争等の不可抗力 K 基 〈損害

の外はすべて乙れ諸王王者のs . 腐とい

ふ事に定めら れ るのが普通である。

工事 の湾めに隣の家が倒壊 しでも諸

賞者の責任、思ひがけない湯水の始

末に基礎工事授が倍かかっても誇f王

者の笈段、 その f也諸々 のJ l t に諸々 の

忠ひもうけない事故が工事現場には

百出するが、 これがみな請長者の主主

僚といふ事になる。プとも、詩究者が

これらの事故な り危険な りをその経

験によって見透し、その技術によっ

て妨比すればよいのであるが、隣家

の佳IJ 桜とか地貨の州制等なら読まミ染

者の頭脳の科撃に委ねてもよいけれ

ども 、 さきにも云ふ如〈百出する不

慮の出来事に鈎 しては、言青主主染者た

るもの白ら入圭卜をみる易者となって

工事竣功までの金程を 卜さなければ

ならない事になって来る。さでかか

る人開業以上の卵j 断を要する損害危

4 3  X Il 
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昭 和 十 五 年 度 法 制 委 員 曾 報 告

I 、 禽 合 日 時 、 場 所 、 回 数 、 出 席 者 名 及 び そ の 敷

回数| 月 | 日 1 2  |  E  l  場

出 席 者 名

1  1  2  1  2  ｉ ｾ 吋 ＷＮＳＰ 1ク ラ プ 室 | 池田 、島彩、竹中 、玉置、高木、卒野、森口 . 1  7  

2  1  3  1  1  1向上 18.501同

上 | 池問 、島影、玉置、刊 、本田 、宮脇、森 口、

様見

8  

3  1  4  j ll Ｑｾ ＶＮＳ Ｐ Ｑ Ｘ ＮＳＰ＠ I同

上 | 池田谷、玉置、島影、高木、竹中 、卒野、森口

機見

8  

4  j  5  1  9  Ｑ ｾＶ Ｎ＠ 2018時 | 陳列場別室 | 池岡 、玉置、師 、高木、竹 中、刊 、本回 、

宮脇、森口 、横見、中村、中村

12  

ぅ 16  113 1t依 崎18. 25 1ク ラ プ 室 1績池見問、池田谷、玉置、高木、竹中 、本田 、中村、 1 8  

6  I  7  ｉ ｬｬ ｬ ｾＶ Ｎ＠ Ｒ Ｐ Ｑ ｾ 時 ｼ 陳列場別室 ｼ 池田 、浅野、黒田 、竹中 、中 野、 中村、制 7  

7  1  9  119 1午胤時19時 I ク ラ プ 室 I 横池見田、五 払 湾 問 、黒田 、竹中 、中野、平野、 8  

8  Ｑ ＱＰ い ｾ吋 Ｘ ＮＱＵ I陳列場別宅 l 路 、刻 、竹中 、卒野、森口 、横見、中 野、 |  8  

9 111 119 f 吋9. 301ク ラ プ 室 | 畑 、中野 、横 日 田 谷、池 田 〈 官、小 体(羽o

後 谷 、溺淳、内務、永瀬、加藤、 回、氷淳、
13  

lO i  II 126 1; 崎 18時 | 陳 列 捌 室 | 器 、池閏谷、島岡 、竹中 ・卒野、横見 、中 野、| 8  

n、 議 案

1. ) 市街地建築物法令改訂版宣並行の件

2. Ｉ建築制係法規抄纂編纂ｾ行の件

3. ) 建築関係法規〈殊に時局的法規) の解説に闘する

講演合開催の件

4.  ) 建築物資の配給を語る合開催の件

5. ) 建築士制度〈俵稽〉の確立に闘する件

6. ) 建築代替土制度( 仮稀〉の確立に闘する件

7. ) 都市計設に関する「パンフレツ ト」を護行するの件

8. ) 建築行政に闘する記事を合誌に掲載するの件

9. ) 建築界と新償制に闘する座談合開催の件

ul 、 賀 行 せ る 案 件

1. ) 市街地建築物法令改訂版薮行の件

市街地建築法令集は昨年度版登行後に於ける改正

補加せら れたる僚文僅少ならざるによれ 琵版を

改訂玉置行 して、 その主旨を? をせんと したる次第な

り。

ＲＮ Ｉ 建築繍係法規沙ｾ編篠宮重行の件

時局の苦望遠と新健市j による各紋の法規の改正に件

ひ、 建築閥係は元よ り、 時局関係法規集の要望の

庫、合員聞に不砂るによ り、 市街地建築物法令集

改訂版の姉妹編 として、 新に編纂後行するの必要

を見るに到れり 。

3.) 建築物資の配給を語る合開催の件

配給を諮るの舎は 、主 とし て大阪府下に於ける各

般の建築物資配給の困難なる賀情を正規し、 新 健

帝uに即居眠 し得る心の綴たら しぬるべく 、府建築課

技師玉置氏に依頼 して、 解説的講演舎を開催 した
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るものな り。

困にその日時を附記せば昭和 15年 10月15日な り。

4.  ) 建築界と新慌時計lに闘する座談合開催の件

訴 として会問各階層に 滋 る新鐙i #l J確立、昂揚の風

潮に ｴｊＭ 虎 し 得ベき全般的建 ｾＴｦ 界の問題 と 、 本協合

自憾の内部的、外部的改革、改善の問題とそれに

附随して生起する事あるべき各種の問題に附し て

各位の意見を鹿蔵なく交換して一般合員を枠盆す

るは勿論、新健制確立のー認と しての建築界に貢

献し依って以って新東i l l ! 建設の一基石たら しめる

第一茄手と して本座談合を開催する事を滋法制委

員に於て主唱 したる 慮、問題の性質上、1Zh合会慌

の問題 として成 〈合員の出席賛同を得て開催する

ことふなれり。

IV、将来に引催るべき案件

1. ) 建築関係法規( 殊に時局的法規〉 の解説に附 する

講演舎の開催の件

2. ) 建築士制度( 俄務〉の確立 に闘する件

3. ) 建築代書士制度( 俵稽〉の凝立に関する件

4. ) 都市計貨に関する「パンフレツ ト」を蛮行するの件

5. ) 建築行政に闘する記事を舎誌に掲載す るの件

6. ) 建築胸係方面( 事務所、請負業、材料 業者等〉 の

時局による影響の調査の件

i. ) 徒弟の養成( 大工、左官、 その他主主築関係 〉の件

8. ) 建築関係訴訟に闘 する卵j 決例蒐集 の件

9. ) 建築閥係特許に関する件

10. ) 民法中建築関係僚主買改正方建議の件 以 よ



設 備 委 員 舎 昭 和 十 五 年 度 報 告

1. 都 市防223施設に関する諸問題を安j 象として他

委員合との協力 の下に防護宗設備の研究を前年度

に引績き行ふと共に更に工場の漏光遮蔽に闘する

資料蒐集及之に劃する討議を行ふ。就中本年八月

の熔火管制演習に於いては工場の現況を見る Iこめ

8月22 日及23 日下記工場の管制時間中 の欣況視察

をなし下記の如き結果を得Tこり。

視察工場

8 月22 日

イ、日本石鹸株式曾枇嶋野工場 旭区嶋野町724

ロ、 日本エナメル株式合枇 同新喜多町203

ノ、、 中島製作所放出工場 間放出回r602

= 、瀬川製作所 同三組町

ホ、芳海化機工業大阪工場 向今肩宮町382

へ、 回浸五兵衛商底製薬都東淀川区本庄川崎町= ノ 5

ト、 大阪染エ株式合枇 同同3/ 14

チ、大日本機械工業株式含枇自聴率工場 東淀川区本

庄中沼 l ノ22

8  j j 23 日

人 梅田製鋼所東淀川区長特] 滋油 l ノ6

ヌ、旭 鍛 工 所 同 同2ノl

ル、臭事司主張工場 同本庄川崎町2 / 20 

遮蔽; 伏況附闘の通 り

1.  本協舎に於ける 2600年記念事業の一家たる「住宅

讃本J 出版に関して「住宅に; 於けi る防空鮫備 J の部門を

1草委員舎にて分機資料を提出す。

1.  建築資料の統制に依る設備用材料の入手難に伶ひ

之が代償品となる材料及その施設方法の紹介の儀氏く資

料蒐集中にて結果を待ちて本協舎にて陳列 したき官民定と

す。

倫更に建築設備の在来方法に代るべき新方法の考案を

促進せしめるべ〈衛生部門業者その他の協力を得て座談

合を開他すベ〈計盤中にて何れ，も来年度に引緩いて早々

貧行し たき希望とナ。

1. 大 阪市に於いて下水施設の一部竣成に依 り市中央

部の演直域に於て在来の汲耳支式便所を 71 < 洗式便所に改造

せば浮化槽を要せず して直ちに公共 F71 < に流下せ しめ得

る事となり且之が普及の念務なるに依 りその貧施直域及

施工方法の愛逮を大阪市水道部に交渉 して下記の如き経

過とす。

ィ、 「排水装置施工内規」は本誌に音量表のこと とす。

ロ、向上に依る標準施工闘はきE表を交渉中なるも水準

都にて未だ公表の時期に至らざる由なる故酋委員舎

にてその一部を保持中につき内覧希望の向は笛黍員

舎に照合されたし。

戸、貸施直域闘は約 300部を本協舎を総て! ) A 行の致定

の所m: 関係重要地里占抜治・の然地図原版改訂の要あ り

後行は多少遅れる見込とす。
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排 水 装 置 築 造 内 規

( 昭和 15年4月 10 日貨施)

第 l 僚排水装置ノ築造ニ閥シテハ大阪市下水道

保例並同施行納則 ニ定 ムルモノノ :外ハ本内規 ニ

依; I -

ー第 2 イ康 排水装置ノ 施設設計ハ左ノ標準ニ綴ル ベ

シイ旦シ特別ノ : 事情アル場合ハ部長ノ許可ヲ受ケ

之ニ擦ラザルコ トヲ得。

1. 管 渠

管渠 ノ柿浩ハ暗渠ト士号スベシ 但シ 雨水ノミ

流通ノ場合ハ開渠 ト免スコ トヲ得

私設下水道本管ノ内借及勾配ノ i標準左 ノjsj リ

トス。

排水面積 内 径 勾 西日

200平方米以下 10偲以上 60分ノ l以上

600 11 15糎 11 90分 パ 11

900 /1 18糎 11 120分 パ 11

1. 500 11 23糎 11 150分 パ 11

3. 300 u  30糎 u 180分 パ 11

管ノ 内僅45糎以下ナルトキハ陶管ヲ用ヒ内侍

33糎以上ナJ レトキハ混凝土管ヲ使用ス ベシ

但 シ必要 ニヨリ鉛管叉ハ餓管其ノ 他油岱 ナル

代月1品ヲ 使用ス J レ コ ト ヲ 得 本 管 ト各f前衛生

器具ヲ連絡スル支管ノ最小内僅標準ハ左ノ通

リトス

大 使 務 10糎以上

小 便 器 3糎以上

( 陶製ノ: 場合ハ5糎以上)

炊 事 流 首J 流 4糎以上

卒流7. 5糎以 l二

管ノ土覆ハ20糎以_ I -_ ト: mスベシ但シ特別ノ ;窃

各ハ此ノ限ニ在ラズ

2. 集 水 桝

私設下水道ハ集7.K桝 ヲ経テ下水道 ニ連絡ス ベ

シ 但シ道路側等 ノfl i7.K ヲ流入セシムル必要

ナキ場合ハ特殊 ノ構造 ト箆スコ トヲ得。

集水桝ハ道路境界線 ニ泊ヒ私設下水道義務者

ノ所有地内ニ設置 スルモノトス 但シ土地ノ

欣況ニ依リ 公道内ニ 設置ス ルコトヲ得。

3 掃 。除 桝

本管ノ起端合流 屈曲箇所並ニ直線部ニ於テハ

XI I  4 6  

管ノ内僅 ノ 120 俗以内ノ間隔ニ掃除桝ヲ設置

スベシ 但 、ン流通 ノ容易ナ J レ箇jザi ニ於テハ脅

rHI 管ヲ使用スルコトヲ得。本管ノ :支管 ノ接続

筒所ニハ Y 字管ア使用スルコトヲ得。但シ左

ノ場合 ニ於テハ接積箇所ニ掃除桝ヲ設置ス ベ

.  
ン。

イ、炊事流支管

ロ、大便器支管

ハ 、 特 殊 箇 所

ニ、内僅 10糎以上ノ支管

掃除桝ノ底部 ニハ之ニ接続ス J レ昔2 ノ内僅ニ臨

ジ牛園欣ノ凹路ヲ設クベシ。掃除桝ニハ街閉

蓋7 設クベ シ但 シ家屋ノ 出入口 窓等ニ接近セ

ザル場所ニ在 リテハ;協子茸ヲ設ク ルコト ヲ得

掃除桝ハ弐ノ 3 種 トス 但シ特日1) ノ:事前 アル

場合ニハ特殊ノ構 Ｚ 浩 ト ＤＮ￯ｾスコトヲ得。

務: 主主

甲種掃除桝

乙種掃除桝

4. 防 具 装 置

下水流入 口ニハ防臭装置ヲ設ケ容易ニ 内部ヲ

荷帰ク得ベキ構造ト主主スベシ。

5. 塵芥防J l : 数ー置

管 ノ流通ヲ防グル民 アル同形物ヲ含ム 下水流

入口ニハ 15糎以下ノ ;協子叉ハ金網ヲ取リ付ク

ベシ。

6. 油脂遮断装置

油J l 旨ヲ多量ニ排出ス J レ場所 ノ下水流入口ニハ

油脂遮断装置ヲ設クベシ

7. 迎 風 装 置

管渠 ノ起端共ノ他必 要 ナル ￭ ｾ￭ 所ニハ追風袋置

ヲ設クペシ。

8. 便 器及「トラップ」

便器及「トラップ」ハ完全エ洗練シ得ル構造

ノモノグル ベシ。

大便器用「トラップ」ハ内僅 100 粍以上トシ

小便器用「トラップ」ハ内僅30粍以上トナス



ヘシ。

9. 洗縦装置及附属水管

大 使 ｊｅ 洗縦装宜 ハ ｬ 回ｾ i・)"10立以 1-. ノi ) tift庭用

水 ヲ排出シ得 ｊ レ宗主トｾスベシ

「シスタングン クJ ヲ用ーフル場合ニ於ヂハ洗

機ノグメ相官ノ 7)，mヲ得ル高サニ; 設置スベシ

「シスタ ンタン ク」ト大便器ヲ連結スル管 ノ

内径ハ25粍以上 ト君主ス ベシ。

l 材 料

桝共ノ他ノ附属 滋置 ハ 「コンク リ ー ト」カ ｾｬｌ

又ハ石材等ノ不法透質loH久材料ヲ以テ築士8ス

ベシ。

陶管ハ日本標準現Ａ各 ￭ｲｾ Ｕ Ｙ 自主ニ撮ル厚管ヲ使 用

スベシ

「セ メント J ハ 日本棋準規絡m28蹴ニ合俗セ

ルモノグル ベシ

煉瓦ハ並焼 1'等r日以上・ノモノヲ使用ス ベシ。

砂ハ塵挨泥土ヲ合マザルモノニシテ径 1. 5 粍

以下トス

ｾ礎用砂利ハ僚 ＳＰ 粍以 ー |二60陀以ー下トス。

「コンクリ { ト」用妙手IJ ハ賀県使! 逗; 炭泥土ヲ

合マザルモノニシテ僅 Ｙ 粍以 Ｑ Ｍ Ｎ Ｑ Ｘ ｾ￳ｅ 以 下トス

「モルグル」ノ配合ハ 1. 3 以.1-. トシ「コンク

リート 」ノ配合ハ 1. 361メト‘ トス

但シ餓1古「コンクリ 戸 ト」 ノ配合ハ 1. 24 トス

使 持及「トラップ」ハ日H厳! 耐水性ノ材料ヲ以

テ製作シグ J レモノヲ 1史川スベシ

ｾ ｮ ｾ 条排 水 装置ノ設計問 ｬ 師ハ左ノ椋 Ａｾ ｪ ｽ ニ掠 リ 作

製スペシ。

卒ｩￆ｛ｾ司ハ縮尺 ＱＰＰ 分 パ 以上トシ ＩｻＮ ノ事 項 ヲ記載

スベ: ン。

イ、 請求 1i・ / 住所氏名

ロ、下水道使用者職氏名

ノ¥ 施行場所

ニ、附近見取阿

ホ、施行地ノ境界及面的 イ11シ施行地内ニ下水

道義務者ヲ異ニスル地 Ｑ ｛ｘアルトキハ Ｎ ｊ ｾ ノ相互

ノ: 境界及国政。

へ、道路建物下水流入口ノ位置及在米ノ :排水装

置

ト、管渠ノ位置内僅勾配延長及i i f : J溺装置ノ 位置

並ニ穂別共ノ 他必要 ナル事項。 但 シ7ki先便 所

ノ設計園面 ニハ ( イ) 乃至( ニ) ノ介施行地

ノ 境 界 道 路 、 建 物l r } 取私設下水道及給水

接控ヲ .I-eij主スベシ。

私立 下水也記顔面ノ i陥j 、: ハ慌ハ 100分 ノl余人ハ

!Oパ ト シ管渠ノ内密、勾配、延長 、 管底、

両地盤高及附属装置ＱＧＱ 位 置並ニ和別 Ｔ Ｎ ｾ パ世 必

要ナル事項ヲ記載 スベ、ン。椛造問ノ、縮r( 20分

ノ l トシ私設下水道 ニアリテハ管渠及共ノ附

! 渇装置ノ株主! ; 寸法ヲ水洗便所 ニア リテハ各用

具/ 配列取合及寸法を詳細 ニ記枇ス ベシ。

第四保 排水装置ノ祐二乙ニ際シテハ左ノ ;事項ヲ遜

〈ずスベシ

土 工

設計 ｬｩ ，Ｎ ｾＱ ニ ＺＩｪ 長キ管渠ノ ｲ ｛ｬＮ ｃ 、糾勾配及桝 ｊ ｬ ・Ｏ他附

属装置ノ依世ヲ ￆ メ 掘盤ヲナスベシ担Ａ民ニ ｉ ｦＮｾ

シテハ人念ニ掲同メヲ: 1 0 シ表阿ア馴染 ヨク1U

自ス ベシ。

Ｉ Ｎｾ＠ 1礎 工

ｾ［ｾ礎地盤 ハ充分鳴キ同メヲｾシタル後管ヲイ ， ｩ

設スベシ砂不IJ ノ厚サハ 10糎巾ハ管内便ノ 11存

ι ｛ Ｎｾ 以上トｾス ベ シ

椴 手 工

管ノｾｾ苦手 ハ 「モル タノレ」ヲ以 テ入念ニ 境 交ス

ベシ。

第 5 保 下 水 道 保 例 並 = 同 施 行 細 則 二依ル諸願届

の書式ハ日 IJ 記ノ通 リトシ書式 ヲ示ササ・ルモノハ

之レニ準掠スベシ。

本内規ニ作フ施行岡ハ迫ツテ護表ノ筈ニテ向昭

和 15年現在ノ 賀脇区域岡ハ近日 首協骨ヨ リ頒布 /

強 定 トス。
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本 協 曾 員 中 軍 務‘公 用 者 氏 名

前 蹴 護 表 後 に 於 り る 本協 令 員 中 軍 務 公 用 者 下 記 の 遇 り で あ 句 ま す ( 受付順〉

普通賛助員 木 議 I台 沢

ーー・・ー- - - ーーーーーーーーーーー・ーー- - ーー- - ーーーー- ーーー・・・ーーー・ーーー・・・・ーーー

常 務 曾 〈第22図〕

時

所

出席者

I I 月4日午後5時30分 一一

陳列場別室

理事 片 岡 舎 長

今林割合長

井 上 監 事

7時30分

liii:事

常務 北 極主言己 中 西主君己

三浦三回己 薮中主ｾｾ

桐本主計久保国主計

棚橋編斡

議 事

卜 11月191J 舎ニ閥スル件

2. 昭和 16年度l次支珠算ニ閥スル件

3.舎費滞納者慮置 = 閥 スル件

4. 評議員合並通常総合開催日原=

関スル件

Ｕ Ｎ 念日本科皐技術劉健聯合合合ｾ

負櫓ニ閥スノレ件

6. 材科委員舎ヨリ木材規椅/ 妥表

立主座談合開催方要求 ノ件

7.設備委員曾 ヨ リ排水装置築造内

規 7 命誌= 掲載方要求 / 件

8. 2600年紀念事業委員曾調査研究

案検討 ニ欄スル件

9.法骨折j 委員曾 ヨリ時局 ト新 強 制 =

開スル座談合開催方嬰求 / 件

10.都市問題曾議事務局 ヨ リ総合

女猷頒 布方申越ノ 件

J l . 曾員詮衡

報 告

l . 建築文 化炭経過報告

2.軍需工業経替能率 指導講習舎終

了挨拶 、

3. 出征除隊報告

川 4 6

評 議 員 曾

卜昭和 15年 I I月12 日大阪市北区中之

島3丁目3番地朝日ピル ヂングに於

て許議員舎を関合す

l . 出席者左記の遁 り評議員23名監事

l 名

井 手 正 雄

飯 田 賢 次

今 林 彦 太 郎

北 垣 熊 之 介

久 保 回 種 吉

玉 置 豊 次 郎

中 島 喜 平

長 尾 清 一

週 草 原 徳 衛

増 井 敏 克

三 浦 茂

薮 中 一 良

鈴 木 一 幸

伊 藤 武 文

石 井 泰 雄

荻 国 民 之 介

桐 本 橋 雑

黒 岡 茂

塚 本 猛 次

中 西 六 郎

野 中 駒 市

政附i & ・次

松 久 保 敬 三

選 回 泰 治 郎

以上評議員

以 よ 監 事

l. 午後 6 昨日分一同 着席理事則合長

今; 体彦太郎氏談長 となり 只今出席

者23名にしてまE款第24僚に{火り評

議員定員の 2 分の l 以上の出席に

付本合成立の旨を告げて悶舎を 2Z

し直ちに議事に入る

書提案第 6 競 昭和 16年度収支珠算に

測する 件

議長機首常務よ ｬＩ ｩｩ 象ｾの内容を 詑

明致す旨を 述べ桐本主計常務起立

各員 K 配布の原案にft 各Z買に亘 り

詳細に設現をな し議長 より 質問の

有無 を問ふ

3. 4 の評議員よ り建築察研究夜行

事まに開し質問あり 論議 の結果左記

項目を本議事録 に記録 することを

ーーー- - - - - - ーーーーー圃ー- - _ .. 

決議す

「建築皐研究 J は之を「建築と枇

合 J に統一 す る ζ と

議 長 よ り本鋭 議 案に付T安否を 問ひ

たるも異議なしS異議な しの旋あ P

原案通 り可決確定

議案第 7 統 合費滞納者民主置に闘 す

る件

議長よ り別紙 の 通 り合理聖滞納者あ

担氏名は之を讃み上 r るζ とを 差

控へ此机上に位〈を以て各員の街l

貨を乞ふ 貨を述べ本件に関 しては

其主申込方に付最善を盆 したるも到

底牧納の見込な 〈止むな 〈定款第

14僚に依 り本案を提出 したる次第

を説明し各員に於て心1 i I !} の肉は

可然手記方を依頼の上止むを符ざ

るものは除名民主分 に附する ζ との

賛否を問ふ

何れも 異 議 者なく止む得ざるもの‘

は除名民主分に附することに可決権

定

l. : X で議長よ り本評議員令議事録の

代表署名者に左の 2 氏を指名し共

承諾を得た P

黒 田 茂君 智 弁 敏 克 君

l. 主主に於て言延長よ P本日のま提案は以

よ で:全部終了に付評議員舎は之 を

以て間合する旨を宜し数合す時に

午 後 6 時45分

常

時

所

出席者

務 命 〈第23図J

II 月18日午後 5 時30分一一

6 時30分

陣列場別室

理事 今 村 副 命受



議 事

常 務 北 垣 主 記 中 西 主 記

岩 尾 主 計 桐 本 主 計

久保田主計 i ! i i C阿編斡

l . 新評議員合開催日取の.件

2 陳列場幹事合より要求の件

3. 合員登衡

報 告

1. 11 月例曾終了報告

2. 際召除隊報告

曾 員

伊 藤 一 郎 君 芦屋市字古民放223

( 東洋紡紙株式合最土

管絡事l U

小川 武太郎君 府下 中河内部松原村

大 字よ 悶吉見ノ製8

ノ 8 ( 建築事務所自

管〉

柏 貞 雄 君 東 成 区 腹 見PIT654( 不

動建築株式舎目的

治 永 十 三 男 君 東 淀 川 区 三 津 屋 北 通

!の4 1m磁力〈大阪

市役所建築部〕

事長木氏太郎君 住吉 ｅ 五千 ｮｾ 山中 Ｓ の Ｒ

( 桑本建築事務所自

管〉

鍋 島 辰 雄 君 住 吉 区 湯 里 町348( 不

動建築株式合意士〉

字 問 良 夫 君 旭 区 南 島 町742( 大 阪

市役所建築部第 l 建

築課〉

li1板 市 次 郎 君 尼 崎市神田南通 5 の

139 ( 株式令市土戸閏

組〉

成畑J r i 太郎君港区市阿部通5の 14

( 不WJ 建築株式合枇〉

松 見 孝 雄 君 東 直 京 橋3の75 大 体

組内( 株式合祉大林

組 〉

宮 村 次 郎 君 兵庫理系武摩郡東山村

回 中25i ( 問 問

現業部〕

宮 本 食 幸 君 府 下 中 河 内 郡 安 村 西

足代533( 不動建築株

式舎枇〕

向 井 克 己 君 府 下泉南郡雄信蓬ー村

大字幡代239( 株式合

枇大林組〉

喬 国 常 議 君 府 下3豊能郡箕面村卒

尾445 C自管〉

様弁・勇夫君尼崎市? 昔、光字塚/ ; 本

148C東洋 ゴム化工株

式合社〉

磯 島 信 一 君 西 淀 川 直f等法町北4

の104く株式合肘: 鴻池

組〉

木 F 彦大郎君 兵同u孫川主聖者s長尾村

予定牧木下20 C長庫県系

総務部修繕課〉

桑折l攻七良[1君 西賀市津門家津町う5

( 阪市ql 7霊祭主政道株式

合枇建設部建築課〉

問中祭太郎君 西宮市未成町6 名 *

アパート内 ( 株式曾

枇鴻池組〉

西 出 末 次 郎 君 北 区 新川崎阿I 造幣局

総務部管繕係内( 造

幣局総務部苦手織係〉

萩 j京磯市白[1君 紳 戸 市 灘 区 南 初 官公

会 26 C兵庫l孫、土木部

庶務課〉

l' f t 口憧夫君市11戸市立合医琴終2

の87 C阪神電気銭道

株式合枇建設部建築

課 )

f曾問主俊一郎君 西淀川区野製阿rlOo3

( 株式合最土鴻池組〕

地 方 倉 員

三 宅 祭 君 洲 本 市 宇 山3::'0の l

特glJ 賛助員

( 束手11定力株式合祉

制民技術部洲本火力

裕設事務所建築係〕

片尾吉次君北区 ｲＮｾ 垣町 Ｖ￶ C7kj首

衛生媛)j} 工事経営〉

石 井 E 夫君 ffoljl 戸市須居華麗大関町

4の79 尼崎市役所土

木組}

川上閣 太 郎 君 港 取 市 岡滋 iiii 5の41

( 遺作建具i請負業自

管〉

日 夜む

舎 員

星 野 一 雄 君 上海北四川筋底輿J f f i

院事中速術部和界第

l  局内 J

問中主主 ff ; ! 君名古屋市港熊町5の3

l 共築工業所名古屋

管業所内( 共築工業

所名古屋営業所〉

島影岩次郎君静岡市大雪岩下町[ 20

大島ま骨太郎君。 東京市澗野川直鴻Ｚｒ ｬｾ

川町 1889桧鈴 ) J ( 同

潤合主主投部第 2技 術

課〉

相海喜久太郎君名古屋市中川区西大

波町 18 清水組名古

屋支度内)

安 田 信 一 君 繭 阿 蘇 石 被 君s錦町 英

初紡綴錦工場祉宅内

伊 藤 序 牧 君 株 式合従鹿島組大阪

支 底

石 井 議 雄 君 主 豊 中 市襖塚元町2の !

25 

阿 部 顛 員IJ 君 岡部建築事務所自苦手

間 間 幾 太 郎 君 奈 良 麻 生 駒 郡 伏 見村

大字西大寺

鬼 武 信 夫 君 日本電力株式合祉

問問孝男君吹田市千ｾ山 ＳＴ Ｗ

大 隅 武 夫 君 川 西航空機株式合舵

奥 島 E 一君 京都千青閥大感建築母性

教室

上 谷 手IJ :夫 君 紳 戸 市 灘 区 永 手町4

の 9

加 納 良 一 君 大 阪 機 工 株 式 合 併

加 藤 三 郎 君 川 崎 重 工 業 株 式 合 計.

告ま絵5県

小 林 謙 三 君 利l戸市灘隠背谷田f

l の 163

械 本 和 俊 君 此 花区 中江町30 く建

築設計自主f )

白 川 殊 事 き 君 堺 市 中 永 山 図22 ( 内

外木材工事事株式合

枇 〕

4 9  X If 



鈴木喜八郎君 長谷部竹腰建築事務 練王1: : " ' 1雪崩士舷船工場内 柴 川 修 他 君 稲 岡 市 鹿 原 三 番 目[9

所 清水車貝作業所内 藤 間 弘 君 岐 阜 市 加 納 町 西 成 江

関 山 英 三君 株式合前士松村組
地 方 曾 員

1丁目

悶 中 芳 郎 主 主 大 阪 市 役 所 建 築 部 第

安 藤 総 太 郎 君 伊H市主某町561の l

波話量耳Z 作君 稲附市高高院堀端町7

2 建築 課

多国政吉郎君続i 1 t 府t車 頭 構 内 務f

電信電話綜合局新築

F奇弁う宇松君 東淀川 1亙上新庄町22

7 ) c 組作業所内

工事場内

中 島 八 郎 君 日産農林工業 株主主曾
閏 中 話 、 朗 君 新 居 沼 市 磁 浦 大 林 '  石本喜久治君 上海市長春路3'33の4

枇燐寸部
組磯涌出張所内

o を45. 054)  

西村喜代末君 吹田市大字垂水347
後 藤 勝 男 君 名 古 屋 市 千 穂 直 古 井 小 山 政 一 君 神 戸 市 湊 東 軍 東 川 崎

曳野奥員主君 大阪府苦手察部建築課
ノ; 塚町28 町 2 丁 目 川 崎重.工

市高岡 政 治 君 合 名 合 枇 西;体組
回 中 湖 一 君 名 古 屋 市 昭 和 ! 亙 折 戸 業株式含枇経船工場

絵 本 責君 神戸市灘直高勿字記事
町2の2

内 清水組作業所内

158の20
桧 井 一 男 君 松 井 工 務 所 自営

三 藤 清 三 君 三 藤 工 業 所
山l孫宛太郎君 成輿府興南朝宅棚l亭

普通貨助員

宮脇泰一君都市計: m = 兵費地方委
阜商法 148 呑戸木ノ

立 国 秀 夫 君 東 京 市 芝 直 高 淡 町 10

員合
4 新 宅 重苦内幸雄君 東成区生野四島町3

村 島 彰 君 吹 田 原 町2、339
生 駒 忠 彦 君 西 成 区 東 萩 町21 の288

森 本 文 章 君 森 本 建 築 事 務 所 藤E主土希雄君 i満州閥北安省北笈ー鷲 井 奥 準君 名古屋市千有｜ｾ登場

伊 達 多 平君 j 住吉直天王寺町3376 津部隊工務科内 町4の87

中村源 太 郎 君 秋 田 市 橋 山 三 校 橋36 管問登美雄君 北京東四報房同 57披
祢} 谷健治郎君 興安西省関空号県系被保

山 本 武夫君型車中市襖塚本通 7了 大林組宿合! 有 中甲第 Ｗ 牌第 Ｓ Ｗ ｾ 成
目

森 i l f <. 雄君 清書骨府線南初瀬町

関 永 清 喜 君 成 島 県 系 佐 伯 郡 大 野村

飯干君 美君西宮 市津門 綾ｾ 町 ＷＶ 154 

Cr Df 島県長欝察部保安

生 田 織 也 君 西 宮 市 大 井 手 町24 海 上 静ー君天津日本租界翌ｾｾ街

谷口治郎君茨城握手、目立市大雄院 18 

課〉

役 宅 10の l 今 井 延 雄 君 東 京 市 大 森 直 新 井 宿

森 村 茂 樹 君 東 京 市 赤 坂 直 青 山南

上 原 三 郎 君 飾 鷹市 附減31 4の930
町6の10b

青 山 E 義 君 北区 東野悶町 l の59 紫 垣 苅 ; 雄 君 東 京 市 大 森 直 馬 込 町 主主岡 銀 君 船 橋 市 本 町3の1289

重安正時方 東2の1058 月田長利方( 東京地

近 藤 泰 次 郎 君 布 施 市長堂2の8 杉 浦 巴君 東京市本郷直駒込暗 方事E定局管繕課〉

香 川 善 男 君 吹 田 市 畑 町 第 五 亙 町 12 橋本方( 早稲 苅 困源治郎君 兵庫県果、多紀郡岡野村

1307 

.  
回大率専門部工科教 藤井美千夫方

岩 崎 陽 行 君 西 成 区 千 本 通7の5山 室〉

地方( 京都市役所管
浅尾熊量殺君 明石市上の丸2の651

; 互支玄きJ
給部第一技術課〉 務 日 産 小 司 君 京 城 府 並 木 町 116の3

船 木 一 郎 君 東京市溢谷直代官町 古 川 叉 ー 君 山口 j豚熊毛郡光町光

10同澗合アパー ト33
ぽ

井 浅 間 政 吉 方

曾 員

続官官 ＳＱＳ ｾ 車内Ｈ同潤合 曾我古事幸織君 上海市安 山路高『高揚

建築設部第2技術課) m世佐宅
大 橋 武 雄 君 ( 務 姓 谷 輪 〉

玉 木 久 三 君 兵 庫 県 系 飾 磨 郡 成 村 民 千 原 隆 三 君 宣 伝 天 市 濠 河 区 花 園 街 菊 池 蒜 芳 君 ( 官著名 芳 〉

畑 鴻池組成畑出張所 i満飛 西市士宅 7 放 五 島 政 男 君 ( I.g姓 島 l跨〕

内 鈴木文治良[1君 吉林市外恰主主涛 東 Z童 図 洋 三 君 ( 警姓 Z主 井 〕

前 図 書与 虫歯君 府下南河内郡志紀村 洋精l Wl i 加工株式合枇

問弁中新設工事場浅 内

沼組出張所内 大 潟 丈 夫 君 北 支 汲 澄 山 脇 部隊経
死

伊 藤 弘君 吹 田市片山本町 174 理部卒地泉U正出所内

中 国 是 規君 東京芝蒐高証言町 10 直長島哲二郎君 新京特別市大同大街

塚本吉. z p . 君西宮市寺前町 II
建築局第二工務彪内

地 方 曾 員

牛 島 修 君 兵庫県系加古郡荒井村
( 建築局第二工務民主) 吉 野 i彦総君 昭和 15年8月う日逝去

大阪| 接軍造兵廠技術 岩 淵 女 治 君 際 島 市 松 原 岡r581
( 受付昭和 15. 11. 14)

課後遺掛現場内 細川松太郎君 吉林市タト恰主主湾 東
特別量産助員

堀本 義雄君新居ｾ市甲 ＹＰＶ 洋精腕加工株式合員土

中 島 彦 六 君 昭 和 15年 10月初日逝

服 部 1告君 名古屋市東区布池町 キ宅内

去

8  加 藤 鍛 之 介 君 愛 知l孫海部郡煽宮町

西 山 卯 三 君 京都市左京直下 鴨宮 ｍｾ￬ 滞 普通費助員

崎町72 和 田 嘉 蔵 君 新 京 特 別 市 老 松 町20 泉 谷 四 郎 君 昭 和 15年 II 月 5 日逝

宮 村 高 生 君 紳 戸 市 湊 東 直 東川崎 満洲土木株式千雪崩士支 去

町2丁 目 川 崎 重 工業 l古内
( 謹んで哀悼の窓を表す〉
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リ ノ リ ュ ー ム の

耐 焼 夷 弾 性

ミドルセックス洲ステインス の リノリユームと

フロ ークロス製造業者によって故近設行されに報

告世には同国強が行つに焼夷弾に到する防火針策

として の リノリウム の耐火性に闘する試験の結果

が描:位されてゐる。

先づ焼夷附は屋紋ｾＺＮｵき ｪ�ｴ 上階 ｊＩＩＮ 示に止るもの

として、地上二吠の高さに板張りの床を作り 、焼

夷Fii は敵軍が多分mひるであらうと想、はれるー砥

のものをmひ? こ。マグネシユームエレクトロン焼

夷弾力; 床 上に置かれ 口火に よって賭火され? こ。先

づテルミッ トド五秒間燃え絞け . 次いでマグネシ

ユ{ ムカ: 大集中の滋策の存在によって火花を散ら

しながら猛烈に約一分蝕燃え続げ、後に無焔の白

熱簡がE怒って約三十五分間で泊、え去っ fこ。

右の試験は普通の板張り床主防火ペイント塗装

の板張 9*及び此の雨者 に夫々六 ・七広
j手リノリ

ユームを強し、? こ四種の}1ミで行 lまれ fこが、

防火塗料使川の床板 ｬ ま十分 ｉｪｬｪｦｾ には ￬ｦｾ v"} 抜げて

日iは次の階へ孫ちに。普通の板張りの場介は一層

被持が大きかっTこのは勿論であるの然るに pjj :}(
主主

J斗を{ 変川せす・ リノ1 } ユーム を見攻い TこH
三では リノリ

ユーム の ￁ 商 カ ［ ＱＨＧ［ げ＿こが ｪ ぷ ｬ ま ｴｾｾ り抜り子 、防 火塗

料使 tlJ の若手介より被害は一層ノj 、組問であっ? こ。六

・ 七万 ｽＧￌｾ 茶色 リノリユーム の場合では 貼火後四分

= 十秒間に誕商に焦げは出す・更に 二分後に リノリ

ユ { ム裏面 に焦げが僅かに現れ、主主初より十一分

経過して下の板張りに引火力
Z

認められ ?こ のであ

る。 三十五分後に焼夷開の消え絡つ七時は リノリ

ユームは焼夷弾の世かれに下商のみで焼り止 り、

その 下 の 板張りは表面が焦げ 、 板のｾ語ぎ目や特に

空気乃 入り込み得る際問のある箇所は焦げが深〈

入る傾向が見られに。つまり リノリ ユーム の燃え

るのは焼夷郁の世かれ 7こ民下のみである。三 ・三

% 以マ ー7' ル リノリ ユ { ム の場合 もほ Y 同様Tご

が、下の板張りが鈷火八分後に焼げ音を立て始め

に。一 ・九孫厚X リノリユ 戸ム の場合は焼失範囲

もＱｊｾ < 下の板張り の焦げる面前も腕 〈なつ? こ。

以上の如〈これは何人 も想像し得る犠仁 、リノ

リユーム の隠さが増す程耐火度が婚す事が明瞭で

ある。

六 ・五孫
j手コルクカ 戸ペ ットでは六 ・七'%. }.平リ

ノリユーム の; 副猿の結果に略々等しかっ ?こが、?こ

Y 後者に比して弾の援する部分の焦げる程度が一

層明確で、カーペッ トに完全な焼り穴が出ぅ1<: 1こ結

が相違し? こ。

東洋リノリユーム株式曾枇

電 話 北 漬

1

2  0  &  0 番

( 23)  3  9  1  0 書

5  3  &  4 番
営 業 所 大阪市東直瓦町

2 三和ピ
j レ 6 階
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議 築 材 料 陳 列 窃 出 品 者

倒凄竣 ! 材 科 留 別 | 出 品 者 | 棚 漆 按 i 材 料 種 別 | 出 品 者

ｼ プリズ ム 、 毒事造 、 彫刻 Ｑ ｊＺｙＮｾｾＮＮ，ＮＨＱＧＺＭｲｊＮＮ ｫ Ｍ Ｎ，［＾Ｍ ｟ ｢ ］ＮＮＱＮ I  'l A  Iコン クリート型枠険制

|各 種槍 子 |岩 城 椅 子 株 会 有 絃 I  34 I鮒 |内 外 注 材 合 資 合 祉

2 - 3  

ギルソイドルー

グ ン|田島照子到 f七工紛: 式合従1 35 

木 ド5玉三高山x. ! i l ーナイ ト

5  1鋼製: m具主主築材料 |三世話工業株式4首位

ドアーハンガ-

36 10SC臨 金 物

平松釣戸単製:♀j済

大 信 洋 行 大 阪 支 l占

37 大 理 石 及 人m石 矢 崎 大 理 石 街 J占

6  1野 守衛 生 陶 器、磁 器|名古 屋製 均 株 式 鰍 I 38 

7 - 8  I六甲スレ ート日本石綿|野 i宰ヰコI i r 浦山 I  39 I建築用陶器及工婆品 |泰山製陶所

|叡六甲# イル |  市一 1  J F  1  
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60  1章。後天各循 高 松 菊 治 郎l高 底

61  1而l l'i:査i坊7 k 材料 問中昌司商JlI

33 

1・アーチェック. 7 引 日 本 ド ア ー チ ェ ッ タ 製

アーヒンヂ . λ 7・リ yl作 所 I  64 I織 縫 製 絶 縁J臥 且 ム テ |日夜物産株式合総

グヒ y ヂ l'  c . "  1  v '  Iヅタス
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oi  1防水筒ロータス

68 ¥.肯子製』芯

.味式含量士島問石肯子製造

;呪

69 

i O 

71 

朝日鐙スレート、波形|朝日スレート株式舎泣1 101 

スレート

72 1防空用旭暗幕 旭レ ール紘式合量士

73 

74 1. 7_  J l  ］Ｎツトパｾ 7・ |野田合名舎量士

75 ¥陶製階段用1衡問¥同床|鍋要投町エ袋

ド倹無. 窓

76 1左官壁材料一式 南育宏本庄

77 

スカイライト、ェーピ|内外土木建築材料合資

ーメ F ル i含量士

78 ¥放熱棒、 欣然管、冷緩| 理化皐興業株式合泣

房 換泉 設備 用ロロ

79 

8d 

81 

82 

83 

!J t . - 7 イング

84- 85 1;: ーパライト | 佐久間工業法式舎批

86 1m ' 7 チクロ及硬化竹| 日本竹筋工業所

87 

88- 89 1町 肺 水 遺 糊 容 具 |日 本 側 ヱ 糊 対 抗

Ki 富山式自働洗滋量産量 |大阪支底 !  02 

90 !厚型スレート

者 |祖B. 娘 材 料 種 別 出

同

"" 

事昔

98 !凋戸溌又一式 瀬戸縫夫側 ｾｍｈ 晶所

ヲ9

日之出印アス 7 アル ト| 日本建築紙工大阪支広

加工品

100 1浮室家具量産飾 中原家具製飾1.5

102 窓築用金& 板各橿 日本金& 工禁止ま式合総

103 

104 

議

波型石綿スレート、石

105 綿 Z レート、光り波型 日本見レート縁式合ー

j j ラ見

106 15員性ライト 日本侍殊鎖土株式舎近

107 | 浮文各種 日本浮A 縁式含量士

108 | 建築参考塗料見本 関西ペイ Y ト縁式舎量

A  

リノリユーム、 9 /  P  東洋 P ノ' 且ーム級王丸

イル、 P ノウオール 曾量士

BI 防火浸塗剤セロシ 伊ifi 元商底

Bt  美 索 ! 美素工業所

B3 電線管及附. a 品 合資舎量 ｕｾｬ￨ 商庖

B.  日ーグ液アート j j : /

リーダ産材工業株式曾

註

CI 造園設計画 須藤造園前究所

Cz - Cs  1ラ見モザイタ | 日本陶織註

c. I建築塗壁材料、待殊塗. 清光匙

料 顔 料 l  

O( 1やよひ λ レート 松井商底

コンヂツトチ且ーゲ

昭和コシヂツト縁式舎

註

ー 薬 屋
厚 型 λ レー ト株式 曾 祉I 0

3  

I寄氷床張

南窓下91 
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ｾ円、 ａ 戸ＮＮｲｶＮＭ、瞬、内向《♂ ､ 叫》叫ん ｖ 旬、向、ＮＮＮＮＮＮ，Ｎ町、ＢＢ向、 ｍ 向、ｾザ明

編 鯖

後 記

Of
i
可をす るにも先づ鐙である c 而も俊金な精神は健

全な肉憾に宿る事に想を致すならば、一層健康な肉

鐙が必要である。世界中が新 しい秩序の建設のため

到る 慮に一大股争を展開してゐる。人的資源の確保

が擦を大に して叫ばれ るのは笛然すぎる事である。

O厚生iiEiliiJ が高喝されてゐる折柄、本放はこの問題

を取 り拳げて; 活大家の御高設を手持惑する事にした。

年末を前に御多忙の申を快〈御執筆賜った各位の御

厚志に討 し、此慮に 深 甚 の 謝 意 を 表 す る 次 第 で あ

る。

ｏｾ 望職 下 第四年の多難であった昭和 Ｑ Ｕ 年もいよい

よ本放を以て終幕を閉ぢる事になった。空っぽの頭

を叩き乍ら曲りなりにもその責を果し終へた安猪に

' ^ " " 、，、， 山 由 白 山 山 町 》 、 仰 山 内.....  哨

も似た気持でホットした態である。云ひ古した言葉

ではあるが 、 来年こそは盆々加はる困難にもｾげ ず

新 しい陣容で一段の飛躍をせなければならぬ。

0 新 しい健市I j 下に、建築家の再出設も亦笛然行はれ

なければならない。長い間に蓄積された色# の弊害

を打破して、古い殻から抜け出た新天地に今こそ思

ふ存分の活躍をナベき秋である。

030蔵戸建設目標で法人の佐宅苦手園設立が新聞紙上

に報} i ; j . された。住宅難が深刻に叫ばれ出してから少

〈と もまる 2 年。来年こそは何とか期待がかけられ

そうであ る。そ れにしても技術者の徴用で トップを

切った建築技術者がその益l初養成機闘の主主張から洩

れたり、前 の大職で試験済の長期戦にはっきもの与

佐宅維を自の前に し乍ら まを金調整法では住宅供給事

業が丙類でるった りどうも 政 策 と云ふものはな かな

かむつか しいものら しい。一年の計は元旦にあ り。

正月を前に切角指導者の一段の精進が希ひ度い。

( 政問言己)
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昭

重苦行 ・編 締

印 刷 人

大阪市北阪朝日ピル日本産築協舎内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 枇

大阪市西広江戸堀南遜 2 丁目 13番 地

後 行 所 主 翌 日 本 建 築 協 曾

大阪市北区中之島 3 ノ 3 朝日ピル

' I I t 信長北漬( 23)4501番 (9)

録 筈 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

待 約奴寅庖 柳 々 堂 書 庖

大 阪 市 西 阪 京 町 郷 再開 子 板 橋 西

電信土佐堀 2 4 4 0番

娠替口座大阪2084番

戸 )11 

禁 鵠 載

本務に掲載せ るものは、一切 これを無断にて

将軍Eし叉は態行本に上梓その他 の複製行錯 {t>

なすこと々禁す・。

庚 告 掲 載 料 金

グ ラ ピ ヤ 1 1 頁

く第 1  頁) 1  

l 回 55. 00 

こ;: :ilt 11 日十

弘

普 ( 後 糊2 J ι 王
l 回 25. 00

記 事 中 1 )( 頁 1 1 回 1 20. 00 

［Ｈ中二 ｾ ｉ 与すけ ＿
表 紙 3 1  1 頁 1 1 回 1 45. 00 

災 紙 4 1  1 頁 I 1 回 I 80. 00 

成告掲毅御申込は本合へ直接願ひます。

本誌購讃御注文はすべて前 金で本合直接又

は待約} 苫へ、振替貯金又は匁:震で御挑込を

願ひます。郵岩子代用は一割増、代金引換は

おー断り致します。

X I 1 5 4  
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所

関
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化
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工

業
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間
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業


